
    
      



    

  
    
      



    

  
    
      



    

  
    
      



    

  
    
      



    

  
    
      



    

  
    
      



    

  
    
      



    

  
    
      ＭＦ文庫Ｊ

神なる姫のイノセンス

鏡遊



    

  
    
      口絵・本文イラスト●鶴崎貴大

編集●笹尾明正



    

  
    
      ＩＮＤＥＸ



プロローグ

１章　はじまりの日

２章　楽園ハーレムへようこそ

３章　誰もが秘密を持っている

４章　彼と、彼女たちの決意

５章　パーティの夜に

エピローグ



    

  
    
      
プロローグ



　あたたかな春風に、女の子たちのスカートがひらひらと揺れている。

　校舎へと続く並木道を、彼女たちはさわやかに朝の挨あい拶さつを交わしながら歩いていく。

　桃とう花か泉せん女子学院――通称、桃もも女じよ。

　ここは、まさに乙女の花園。白を基調とした清せい楚そな制服を着た女の子たちは、ほぼ例外なく、良家のお嬢様ばかりだ。

　桃女は名門ではあるが、校則で生徒を縛りつけたりはしない。制服についても同様だ。

　美しくあれ――

　学院側から提示された、服装に関するルールはただそれだけ。えらくアバウトだし、美しさなんて、人によって基準が違うだろう。つまり、規則はないに等しい。

　実際、制服のスカートも長さはまちまちだ。今時珍しい、膝ひざ下したまであるようなロングスカートも多いが、中には太ももが際きわどいところまであらわになったミニも見かける。

　だが、どういうわけか、そこまで短いスカートでさえも風で大きくめくれ上がることはない。さっきから、実にギリギリのところで、神秘の布地を覆おおい隠してしまっている。

　なかなか、上う手まくいかないもんだなあ。

「ちょっと、どこを見てるのよ」

　心の中でため息をついたのと同時に、ドスの利きいた声が響いた。顔を上げると、腕組みしてこちらを睨にらんでいる少女の姿が目に入った。

「あなたみたいな男は下を向いて歩くのがお似合いだけど、それを利用して自分の欲望を満たさないように。朝から、なんていやらしい」

　ざわざわと、周りが騒がしくなってきた。女の子たちの視線がこちらに集まってきたのがわかる。

　ていうか、さっきからずっと注目されてたけどさ。

　白い制服の中で、一人だけ異彩を放つ赤いブレザーを着ているからじゃない。いや、それもあるけど、問題はもっと根本的なことだ。

　桃もも女じよは、その名のとおり女子校である。ちなみに、初等部から大学までのエスカレーター式で、ここは高等部のキャンパスだ。

「だから、男は嫌なのよ。この際、地球からいなくなっても困らないのに」

「その場合、人類はどうなるんだろう……」

　彼女は、子孫繁栄には興味がないらしい。

　まあ、彼女の偏かたよった男性観はともかく、言ってることはわからないでもない。

　なんと言っても――女子校に男が一人紛まぎれ込んでいるのだから。

「それにしても、あなたは毎日毎日、きちんと登校してくるわね。なかなか図ず太ぶといじゃない」

「図太いのが取とり柄えみたいなところもあるんでね」

「もう少し細くしたらどう？　なんなら、あたしが削ってあげるわよ」

「どこを削るの!?」

　相変わらず物騒なことだ、この鳴なる神かみかなみという女の子は。

　わけあって俺おれが桃女に転校してきてからずっと、目の敵かたきにされている。彼女はどうやら男嫌いらしいが、嫌われてる理由はそれだけでもない。ちなみにスカートは短めだけど、そちらに視線を送るとマジで削られかねない。

「えーと、それでなんで鳴神さんはこんなところにいるの？」

「生徒会長として、生徒を見守る義務があります。変な男が変なことをしないように、釘くぎを刺しておく必要もありますしね」

「なるほどね……」

「本当に刺してしまえば、今後のあたしの手間も省はぶけるのに。自分の良心が憎いわ」

「りょ、良心？」

　ここまでの会話だけでも、彼女に良心があるようには思えないのだけど。

「文句がありそうね。いいわ、かかってらっしゃい。削られるか刺されるか、どちらか選ばせてあげる」

「遠慮します！」

　どちらを選んでも、バッドエンド直結だろ。さわやかな春の朝に死にたくない。

「はぁ……まったく、朝からこんなバカな話、してられないわ」

　俺おれもその意見には同意する。

　それにしても、毎朝毎朝、ご苦労なことだ。俺を見張るために、こうして待ち伏せてるんだから。

　本人がおっしゃるとおり、鳴なる神かみかなみは生徒会長だ。つまり、俺は生徒のトップに睨にらまれているわけで、居い心ごこ地ちの悪いことこの上ない。

「あははははっ。今日もやってるね、お二人さん」

「うわっ!?」

　突然、背後からなにかが飛びついてきて、俺はよろめいてしまう。

　今度はなんなんだ、と振り返ろうとしたが、がっちり身体からだが固定されていて動けない。

「はいはい、祐ゆう貴き。しばらくおとなしくしてなよ」

　ぐりぐりと頭に柔らかいなにか――ぼかさず言うと、竜りゆう崎ざき澪みおのふくよかな胸が押しつけられてくる。

　しがみついている澪を強引にふりほどくこともできず、俺がおろおろしていると、会長が血相を変えて走り寄ってきた。

「ちょっと、澪さん！　なにをしてるの！」

「単なるコミュニケーションだよ。会長もやる？」

「やりません！」

　俺を間に挟んで言い争いをしないでほしいものだ。ついでに、俺の頭を胸の間に挟むのもやめてほしくないけど、やめてほしい。

「ま、こんなものか。みんな見てるし、これ以上先はまた今度だね」

　恐ろしい台詞せりふを吐きながら、ようやく澪が俺を解放してくれる。少し名な残ごり惜しいけど、とりあえず助かった。

「澪さん……あなた、なにを考えてるの。その男には近づかないほうがいいわよ。もちろん、他のみんなも」

　かなみは、強い口く調ちようで言ってから、周りで騒いでいる生徒たちを見回す。誰だれもが、どこか戸惑っている顔だ。

「そういう、リアクションに困ることを言わないほうがいいね、会長。というか、どうしてそこまで露骨に嫌がるのか、わたしにはわからないな」

「女子高に男がいるのよ！　嫌がって当然でしょ！」

「同年代の男なんて、ＴＶでしか見たことありません――なーんていう非常識な子がゴロゴロいるんだよ、桃もも女じよには。今から男に慣れておくのはいいことじゃない？」

「こんないやらしい男は論外よ！」

「そういうところも含めて、男って生き物よ。その程度のこともわからないんじゃ、会長は死ぬまで処女ね」

「しょっ……！」

　かなみは一瞬よろめいたが、すぐに立ち直って、表情を引き締める。さすが鬼の生徒会長、みんなの前で動揺は見せないか。

「澪みおさん、あなただって男の人のことはよく知らないでしょう。というより、あなたこそ、家族以外の男性とろくに喋しやべったこともないんじゃなかった？」

「だから知ろうとしてるんじゃない。努力してるのとしてないのでは、大違いだよ」

「…………」

　あ、かなみが黙り込んじゃった。

　澪は、ああ言えばこう言う、というか……。

　鳴なる神かみかなみと竜りゆう崎ざき澪は、反そりが合わない。澪のほうは、生徒会に匹敵する権力を持つ体育会連合のリーダーだ。体育会系連合とは、各運動部から選ばれた代表たちで構成された組織だ。普段は「連合」とのみ呼ばれる。

　澪は水泳部の部長であり、まだ二年生でありながらリーダーに就任した逸材だそうだ。どういう意味で逸材なのかは知らない。まさか、胸の大きさで選ばれたんじゃないだろうけど。

　昔から、連合と生徒会は部費の割り振りなどをめぐって火花を散らす関係だったらしい。最近は特に仲が悪いという話だ。

　関係悪化の原因は――まあ、俺おれなんだろうなあ。

　かなみと澪は、言い争いをやめ、無言で睨にらみ合いを始めている。二人とも美少女なのだが、キツい目つきをすると異様なくらいの迫力だ。



    

  
    
      



    

  
    
      　止めたほうがいいのかな。でも、火に油を注そそぎそうな予感が……。

「はい、そこまでです。この場は私が預かります」

　ぱんぱん、と手を叩たたきながら現れたのは、背の低い少女だった。彼女もまた、桃もも女じよの白い制服を身にまとっている。

「貴き理りさん……でもこれは、あたしたちの問題で」

「あなたたちには、個人より優先するものがあります」

　貴理と呼ばれた少女は、かなみにきっぱりとそう言い切った。

「お忘れなきように。他の生徒の手本になる者だけが、その石を与えられるんですよ」

「…………」

「…………」

　かなみと澪みおが、同時に視線を下げる。かなみの右手の指にはめられたトパーズの指輪、澪の左耳に着けられたアクアマリンのピアス。名門女子高の生徒がアクセサリーを着けて登校しているのは意外に感じるが、それらはこの学校では特別な意味を持つらしい。

「しゃーない。ここは、貴理さんの顔を立てよう。それじゃね、祐ゆう貴き」

　澪はにこやかに笑い、身を翻ひるがえして校舎のほうへ歩いていく。彼女の取り巻きらしき生徒たちが、慌あわてて追いかける。

「かなみさん。あなたもいいですね？」

「……はい」

　かなみは不満そうな顔をしつつも、頷うなずいた。まだ俺おれに言いたいことはありそうだが、とりあえず引き下がってくれたようだ。

「では、兄にい様さま。そこまで一緒に行きましょう」

「ああ、助かったよ、貴理」

　俺は神しん堂どう貴理――双子の妹に軽く頷いてみせると、彼女もこくりと頷いた。

　腕組みして立ちつくしているかなみの横を通り過ぎて、俺たちも校舎のほうへ歩き出す。

「ねえ、兄様」

「ん？」

　貴理は、前を向いたまま俺と目を合わせようとしない。

「いつまでモタモタしてるんです？　ターゲットは、鳴なる神かみかなみだけじゃないんですよ」

「…………」

　妹の声は淡々としているけど、ちょっと怒っているようだった。

「そりゃ、わかってるけどさ。簡単なことじゃないのは、貴理にもわかるだろ？」

「わかりません。さっさと、鳴神かなみだけでもモノにしちゃってください」

「モノにって、おまえね……」

「もっと具体的に言いましょうか？」

「遠慮します」

　我が妹ながら、過激すぎて困る。

　長い髪を二つに結んだ髪型（ツインテールというらしい）、十七歳という年齢の割に小さな身体からだを見ていると、おとなしい女子高生にしか見えないのに。

　俺おれの妹は過激で、なんでも自分の思い通りにしないと気が済まない女の子なのだ。

　あのときもそうだった。

　すべてが変わってしまった日。

　貴き理りは、彼女が願ったとおり、俺の運命を大きく狂わせた。

　俺たち神しん堂どう兄妹きようだいが、十年振りの再会を果たしたあの日のことは――

　たぶん、ずっと忘れられないだろう。

　ていうか、忘れるのは無理。

　軍用ヘリと、サブマシンガンと、すっかり成長した妹と。

　さらに、俺の“〝楽園ハーレム”〟とやらに入る女の子たちと出会ったのだから。



    

  
    
      
１章　はじまりの日



　その日は、なんということもない一日だった。

　いつものように学校に行き、授業を受ける。何事もなく授業を終え、放課後になったら料理屋でのバイトに向かい、下ごしらえと皿洗いを無言でこなす。

　すべてが終わるのは、だいたいいつも午後十時くらいだ。

　余った料理をもらってタッパーに詰め、家路につく。春の夜風は少し冷たいけれど、労働の後で火ほ照てった身体に心ここ地ちいい。

　まったく、なんのよどみもない日常というやつだ。退屈で変わり映えがしない。でも、それでいい。

　十七歳という若さで、俺以上に平和の尊とうとさを知っている人間も他にいないんじゃないだろうか。ラブ＆ピース。バカにしたもんじゃない。

　ただ――

　平和は、いつだって唐突に破られるものだ。だいたい、派手な轟ごう音おんとともに打ち破られるのがパターンだろう。

　例に漏もれず、俺の平和をぶち壊したのは、けたたましいローター音だった。

　帰りにいつも通っている公園が見えてきたところで、俺はふと顔を上げた。

　夜空を引き裂くようにして、一機のヘリが飛んでいた。ずいぶん低空を飛んでいると思ったのも束つかの間ま、それはまっすぐにこちらに近づいてきた。

「ブラックホーク……？」

　とある映画で有名になった、大型のヘリだった。確か、自衛隊でも採用されてたから日本にあってもおかしくはない。

　だが、おかしいことが一つある。見間違いだと思いたいが、どう見ても武装している。機体側面に、大型の機銃らしきものがはっきり見えるのだ。

　おいおい、なんで武装ヘリがこんな低空を飛んでるんだよ。ここは紛争地帯じゃなくて、平和が取とり柄えの日本だぞ。

　呆あきれる俺おれの前で、ヘリはゆっくりと降下し、公園の芝生に見事な着地を決めた。ローターが凄すさまじい風を巻き起こし、綺き麗れいに整備された芝が台無しになった。ご近所の皆さんが家から飛び出してきて、ざわざわと騒ぎ始めている。

　逃げたほうがいいかな、とようやく思いついたけれど――一歩遅かった。

　ヘリのドアががらりと開き、わらわらと十人くらいが飛び出して来て、迷うことなく俺のほうに走り寄ってきたのだ。

　俺は逃げることも忘れて、近づいてくる連中の姿をまじまじと見つめる。奴やつらの格好は、あまりに異様だった。

　突入用の黒い防護スーツで全身を覆おおい、抗弾ベストのポケットには、予備弾倉に手しゆ榴りゆう弾だん。黒いヘルメットにゴーグル、さらに口元はガスマスクで覆われていて顔は見えない。

　さらに、全員が構えているのはＭＰ５サブマシンガンだった。世界各国の特殊部隊で使われている信頼性の高い武器だ。銃身の下にフラッシュライトが装着され、指向性の強い光が夜の闇やみを引き裂いている。

　要するに、完全武装の兵士たちがそこにいた。

　サバイバルゲームでもやっているんだろうか。こんな住宅街でやったら、逮捕されちゃうと思うんだけど。

「神しん堂どう祐ゆう貴き。一緒に来い」

「え……」

　先頭に立っていた兵士の短い言葉に、俺は息を呑のんだ。別に、名前を知られていたからでも、いきなり命令されたからでもない。

　明らかに女の声だったからだ。それも若い女。美人だと夢があるが、そこまで期待するのは高望みだろうか。よく見ると、他の兵士たちもみんな、胸のところがふくらんでる気がする。この部隊、貧乳はいないのか。いや、それどころじゃないか。

「えーと、来いと言われても」

「喋しやべるな。それ以上一言でも話したら、敵対行動と見なす」

　敵対行動と見なされたらどうなるんだろう？

　残念ながら、そんなことを考えている暇はなかった。先頭の兵士の合図をきっかけに、兵士全員が一斉に動いたのだ。彼女たちは手て際ぎわよく俺おれに猿ぐつわをはめ、後ろ手に手錠を掛けた上に目隠しまでしやがった。そこまでやるのか、おい。

　俺は乱暴に背中を押され、ヘリの中（だと思う）に押し込まれてしまう。

「状況終了、これより撤収する。ヘリを出せ」

「了解、軍ぐん曹そう」

　さっきの女の声に、パイロットらしき人物が応答する。つーか、パイロットも女だった。なんなんだ、もう。さっきからツッコミどころがありすぎる。女だらけの兵隊たちに、軍曹ときたもんだ。

　ふわり、と浮遊感とともにヘリが上昇していく。

　あー、これってもしかして……。

　誘拐、だったりするのだろうか。





　ヘリが飛んでいたのは、恐らく三十分程度だった。

　なにもすることがないので、暇つぶしに時間をカウントしていたのだ。もっとも、ヘリの飛行速度もどの方角に向かったのかもわからないので、自分がどこに連れ去られていくのか判断できない。

　不意に、どん、と小さな衝撃が来た。

　どうやら着陸したらしく、俺はまたもや乱暴に背中を押されて、機外に連れ出された。

　目隠しと拘こう束そくはそのままで、周りの兵士たちに誘導されて、しばらく歩かされる。すぐに、足あし下もとの感触がやけに柔らかいものに変わった。

　足下は絨じゆう毯たんのようだけど……。いったい、ここはどこなんだ。

　戸惑いつつ歩いていると、ドアが開く音がした。さらに二、三歩歩かされてから、「止まれ」と、さっきの軍曹とやらの声が聞こえてきた。

「よし、拘束を解け。そいつがおかしなマネをしたら、手足くらいは撃ってかまわん」

「かまうわ！」

　ようやく目隠しと猿ぐつわを外されて、俺はツバを飛ばしながら叫ぶ。

「いきなり人を拉ら致ちって、撃ってもかまわんってどんな無法地帯だよ！　言っとくけど、俺ん家ちは金なんてないぞ。高校生がバイトで食いつないでる健けな気げな家庭なんだからな！」

「いいえ、あなたの家にお金はありますよ。国がいくつか買えるくらい」

「……は？」

　そこに、少女がいた。

　月明かりが差し込む大きな窓の前にたたずみ、怪しげな笑みを浮かべている。学校の制服と思おぼしき、上品な白い服装がよく似合っている。

　こいつが、誘拐の首謀者なんでしょうか？

　俺を拉致してきた兵士たちは、手錠を外してから部屋の扉の前に下がった。まるで、俺の退路を断つかのように。

　あと、なんだこの部屋は？　貴族趣味というか、洋館の一室のようだけれど、やたらに広い。部屋の中央に置かれたベッドは天てん蓋がい付きで、お姫様が使っていそうな高級品だ。

「女の子の部屋を、あまりじろじろ見るものではないですよ」

　少女は笑みを浮かべたまま、やんわりした口く調ちようで言った。

「たとえ、妹の部屋であってもね」

「妹……妹……？　妹……！」

「ずいぶんな驚きですね。しばらく離れていた間に、最近流は行やりの妹萌もえにでもなりましたか？」

「……俺おれが妹萌えに目覚めてても、おまえが相手じゃな」

「あらまあ、ずいぶんなおっしゃりようで」

　女の子は――神しん堂どう貴き理りは、くすくすと笑う。

　そういえば、あらためて見ると、この部屋もかすかに記憶にある。家具の配置も、昔のまま変わっていない。

　そして、すっかり変わってしまっているとはいえ、すぐに女の子の正体に気づかなかったのは、我ながらどうかしてる。

　俺のたった一人の――しかも、双子の妹だというのに。

「お久しぶりですね、兄にい様さま。お元気そうでなによりです」

「そうか。いきなり拉ら致ちられて、すっかり疲れた顔になってるかと思ったけど、元気そうに見えるか」

「ええ、それはもう」

　俺の皮肉にもまったく動じた様子もなく、貴理はさっきから笑みを浮かべたままだ。

　しかし、こいつでかくなったなあ……。

　いや、俺と同い年だから十七歳のはずだけど、中学生に見えるくらい小柄で、顔つきも幼い。それでも、俺が最後に貴理を見たのは七歳のときだから……さすがに、もう別物みたいになってる。

「って、そうじゃない！　感心してる場合じゃないよ！」

「なにを叫んでるんです、兄様？」

「あのな、貴理。おまえ、人を連れてくるならもっと穏おだやかに――」

「あ、ちょっとお待ちを」

　貴理は軽く手を上げて、俺の言葉を遮さえぎった。

「軍ぐん曹そう。全員を連れて、部屋の外で待機」

「了解しました」

　俺を拉致した実行犯たちが、ぞろぞろと部屋の外へと出て行く。軍曹とかいう女は貴理を気にしていたようだが、彼女もすぐに部屋を出た。

「さあ、これで兄妹きようだい二人きりですね、兄様」

「二人きりになって、なにをするつもりだ……？」

「あら嫌だ、兄にい様さま。妹を怖がることはないでしょう」

「軍隊に拉ら致ちられりゃ、そりゃ怖いよ！　あいつらは神しん堂どう家けの警備部隊か!?」

「ええ、貴き理りの直属です。貴理とこの屋敷の警備のために、一個中隊を預かっています」

「い、一個中隊……」

　百人から百五十人といったところだろうか。小娘一人を守るのに、なんて大げさな。いくら、神堂家の娘と言っても、やりすぎじゃないか？

「親父おやじはなにを考えてるんだ……」

「お父様はいませんよ」

「は？　いない？　また外国でも行ってるのか」

　俺おれたちの親父は、神堂家の現当主だ。昔から仕事であちこちを飛び回っていて、ほとんど家にいなかった。数えるほどしか会ったことがないと思う。正直、顔も覚えてないし、どんな性格なのかも知らない。たぶん男だろうということくらいしかわからない。

「お父様は、貴理に当主の座を譲って、どこかに姿を消されました」

「消えた!?」

「つい先日、それはもう綺き麗れいさっぱり消えました。一応、親しん戚せきの皆さんが捜索されてるようですが、あのボンクラさんたちには見つけられないでしょうね」

「おい、それって失しつ踪そうじゃないのか？　つーか、母親のほうも――」

「ええ、調べましたので知ってます。お父様も母も、揃そろっていなくなって……貴理と兄様は本当に二人きりですよ」

「マジか……」

　俺は頭を抱えてうめいてしまう。

　うちの父と母は、十年前に別居した。正式に離婚はしていなかったようだが、貴理は父が引き取り、俺は母とともに神堂の家から出て行った。どうして俺たち兄妹きようだいが引き離されたのか、なぜ母は神堂の家から籍を抜かなかったのか、理由は一切説明されなかった。もちろん、何度か質問してみたけれど、母からまともな答えが返ってきたことはない。いつしか、俺もそんな疑問は忘れてしまった。

　母は一応、やり方にいくらかの問題はあったが俺を育ててくれた。だが、その母も、一年前に置き手紙一つ残さずに失踪している。多少の貯金はあったし、母はどちらかといえば、いないほうがありがたい人だったので、俺は特に捜す努力もせず、一人暮らしを楽しんできた。

　でも、まさか親父のほうまで消えてたとは。なに考えてるんだ、うちの親どもは。

「……ん？　待てよ、貴理。おまえ、さっきなんて言った？」

「兄様を愛してると言いました」

「言ってねぇよ！　さりげなく爆弾発言するな！」

「妹が兄を愛して、なんの問題が？」

　こいつ、真顔でなにをほざいてるんだ。

「日本じゃ、兄妹きようだい同士で愛してるなんて言わねぇよ。そんな冗談はどうでもいい。それより、おまえが神しん堂どうの当主になったって？」

「はい、お父様から正式に譲っていただきました」

　貴き理りは笑顔でそう言った。

　なんてこった。両親が揃そろって消えてるというだけでも衝撃的なのに、貴理が当主になってるなんて。悪い冗談としか思えない……。

　神堂家は――神堂グループの頂点に立つ一族だ。

　グループは、金融や不動産、製造業からレジャー施設の運営、さらにはコンビニ経営など、見み境さかいなくあらゆる事業に手を出し、そのことごとくに成功している。世界レベルで見ても、グループの影響力は計り知れない。おそらく、神堂家当主の動向一つで、世界経済が動いたりするんじゃないだろうか。

　俺おれは今日まで、グループの動向は極力気にしないようにしてきたけど……。さっきの軍隊やヘリを見たところ、神堂家の力は衰おとろえていないようだ。

　バカバカしいほど強大な力を持つ神堂グループのトップに立っているのが、俺の妹だっていうのか……？

「兄にい様さまは家を出てしまいましたからね。既すでに継承権を失っていましたので、僭せん越えつながら貴理が継がせていただきました」

「神堂家の跡取りなんかに興味はないよ」

　俺はただ、平和に生きたいだけなのだ。当主になんかなったら、間違いなく財産争いだの陰謀だのに巻き込まれる。冗談じゃない。

「それはよかったです。兄様を毒殺なんてしたくないですからね」

「おまえ、そこまでして当主になりたかったの!?」

「お金って恐ろしいですね」

「恐ろしいのはおまえだ！」

　後継ぎになるために肉親を殺あやめようというのか。成長したなあ、妹よ……。

「まあ、お父様たちがいなくなったことなんてどうでもいいです。捜したところで無駄でしょうし、考えても仕方ありません」

「親父おやじが消えたって、まさかおまえが消したんじゃないだろうな……？」

「まさか。貴理は、お父様とは仲良くやっていたのですよ」

　貴理はにっこり微笑ほほえみながら言った。その笑顔がちょっと怪しいけれど、さすがにこのたくましい妹も親父をどうこうしたりはしないか。

「でもまあ、考えても仕方ないっていうのは、確かだな」

　親父のことはよく覚えてないが、母親に行方ゆくえをくらまされたら、俺では見つけようがない。世間一般の母親にはあり得ないスキルを身に着けてる化物だからな。アレの旦だん那ななのだから、親父もいろんな意味でただ者じゃないのかもしれない。

「……ていうか、うちの家族ってまともな奴やつはいないんだな」

「あら、誰だれを見ながらおっしゃってるんです？」

　わかってるくせに、わざとらしく聞き返してくれるじゃないか。両親が異常なせいで、妹もすっかりいい性格になってしまったようだ。

「まあ、貴き理りがまともだとは言いません。ただ……」

　貴理は、一歩俺おれに近づいてきた。それから、嬉うれしそうに笑って、人差し指を俺の唇に当ててくる。

「うちで、もっとも異常なのは兄様でしょう？」

「…………」

　妹の細い指が俺の唇をゆっくりとなぞっていく。

　そうか、こいつは知ってるんだったな――

「ああ、そうだ。気づかなくてごめんなさい。兄にい様さま、お疲れですよね。アルバイトが終わったところなんですから」

「疲れてるとしたら、バイトじゃなくて拉ら致ちされたせいだよ」

「もっとお話ししたいところですけど、今夜はこれくらいにしましょう」

　俺の皮肉をスルーして、貴理はすっと後ろに下がった。

「お部屋の用意はできてます。昔、兄様が使っていた部屋がそのまま残っていますから、そこを使ってくださいね」



    

  
    
      



    

  
    
      「待て、貴き理り。俺おれはここに泊まるなんて言ってない」

「は？　泊まる？」

　なにを頭の悪いことを言ってるのかしら、と妹の表情が語っている。

「泊まれなんて言ってません。兄にい様さまは、今日からここに住むんです」

「はぁ!?」

　俺には、駅から徒歩十五分、ユニットバス付き六畳ワンルームの我が家がある。今さら、神しん堂どうのお屋敷に住むつもりなどさらさらない。

「兄様……さっき言ったでしょう？」

　なんだよ、その猫ねこ撫なで声は。

「貴理が神堂家の新たな当主なのです。そして、継承権を失ったとはいえ、兄様は神堂一族であることに変わりはありません。つまり――」

　妹は意味ありげに微笑ほほえんだ。

「神堂家のすべては、貴理のもの。つまり、兄様は貴理のものなんです」

「おいこら、なんだその理屈」

　勝手に俺の所有権を主張されてるようなんですが？

「あのな、貴理。俺も一応、尊厳ある人間なわけで。別に誰だれのものでも……」

「ゆっくりお休みになってくださいね」

　穏おだやかではあるが、有無を言わせない口く調ちようだった。

　確かに、俺には少しばかり異常なところはあるけど……。絶対に、この妹にはかなわないと思う。





　また例の兵士たちに案内されて入った部屋には、確かに見覚えがあった。

　家具などは俺が使っていた十年前のまま。きちんと掃除も行き届いていて、問題なく生活できそうだ。

「落ち着かねぇ……」

　ただし、庶民暮らしを忘れられるなら、という条件付きだ。

　足首まで沈みそうな柔らかい絨じゆう毯たんとか、どこのヨーロッパ貴族ですかと聞きたくなるような家具類、それにヒグマが眠れそうな巨大すぎるベッド。

　ずっと六畳間で暮らしてきた人間が、こんな部屋でくつろげるわけがない。

「あいあいーっ、お待たせしましたーっ！」

「…………」

　ドアをぶち壊すような勢いで、変な生き物が部屋に飛び込んできた。

　ああもう、今度はなんだ。なんでも来いと言いたいけど、これ以上なにも来ないでくれるとありがたかったのに。

「どうもっ、御主人様！　お茶とかいかがっすか！　銘めい柄がらとかよくわかんないでしょうけど、ウチもわからんので、適当に高そうなのをキッチンから持ってきました！」

「……君、誰だれ？」

　できれば、この新キャラとは会話したくない。でも、黙っていると際限なく喋しやべりそうに見えるし。

「この格好見て、わかんないんですか」

「わかるけどさ」

　どこからどう見てもメイドだった。

　別に、メイドなんて珍しくもない。まだ神しん堂どう家けに住んでいた頃ころには、周りに何人もいた。それに、最近のこの国ではある意味でメイドはありふれている。

　ただ、目の前のこのメイドは……。

「ずいぶん、フランクなメイドさんだな……」

「それがウチのチャームポイントですから！　おーっと、自己紹介が遅れましたね！」

　メイドさんは、長いスカートを軽くつまみ、ぺこりと頭を下げた。三つ編みにした髪がぴょこんと揺れた。

「ウチは神堂祐ゆう貴き様専属のメイド、マツリです。どうぞ気楽に呼び捨てにしてください。今年十七歳で、身長一五五センチ、体重四六キロ、スリーサイズは上から八三、五七、八五。けっこうエロい身体からだと自負してます。好きなお寿す司しは海え老びサラダ巻き。ちなみに男性経験はありまっせん、バリバリの処女です！」

「…………」

　もう寝ようかな。

「ああ、ウチは元々、お嬢付きのメイドだったんですけどね。なんで御主人様のメイドにされたかというと。要するに、御主人様はご奉仕されるのに慣れてないでしょうから、いかにもメイド～っていうタイプより普通の女の子っぽいウチがいいんじゃないかって、お嬢の命令で。ああ、お嬢っていうのはもちろん神堂貴き理り様のことですよ」

「君は、メイドがどうこう以前の問題じゃないかな」

　御主人と呼ぶ相手に口を挟む暇も与えず、これだけべらべら喋るメイドもそうはいないだろう。

「オゥ！　御主人様ったらきっぱりおっしゃる！」

　マツリとかいうメイドは、意味もなくくるくる回り、スカートの裾すそが空気を孕はらんで揺れている。

「まあいっか。これからずっとお仕つかえする相手に黙りこくられても困るし。まずは、お茶でしたね。あ、この部屋にも小さいキッチンが付いてるんですよ」

「そりゃ知ってるよ。つーか、ちょっと待ってくれ」

「はい？」

　メイドは、キッチンに向かおうとしていた足を止める。

「あのさ、俺おれにメイドが付くっていうのは決定事項なの？」

「あれまあ、お嬢から聞いてないんですね。あの人、大ざっぱなところがあるからなあ。あれを直さないと嫁に行けないね」

　神しん堂どう家け当主を堂々とこき下ろしながら、マツリは困ったように首を傾かしげている。

「おまけに、人のことなんて考えないし。御主人様はＧガールズに拉ら致ちされたんですよね。いやー、怖かったっしょ？」

「Ｇガールズ？」

「神堂家の警備大隊のＧ中隊、ですよ。通称がＧガールズ」

　べらべらと、マツリは説明を続ける。

「要するに、お嬢の親衛隊っすね。全員が若い女の子だけど、すげー強いらしいです。なんか、『でるたふぉーす』とか『えすえーえす』、とかでがっつり研修を受けてきて、実戦経験も積んでるとか」

「そ、そうなんだ……」

　米軍のデルタフォースも英軍のＳＡＳも言わずと知れた、最強の特殊部隊だ。どうやって研修させてもらえたのやら。あの兵士たち、いい動きをしてると思ったけど、下へ手たに逆らってたらマジで殺されてたかもしれない。

「つーか、なに考えてんだよ。街中で軍用ヘリだのサブマシンガンだの使うなんて正気じゃないだろ」

「お嬢は、『有無を言わさず銃を突きつけて連れてこい』と命令したそうですよ」

「無茶苦茶だ……」

　有無を言わさず、ね。さすが貴き理りだ、無茶ではあるけど的確な命令だな。

「Ｇガールズは、お嬢の命令ならなんでも従います。やれと言われたら、自衛隊と市街戦だってやりますよ」

　危ねぇ、危ねぇよ……。

　貴理に軍隊を握らせてるのは、ナントカに刃物というやつなんじゃないだろうか。

「そうそう、ついでだから言っておきます」

「まだなにかあるのか」

「Ｇガールズはお嬢に絶対服従。同じように、ウチも御主人様に絶対服従ですから。どんなことでも、ご遠慮なくお申し付けください」

　そこまで言って、マツリは唐突に顔を赤らめた。なんだ、この態度の急変は。

「そ、その……なんでもやるのがウチのお仕事ですから。御主人様が欲望に身を任せても、こちらとしては夜よ伽とぎも仕事のうちだと考えてます。ただ……一応、さっきも言ったとおりに処女ですので、少しお気き遣づかいいただければ嬉うれしいです」

「急にキャラ変えるのはやめてくれ……夜伽とかありえないから」

　命令してエロいことをさせようなんて、どうかしてる。そもそも、夜伽っていつの時代の言葉なんですか。

「そうっすか！　まあさすがに、もう少しお互いを知ってからですよね！」

「時期の問題でもないと思うけど」

「そんじゃ、ウチは今度こそお茶を淹いれてきまっす。必要な物は全部揃そろえてあるんで、部屋でも見ていてください。しばしお待ちを～」

　マツリは一礼して、軽やかにキッチンへと入っていった。

　はぁ……なんか、ますます疲れてきた。

「マツリ、ね……」

　礼儀としてはフルネームで名乗るところだろうけど……。

　今、一つ思い出した。神しん堂どうの屋敷に仕つかえる者は、例外なく通称で呼ばれるんだった。本名とともに人間性を奪い取り、神堂家の所有物としての名称を与えるとか。

　メイドの『マツリ』も、さっきの『軍ぐん曹そう』もそうして与えられた使用人としての名前なんだろう。

　まったく、くだらない決まり事だ。

　俺おれはため息をつきながら、部屋をもう一度見回す。

　隅に置かれた机を見てみることにする。これまた高そうなアンティーク机で、真新しい教科書や参考書、さらに最新型と思おぼしきノートパソコンまで置いてある。

　教科書があるってことは、もしかしなくても貴き理りは俺を転校させる気なんだろう。今まで俺が通っていた公立高校は、この屋敷から通うのは厳しい。まさか、ヘリで通うわけにもいかないだろう。

「ん？」

　学校？　はて、学校っていうキーワードがなぜか引っかかる。なにか忘れているような気が……。

「うーん、思い出せん」

　この屋敷に関係のあることだったと思うけど……。なんせ十年振りだからなあ。

　考えつつ、俺は机の引き出しを一つずつ開けていく。文房具に新しいノート、パソコン用のメディアやケーブル類まで入ってる。一番奥の引き出しには――

「冗談だろ」

　９ミリオートの自動拳けん銃じゆう――ベレッタＭ92Ｆが入っていた。予備の弾倉が５本と、ご丁寧にホルスターとクリーニング用品まで揃ってる。

「だから、なんで銃刀法違反を軽々とスルーするんだよ……」

　モデルガンかもしれないと、淡あわい期待を抱きつつ、手に取ってみる。ずっしりとした重みと、かすかな火薬の匂におい。どうやら間違いなく本物のようだった。

　貴理は、俺にこれで身を守れっていうのか？　逆に、銃を持ち歩いてるほうが危険な気がしてならない。職務質問でもされたら、一発で人生アウトじゃねえか。

「うーん、でも……」

　これはこれで、悪くないプレゼントかもしれない。

　今夜はろくでもないことだらけだけど、ポジティブに受け止めることも必要だよな。

　そうだ、母さん。あんたが教えてくれたように。

　周りの状況を最大限に利用し、持てる力のすべてを尽くせばなんでもできる。

　もし、それでも不可能なことがあったなら――

「その先は考えないようにしよう」

　まずは行動だ。

　悪いな、貴き理り。当主のおまえと違って、俺おれには六畳の部屋がお似合いなんだよ。





　小腹が減った、とマツリに嘘うそをついた。

　マツリは屋敷のキッチンで材料を探してなにか作ってくる、と言い残して部屋を出て行った。ここまでは、計算どおり。

　俺の部屋は二階の、それも奥のほうにある。玄関に辿たどり着くまでに、使用人の誰だれとも遭そう遇ぐうしないというのはたぶん難しいだろう。普通に出て行くのはあきらめるしかない。

　というわけで、緊急脱出作戦を開始する。

　高そうなシーツとカーテンを切らせてもらってロープを作り、クソ重たそうなベッドに結びつけて、二階から壁を伝いつつ懸けん垂すい降下していく。二階とはいえ、けっこうな高さだが、このくらいでビビることはない。

　ゆっくりと降りて、華麗に着地を決めたところまでは――よかったんだけど。

「うわーお……」

　窓の下の植え込みから慎重に出て、庭に向けて駆け出したところで。

　さっき見たばかりのフラッシュライトの光が、一斉にこちらに向けられた。

「やはり出てきたぞ！　逃がすな！」

　軍ぐん曹そうの声だ……。また、Ｇガールズかよ。

　しかも今度はさっきの倍、二十人くらいいる……。

　ていうか、完かん璧ぺきに待ち伏せじゃん。俺が逃げ出すこと、完全に見抜かれてんじゃん。

「貴理の指さし図ずだろ！　あの妹、俺が逃げるのわかってて泳がせるとか、タチ悪いぞ！」

　くそっ、今度捕まったらなにをされるかわかったものじゃない。

　Ｇガールズたちとはまだ距離がある。神しん堂どう家けの庭には、あちこちに庭園灯が設置されていて、かなり明るい。暗くら闇やみに紛まぎれるのは難しいだろうが、木だの植え込みだのがいくらでもあるから、身を隠すことはできそうだ。

　ここは隠れつつ、全力で逃げるとしよう――

「うおおっ!?」

　走り出した俺のすぐ横を、ヒュンヒュンとなにかが通り過ぎていく。なにかというか、銃弾だった。銃声が小さいのは、サイレンサーを付けているのか。

　なんて考えてる場合じゃない。

　あいつら、マジで撃ちやがったよ！

「なにをしてる、ちゃんと狙ねらえ！　大丈夫だ、殺してしまっても神しん堂どうグループの科学力で蘇よみがえらせる！」

「死の苦痛とか考慮してないよな、それ！」

　聞こえてきた軍ぐん曹そうの怒号につっこみながら、俺おれはジグザグに逃げていく。Ｇガールズは部隊の一部が射撃を続け、一部が前進してきている。走りながら撃っても当たらない、という基本的なことも彼女たちはよーく理解してらっしゃるようだ。

「ああ、ちくしょう！」

　と、取り出したベレッタを構えようとして思いとどまる。

　Ｇガールズは全員が若い女性――マツリはそう言っていた。別に俺はフェミニストではないけど、撃てないよなあ。それでなくても、銃なんて使いたくない。

「うわっ、かすった！　頭かすった！」

　向こうは、めっちゃ遠慮なく撃ってきてますけど。

　昔住んでいた家とはいえ、広すぎてどこから外に出るのかもわからない。だいたい、外に出たところでどうするんだ？　アシもないのに、どうやったら逃げ切れるんだろう。もし、Ｇガールズが装甲車とか持ち出してきたらどうにもならないぞ。

　うーむ、嫌な想像ならいくらでもできるじゃないか。

「くそっ！」

　撃ちたくないなんて、甘いことを言ってる場合じゃない。

　俺はベレッタを構え直し、近くの庭園灯に向けて連射する。ばりん、ばりんと次々に乾いた音がして、灯あかりが消えていく。とりあえず、暗くら闇やみに紛まぎれてこの場を逃れるしかない。

　近くの庭園灯をすべて破壊すると、俺は向けられてくるフラッシュライトから身をかわすようにして走り出した。

「ちゃんと当たったなあ……」

　手元のベレッタを握りしめながら、独ひとり言ごとをつぶやく。意外になんとかなるものだ。

　幸い、一発の銃弾も命中することなく、逃げ続けること十分ほど。

　恐ろしいことに、これだけ走っても、まだ家の敷地内から出ていないようだった。庭というより、自然公園と言ったほうがいいくらいだ。どんだけ広いんだよ、この屋敷。固定資産税とか、維持するだけでいくらかかるんだろうな？

　でも、なんとかＧガールズたちを振り切れたようだった。ベレッタをズボンに差し込んで、一息つく。

「はあ……マジでヤバかったな……」

　しかし、母親から受けてきた、訓練という名の嫌がらせがこんなところで役に立つとは思わなかった。

　ガキの頃ころから、山とか無人島に連れて行かれて、何週間もサバイバルやらされたりしたもんなー。銃器の扱いまで教えられて、母は俺を殺し屋にでもするつもりなのかと疑ったけど、無駄ではなかったらしい。あの訓練がなかったら、そもそも部屋から脱出すらできなかっただろうし、さっきの射撃も久しぶりにしては上う手まくいった。

　待てよ。まさかと思うが、母はこの事態を想定して、俺おれに訓練を受けさせたんじゃないだろうな？

　いったい、どこまで仕組まれたことなんだか……。

　これからなにが起こるかわからんけど、最悪の場合はまた銃を使ったっていい。向こうは撃って来てるんだから、こちらも威い嚇かくくらいなら、やむを得ない。

　だけど、頼むから――俺にくだらないことをさせないでくれよ。

「おっ？」

　正面に、三階建ての洋館風の建物が見えてきた。記憶にないけれど、別宅かなにかだろうか。窓には明かりがついていて、人が住んでいるようだ。神しん堂どう家けの親しん戚せきでも住んでいるのか、あるいは庭師とか使用人の家なのかもしれない。

「うーん……迷ってる暇はないか」

　よし、決めた。

　Ｇガールズに追いつかれる危険もあるけど、建物に入って誰だれかいないか探して、家の門がどこにあるか確認しよう。このまま闇やみ雲くもに逃げ回っても、たぶん捕まる。それなら、多少のリスクを犯してでも脱出ルートを把握したほうがいい。

　ただし、潜入は慎重に。入ってみたら、警備部隊の宿舎でした――じゃ笑えない。

　正面玄関を避け、身を屈かがめて建物の裏手に回る。やってることは、泥棒と同じだ。なにやってるんだか。

「ん……？」

　気配を感じて立ち止まった。今、近くの窓で人影が動いたような……。

　やたらに大きな窓は、磨すりガラスになっていて中がよく見えない。だけど、確かに誰かがいる気配が伝わってくる。

　なんの部屋かはわからないけど、中にいるのはたぶん一人。少なくとも、大勢がいる感じではない。

　しかも、上手い具合に窓には鍵かぎが掛かってないようで、ほんのわずかに開いている。これは、今夜の不運を穴埋めするかのようなラッキーだ。

　こうなったら、やることは決まっている。

　それでは、さっそく行ってみようか。

　窓を開けるのと同時に窓枠に足を掛け、部屋の中に飛び込む。素早く室内を見回し、中にいた人物の口を塞ふさぎ、手首を掴つかんだ。

「静か――に？」

　俺は、小声でそう言ったところで、固まってしまう。

　掴んだ手首のしなやかな感触――そして、口を塞いでいてもはっきりとわかる整った目鼻立ち。

　さらに、透き通るような真っ白な肌と、白いブラジャー。

「えっ……？」

　部屋の中にいたのは、半裸の女の子だった。

「んーっ、んーっ！」

　女の子は俺おれを睨にらみつけながら、俺の手に塞ふさがれた口でなにか騒いでいる。ずいぶんと驚いているらしい。そりゃそうだ。

　少しクセのある、栗くり色いろの長い髪。驚きのあまりか、わずかに潤うるんでいる大きな瞳ひとみ。キメの細かい、つるりとした肌。むき出しの身体からだはずいぶんと細く、だけど白いブラに包まれた胸はなかなか大きい。下半身は小さなパンツをはいているだけで、太ももがあらわになっている。

　一言でいうと、美少女だった。

　え、えーと、これは……なんだろう？

　この状況、やばくね？　今まさに、女の子に乱暴しようとしているかのような。彼女は俺から離れようともがいているけど、力が無さすぎる。簡単に取り押さえられちゃったのが、余計にまずいというか……。

　しかも、場所もやばすぎる。外からでは気づかなかったけど、この部屋は風ふ呂ろの脱衣場らしい。よく見ると、風呂へ続いていると思われるガラス戸もある。

　室内は、俺がたまに行っている銭湯の脱衣場よりずっと広い。余裕で、三十人くらいが一度に着替えられそうだ。だが、中にいたのは彼女一人だけだった。



    

  
    
      



    

  
    
      　脱衣場、下着姿の女の子、彼女を取り押さえている不法侵入者。この組み合わせは最悪だ。この時点で、いくつの罪を犯したことやら。

「あ、あのさ……」

「…………？」

　女の子は、思いっきり不審そうな目を向けてくる。

「怪しい者じゃないよ？」

　その瞬間だった。

　ばん、となにかが弾はじけるような音がして、身体からだに衝撃が走った。

　違う、これは衝撃じゃなくて――

「で、電撃？　ス、スタンガンか……？」

　半裸のくせに、どこに隠し持ってたんだ……。

　そんなことを考えながら、俺おれは膝ひざから崩れ落ちる。全身がビリビリと痺しびれて、まったく力が入らない。

　やばい、ここで倒れるわけには……。

「おかしいわね」

　俺が床に膝をつき、必死に意識を保とうとしていると、彼女の声が聞こえてきた。

「最大出力だったのに、まだ意識があるなんて。ずいぶんと無駄にタフな変態ね」

「へ、変態……」

　それだけは言われたくなかった。否定できないのが辛つらいところだ。

「というか、殺してもいいつもりでやったのに。なんでまだ生きてるの、あなた」

「さあ……いいもの見られて、元気が出たのかも……」

「…………」

　あ、すっげぇ冷たい目をされちゃった。

　女の子は半裸のまま、身体を隠そうともせず、俺の前で堂々と立っている。偉そうに腕組みして、ぎゅっと胸を押し上げるような格好になってるのが、なんともエロい。

「なんか、もう一発くらわしてやりたくなってきたわ」

「ま、待った！　今度くらったら、マジで心臓止まるから！」

「止まったら、また電気ショックで動かせばいいでしょ」

「だから待ってくれ！　心臓って自由自在に止めたり動かしたりするもんじゃない！」

　蘇そ生せいに失敗したら、ハイそれまでよ、じゃないか。

　だいたい、どこにスタンガンを隠し持ってるのか、本当にわからんぞ。まさか、人には言えないところとか――

「ぐぁっ!?」

　蹴けった！　この女、瀕ひん死しで座り込んでる俺を足あし蹴げにしたよ！

「どこを見てるのよ、どこを。身の程を知りなさい」

「い、いや……パンツの中にスタンガンを仕込んでるのかな～とか」

「なるほど、わざわざ理由をつけてあたしを眺め回すつもりね」

　俺おれは、力を振り絞って首を横に振った。なにを言っても無駄だろうが、こっちは覗のぞき魔でも変態でもない。目の毒だから、できれば服を着てほしいくらいなのに。

「さて、まずは言い訳を聞きましょうか」

「え？　警察に届けるとかじゃなくて……？」

「バカ言わないで。被害を受けたのはあたしなんだから、他の誰だれにも引き渡すわけないでしょ。まずは取り調べ、しかるのちに罰を与える、っていう流れは警察と同じだけどね」

「わ、我が国では私刑は禁じられているはずじゃ……」

　なんて危険思想を持ってるんだ。見たこともないほどの美少女だっていうのに、デンジャラスすぎる。

「あなた、ここがどこだか知らずに入ってきたの？　神しん堂どう家けのテリトリーなんだから、治外法権に決まってるでしょう」

「いやいや、大使館じゃないんだから。あ、もしかして、君も神堂家の使用人なのか？」

「へぇ。この鳴なる神かみかなみを使用人扱いとは、ますますいい度胸ね」

　ばりっ、と周囲の空間に火花が散った。目の錯覚じゃない。小さな稲妻みたいなのが弾はじけたのが、確かに見えた。

「な、なんだ今のは……？」

　鳴神かなみ――とか言ったか。彼女がスタンガンを使った様子はなかったぞ。

「気にしなくていいわ。もう一度くらわせるのは、まだ早いからね。どこの誰で、なぜここに忍び込んできたのか。全部吐かせてから殺ころ――処分を決めるから」

「なにか言いかけなかったか！」

　ていうか、完全に「殺す」って言いかけてた！

「気にしないでって言ったでしょ。どうせすぐに、なにかを気にする必要なんてなくなるしね……」

　後半は小声で言ったつもりだろうけど、ばっちり聞こえてる。なんか、目も据すわってるし……。なまじ顔が整ってるだけに、異様な迫力だ。

「おーっ、先客がいるのかー。って、会長か」

「かなみ……なにか変なことしてる……」

　まだ新キャラが出てくるのか。しかも、また女で、今度は二人同時かよ。

　先に脱衣場に入ってきたほうは、女の子にしては長身だ。歳としは俺と同じくらいだろうか。ショートカットで、可愛かわいいというより凛り々りしいと言ったほうがぴったりくる。肌は健康的な小麦色だ。というか、肌を出しすぎじゃなかろうか。上は丈の短いピンクのタンクトップで、自己主張の激しい胸がぐっと盛り上がり、へそがばっちり見えている。ぴっちりしたホットパンツは太ももの付け根までむき出しになってるし、これまた目のやり場に困ってしまう。

「ん？　もしかして、そいつ男なの？」

「正確に言うと、変態ね。そこの窓から入ってきたのよ」

　鳴なる神かみかなみと、ショートカットの子が目を合わさずに会話を交わす。もちろん、彼女たちの視線はこちらに釘くぎ付づけだ。

「へえ、男だけでも珍しいのに。おまけに変態と会えるとは、貴重な機会だね」

「……澪みおさん。その軽い反応はどうなの？」

「なにせ、わたしは箱入りなんでね。生で男を見ること自体、めったになかったんだよ。少しくらい浮かれてもいいでしょ」

　鳴神かなみは呆あきれているようだが、澪と呼ばれた女の子は俺おれに興きよう味み津しん々しんの様子だ。

「ふぅん……男……」

「わっ！」

　澪と一緒に入ってきたもう一人の女の子が、しゃがんで俺の顔を覗のぞき込んできた。

　こちらの女の子はずいぶんと小柄で、まだ中学生くらいだろう。髪はばさばさで、顔は整ってはいるけれど、寝ぼけているように見える。小さな鼻には、ちょこんと眼鏡めがねが載っている。なぜか旅館の浴衣ゆかたらしきものを着ていて、しかも帯をきちんと結んでいないものだから、胸元や裾すそがだらしなく開いたままだ。淡あわい胸のふくらみや、足があらわになっている。この子、もしかして下着を着けてないんじゃないだろうか？

「男か……ボクも久しぶりに見た……」

「しかも、ボクっ子！」

「ねえ、かなみ」

　女の子は、まだ仁王立ちしたままの鳴神かなみに振り向いて言った。

「ボクも男に興味がある。分解――ん、違うか。解かい剖ぼうしてみていい？」

「生きたままは、まずいんじゃないかしら？」

　この二人、真顔でとんでもない会話をしてやがる……。

「まあまあ、いくらなんでも解剖は穏おだやかじゃないよ」

　澪が、明るい笑みを浮かべながら言った。

「桃もも女じよの――それも、第三女子寮に忍び込むなんて、大した奴やつじゃないか。きっと、名のある変態に違いないよ」

「あの、そんなに変態変態と連呼しないでほしいんだけど」

　あまり口を挟みたくなかったが、俺にも譲れないことがある。

「なに言ってるのよ。女子寮の脱衣場に忍び込んでおいて、変態じゃないとは言わせないわ。それとも、やっぱり名の通った変態なの？」

「ここが女子寮ってことすら知らなかったんだって！　こっちにも事情ってものが！」

「というか……下着姿のままのかなみも、なんか変態っぽい……」

「こいつの前で恥ずかしがって身体からだを隠すなんて、負けたみたいじゃないの！」

　すげー理論だな。

　見られることの恥ずかしさよりも、妙なプライドのほうが先立つのか。

　しかし、目の前には無む闇やみに露出度の高い女の子が三人もいて。身体からだは痺しびれて動かず、まな板の上の鯉こいな状態で。さあ、ここは天国なのか地獄なのか。

　そんなことを考えていた、そのとき。

「いたぞ！」

　もうお馴な染じみになったフル装備の兵士が一人飛び込んできて、続いて数人の兵士たちが脱衣場に入ってきた。全員が一斉に銃口を俺おれに向けてくる。

「動くな！　今度は本当に当てるぞ！」

「動くな、と言われてもなあ……」

　言われるまでもなく、動けない。なんとか腕くらいは動くようになってきたけど、立ち上がれるようになるまではもう少しかかりそうだ。

「ちょっと、Ｇガールズ。これはどういうことなの？」

　鳴なる神かみかなみが、Ｇガールズに鋭い視線を向けた。澪みおと浴衣ゆかたの子は傍ぼう観かんを決め込んだようで、脱衣場の壁に背中を預けて黙っている。

　Ｇガールズの一人が、銃を下げてかなみの前に歩み寄っていく。

「お騒がせして申し訳ありません。ヒメ神ガミ様たちは、下がっていてください」

　ヒメガミ――？

　なんだっけ、昔どこかで聞いたことがあるような、ないような……？

「なによ、こいつはＧガールズの獲物ってわけなの？」

「そういうことです。お嬢様の命令でその男を追っていたのです。よりによって、ヒメ神様たちの寮に侵入を許すとは。本当に申し訳ありません」

　そう言いながら、Ｇガールズ兵士はヘルメットとゴーグルを外し、マスクも取ってから頭を下げた。長い髪を後ろでまとめた、若い女性だった。やけに目つきが鋭いが、なかなかの美人だ。つーか、さっきから美人しか出てきてねぇ。ついでに言うと、声を聞いた感じ、さっきの軍ぐん曹そうって人じゃないだろうか。

「まあいいわ。あたしの手でいろいろしてやりたかったけど……そういうことなら、あなたたちに任せます」

　鳴神かなみは、そう言いながらようやくブラウスを羽は織おってくれた。やっと、この部屋の肌色率が下がったか。

「……自業自得よね」

　ぽつりと、鳴神かなみが独ひとり言ごとのようにいったのが聞こえた。そして、一瞬――ほんの一瞬だけ、どことなく憂うれいが含まれた目が向けられた。

　今のは、なんだろう……？

「さて、と。ずいぶん、手を焼かせてくれたな」

　軍曹がＭＰ５を構えると同時に、他の兵士たちも銃口を俺の頭に据すえる。

　俺の生存率も順調に下がっているようだな……。のんきに考え事してる状況じゃなかったか。

「まあ、おまえはバカではないようだ。さっきの射撃はなかなか見事だったが、もう逃げられないのはわかってるだろう？」

　軍ぐん曹そうの質問に、俺おれは頷うなずく。

　公園で捕まったときと同じように、ここまで接近されて銃を向けられてちゃ、さすがに逃げようがない。

「よし、拘こう束そくしろ。油断するなよ、こいつはとぼけた顔しているが、一応それなりに訓練を受けているようだからな」

「とぼけてて悪かったな……」

　本当に、今さら抵抗する気もない。

　Ｇガールズはプロのようだし、鳴なる神かみかなみと違って、後先考えずに殺したりはしないだろう。

　観念して両手を上げようとして――思わず、ぎょっとする。

　今夜だけで一生分くらい驚いてる気がするが、予想外の事態っていくらでも起こるんだな……。

「……なんのおつもりですか？」

　ずっと冷静沈着だった軍曹の声にも驚きが混じっている。彼女にとっても、目の前の光景は意外らしい。

「あたしにも……わからない」

「うーん、なにやってんだろうね、わたしは」

「ボクもわからない……ボクの脳を調べないとダメかもしれない」

　三人の少女がＧガールズの前に立ち――大きく手を広げている。まるで、俺をかばうように。

「ヒメ神ガミ様たちは、部屋の外に出てください。我々は、その男を拘束してすぐに撤退しますので」

「……ダメよ」

　鳴神かなみは、苦にが々にがしい表情を浮かべて首を振った。澪みおと浴衣ゆかたの女の子も、鳴神かなみに同意するように小さく頷いた。

「軍曹、あなたたちこそ銃を下げてここを出て行きなさい」

「鳴神様、さきほどとおっしゃってることが違います。この男は、我々に任せていただけるのでしょう？」

「ああっ、もう！」

　鳴神かなみが、長い髪を振って小さく叫んだ。

「なんだかわからないけど、あたしはこの変態を守らないといけないの！」

「変わったご趣味ですね」

「変態が好みって言ってるんじゃないわよ！」

　軍曹もなかなかいいボケができるじゃないか。クソ真面目まじめなだけの軍人、というわけではなさそうだ。

　しかし、この展開はいったいどうなってるんだ？

　鳴なる神かみかなみはＧガールズに加勢することはあっても、俺おれを守る理由なんて一つもないだろう。それは澪みおや浴衣ゆかたの子も同じはず。俺の魅力が彼女たちを狂わせてしまったという可能性は、あまり高くない。

「とにかく、軍ぐん曹そうたちは出て行って。ここは、あたしたちに任せてよ」

「我々も子供の使いではありません。鳴神様もご存じでしょう。我々にとって、お嬢様のご命令はすべてに優先します。邪魔をされるなら、たとえヒメ神ガミ様が相手でも」

　兵士たちが、今度は三人の少女たちに銃口を向ける。

　なんだか緊迫してきたなあ……。

「ヒメ神様たちはまだまだ不完全です。あなたたちのお力では、我々は止められません」

「そういう問題じゃないわ。あなたたちが貴き理りさん以外に跪ひざまずかないように、ヒメ神が人間相手に引き下がることはない」

　鳴神かなみがきっぱり断言すると、澪と浴衣の子も口を開いた。

「ま、そのとおりだね。残念ながら、わたしたちはそういう生き物だから」

「……我ながらどうかしてる」

　ヒメガミ、というのは鳴神かなみ、澪、浴衣の三人のことを指しているのはわかるけど……この人たちが話していることはさっぱりだ。

　でも――

「殺すなよ」

　とんでもなく物騒なことを命令しつつ、軍曹がＭＰ５を鳴神かなみたちに向けて構え直す。Ｇガールズと三人の女の子たちは、手を伸ばせば互いに触れ合えるくらいの距離だ。訓練された兵士なら目をつぶっても、手足に当てることは可能だろう。

　はぁ……なんでこんなことになったんだろう。

　ため息をつきかけて、ふと気づいた。俺のすぐ前に立っている鳴神かなみの肩が、小さく震ふるえていた。

　そうだよな……。

　物騒な女の子だけど、銃を向けられて平気なはずがない。なぜそこまでして俺を守ろうとするのか。そんなことを詮せん索さくしても、今は意味がない。

「もーう、ダメだ。これ以上見てられないな」

　全員の視線が、一斉に俺に向けられる。それでも、Ｇガールズの銃口はまったく動いていないが。

「まったく、こんなくだらないことはしたくなかったのに。なにもかも貴理のせいだな。久しぶりに、兄としてお仕置きをしないといけないか」

「なにを言ってるんだ。貴様は関係ないから、そこに座ってろ」

「いやいや、俺も思いっきり当事者でしょ」

　軍ぐん曹そうの言葉に、思わず苦笑する。この状況は、女の子たちが俺おれを取り合ってるようにも見えるんじゃないだろうか。

　どうでもいいことを思いつつ、俺は力を振り絞って立ち上がる。

　ごちゃごちゃ考えている暇はない。Ｇガールズの皆さんは、今にも引き金を絞りそうだから。

　俺は、ゆっくりと歩いて鳴なる神かみかなみたちの前に出る。それから、ズボンに差し込んであったベレッタを引き抜いて投げ捨てた。こんなものは必要ない。

　今、必要なのは――覚悟だけだ。

　一度目を閉じてから、俺は大きく息を吸い込んだ。

《Ｇガールズ！》

　全身の力を込めて、言葉を吐き出す。

《Ｇガールズ、全員銃を捨てて床に伏せろ！》

　あなたの言葉は、人の魂たましいを震ふるわせ、神にすら届く――

　ずっと昔、誰だれかがそんなことを言ってたっけ。

　そして――変化はすぐに起こった。

　あまりに久しぶりなので上う手まくいくか少し不安だったが、どうやら発動してくれたようだった。

　俺は口を閉じて、目の前の状況を冷静に観察する。

「あっ……くっ……」

　Ｇガールズの兵士たちが、次々に銃を取り落としていく。続いて、彼女たちはまるでロボットのような不自然な動きで膝ひざを折り、床に手をついた。

　まるで、王に跪ひざまずくかのように。

　だが、一人だけ。

　一人だけ銃を構えたまま、まだ立っている兵士がいた。

「なにをしてる、おまえたち……お嬢様の命令は、その男の捕ほ縛ばくだぞ……」

　軍曹の声は弱々しく、サブマシンガンの銃口も小刻みに震えている。

　俺が言うのもなんだが、まだ抵抗できるというのは大したもんだ。よほど意志が強くなければ、こうはいかない。

《おまえもだ、軍曹！　銃を捨てて床に伏せろ、伏せるんだ！》

「なっ……なんだ……」

　やっとのことで、軍曹も銃を離して、床に跪いてくれた。軍曹はなおも銃を拾い直そうとしているが、身体からだが動かないようだ。

「Ｇガールズが……？」

　鳴神かなみが振り返り、まるで化け物でも見るような目を俺に向けてきた。Ｇガールズが貴き理り以外の人間に従うのが、よほど意外なんだろう。

「王の声オーバーロード――」

　そこに、凛りんとした声が響いた。

　絶対来ると思ったけど、やっとご登場か。

「久しぶりに見ましたよ。兄にい様さまのお力が健在のようでなによりです」

「貴き理り……」

　こいつ、出てくるタイミングを見み計はからっていたんじゃないだろうな。

　貴理は歩いて俺おれに近づいてきて、満面の笑みを浮かべた。

「ヒメ神ガミの皆さん、うちの兄と兵士たちが騒がせてごめんなさい」

　貴理と、ヒメガミとかいう女の子たちは知り合いのようだ。ヒメガミたちはどうリアクションすればいいのか戸惑っているらしく、なにも答えない。

「軍ぐん曹そう、あなたたちも今回の任務失敗は気にしなくていいわ。ただ単に――そう、相手が悪かったのよ」

「……それで、おまえはなにしに来たんだ？」

　俺の質問に、貴理はまた笑みを浮かべる。

「もちろん、兄様を捜しに来たんです。久しぶりのお屋敷ですからね、迷ってこんなところまで来ちゃったんでしょう」

「おまえは、兵隊使って兄貴を捜すのか。つーか、俺が逃げるのを読んでたんだろ」

「いえいえ、とても驚きましたよ。でも、これはこれで、悪くない展開ですね」

　貴理はさらりと言って、呆ぼう然ぜんとしている三人の女の子に向き直る。

「かなみさん、澪みおさん、それに慧けいさん。全員揃そろっていればもっと都合がよかったんですけど、とりあえずは充分ですね。皆さんに紹介しておきましょう。ここにいるのが、私の兄の神しん堂どう祐ゆう貴きです」

「えーっ！　こいつって神堂家の人間なのか！」

「神堂家にもいろいろいるってこと……？」

　澪と、慧とかいう浴衣ゆかたの女の子が同時に驚きの表情を見せた。

　さりげなく、バカにされてる気がする。そりゃ、俺は名家の人間には見えないだろうけどさ。どうでもいいけど、貴理は人前では一人称が変わるんだな。

「…………」

　鳴なる神かみかなみだけは、特に驚いた様子もなく、じとっとした目で俺を睨にらんでいる。よほど俺が気に入らないようだ。それも当然か、いきなり下着姿を見られたわけだし。

「こんなところで紹介するのも、ちょっとバカバカしいですが。ついでだから言っておきましょう。兄には神堂家に戻ってもらって、ついでに桃とう花か泉せん女子に編入してもらいます」

「ちょっと待って！　貴理さん、桃もも女じよは女子校よ！」

「それくらい知ってます。うちが学院のオーナーなんですから」

　今度は過剰に驚いた鳴神かなみが噛かみついても、貴理は顔色一つ変えない。

　桃花泉女子――そうだ、思い出した。

　神堂家の敷地に隣接するかたちで、学校が建っていたことを。鳴神かなみの言うとおりに女子校で、確か中等部と高等部のキャンパスがあったはず。

　やっと、ここがどこなのかわかった。女子校の寮ってわけか――

「って、なんで俺おれが女子校に転入するんだよ！」

「疑問を持つ必要はないですよ、兄にい様さま。私がやれと言ったら、そうなるんですから」

「おまえ、いつから女王様になったの……？」

　王の声オーバーロードもないくせに絶対的な権力をお持ちでらっしゃる……。

「詳しい説明はまた後ほどです。とりあえず、要点だけ話してしまうと……」

　貴き理りは意味ありげに笑って、全員の顔を見回した。

「兄様には桃もも女じよで楽園ハーレムを作っていただきます」

「楽園!?」

　それは男の夢かもしれないが、妹に言われて作るもんじゃないぞ。女子校に入るだけでもとんでもないことなのに。

「鳴なる神かみかなみ、竜りゆう崎ざき澪みお、それに氷ひ室むろ慧けい。ヒメ神ガミの皆さんもよろしくお願いしますね」

「よろしくって……なにを？」

　鳴神かなみが、首を傾かしげる。

　ヒメガミ――そろそろ、その単語の意味を説明してくれる親切なキャラは出てこないのだろうか？

「あなたたちには、兄様の楽園に入っていただきますから」

「なっ、なんであたしが!?」

「えーっ、囲かこわれちゃうの！」

「…………ボクも？」

　皆さんが驚くのも無理はないなー。

　うちの妹、いったいなにをおっしゃってるんだか……。

「驚くのはいいですけど、逆らうのは無駄ですよ。だって、それが――あなたたちの運命なんですから」

　貴理は、胸に手を当ててうっとりした顔をする。なにを悦えつに入ってるんだ、こいつ。

「おい、貴理……」

「私が、目的もなく兄様を呼び戻したと思いますか？」

　言われてみれば、そのとおりだ。なんとなく、父親がいなくなって寂さびしいからかと思ったけど……。それだけにしては、手段が強引すぎた気もする。

「俺が楽園なんて作ってどうするんだよ。貴理に、なんのメリットがあるんだよ」

「そのうちわかりますよ。難しいことはなにもありません。兄様はただ――」

　貴理は、ヒメガミたちを見回し、それから俺の顔を見つめて微笑ほほえんだ。

　この場が凍りついたような沈黙の後で、妹はトドメとなる一言を放つ。

「ヒメ神たちを愛してあげてください」



    

  
    
      
２章　楽園ハーレムへようこそ



　結論から言うと、妹は本気だった。

　楽園ハーレムを作れという話は、もちろん冗談だろうと思っていた。

　複数の女性と同時にお付き合い――というのは現実にあり得ることだ。でも、基本的にはコソコソとやるもので、相手の皆さんに宣言するものじゃないだろう。

「まずは、鳴なる神かみかなみを落としてください」

　貴き理りは俺おれに、なんでもないような澄すました顔で命令を下した。

　どうやら、順番にも意味があるらしい。楽園を構築するにあたって、一番スマートに進められる順番を貴理が考えたそうだ。順番よりも先に、可否を考えるべきだと思うが。

「拒否権はありませんよ、兄にい様さま」

　妹は、澄まし顔のままできっぱりと断言した。その後ろから、Ｇガールズたちがあからさまな殺気を俺に向けて放っていた。もしも文句など言ったら、一瞬でハチの巣にされかねない。軍ぐん曹そうをはじめとして、Ｇガールズの女兵士たちは、えらく気合いが入っているようだった。今度は俺に口を開く暇を与えてくれそうになかった。

　拒否権は――本当にない。いや、俺も命は惜しいし。

　可能不可能は置いとくとして、行動を起こさなければならない。鳴神かなみがどういう人物なのか知り、お近づきになる。すべてはそこからだ。

　初対面であんなことがあったんだから、友達になるのも難しそうだけどね……。





　鳴神かなみは、桃とう花か泉せん女子学院の高等部二年生だ。

　栗くり色いろのクセのある長い髪に、ややつり目がちの大きな瞳ひとみが印象的な、整った顔立ちをしている。背はあまり高くないが、姿勢がいいので立っているだけで妙に存在感がある。胸は大きすぎず小さすぎずというところ。腰が細く、短めのスカートから出た脚あしもすらりとしている。外見については文句の付けようがない。

　だがしかし、中身については――多少の問題があると言わざるをえない。

　学業は大変に優秀で、成績は常にトップクラス。運動能力にも優れ、つい先日行われたスポーツテストでは竜りゆう崎ざき澪みおに僅きん差さで負けたものの、学年二位だったそうだ。

　学院の生徒はもちろん、教師からの信頼も厚く、驚いたことに一年生の秋に行われた生徒会選挙で生徒会長に選出された。長い歴史を持つ桃もも女じよで、一年生が会長になったのは彼女が初めてだったとか。会長に就任してからというもの、体育会連合との衝突は何度かあったものの、大たい過かなく仕事をこなしている。

　おまけに、家はさほどの金持ちではないが、戦前には爵しやく位いも持っていて大臣を輩はい出しゆつしたこともある名家らしい。毛並みの良さも、文句なしというわけだ。

「ここまで聞くと、なんの問題もないじゃないっすか」

「表面的な事象だけではなにも判断できないっていう好例だな」

　少し言葉が難しかったのか、マツリは小さく首を傾かしげている。

　ここは、桃もも女じよ高等部、二年Ａ組の教室だ。俺おれはあてがわれた隅っこの席につき、その前にマツリがこちらを向いて座っている。

　意外だったが、マツリは一日中メイドをやっているわけではなく、桃女の生徒でもあった。間違いなく貴き理りの仕業だろうが、俺と同じクラスだった。彼女は俺の専属メイドであると同時に、校内の案内役も務めてくれているのだ。少々騒がしいものの、勝手のわからない女子高生活では彼女の存在がありがたい。

　ちなみに、鳴なる神かみかなみの簡単な情報を教えてくれたのもマツリだ。

「えーと、中身のどこに問題が？　鳴神会長は腹黒ってことですか？」

「いや、そういう単純な話でもないな……。けっこう暴力的ではあるけどさ」

　謎なぞの電撃と、蹴けっ飛とばされた痛みは忘れられない。

　鳴神かなみの性格がキツイことは周知の事実らしいが、厳しいところが生徒たちには頼もしく思われてるそうだ。俺はえらい目に遭あったけれど、生徒に暴力を振るうこともないだろうから、好かれるのもわからないでもない。

「みんな、聞いてください」

　と、顔を上げると、そこには噂うわさの当人が教壇に上がって教室を見回していた。

「古文のプリントの提出期限は今日ですから、放課後までにあたしのところへ持ってくるようにお願いします」

　それだけ言うと、鳴神かなみは教壇を下りて自分の席へと戻っていった。かなみはクラス委員長でもあるので、今のような仕事がある。生徒会長と兼任って、地味にきついんじゃないだろうか。

「いやー、それにしても相変わらずお美しいですよね、鳴神会長は」

「なんだ、その怪しげな目つきは」

　マツリのうっとりした目は、同性のクラスメイトに向けるには不適当な気がする。

「いいじゃないっすか、会長はみんなの憧あこがれですもん。同級生と後輩はもちろん、三年の先輩方だって、鳴神会長に大きな声では言えない欲望を抱いてる人も多いらしいですよ」

「女子高って怖いなあ……」

　平和な共学から一転して、とんでもないとこに来ちゃったよ。

「マツリは、鳴神かなみとは親しいのか？」

「まっさかぁ、とんでもない。ウチらごとき使用人は、学院に通えるだけありがたいってもんで。こちらから会長に話し掛けるのも失礼ですよ」

「そういやあ、鳴神かなみって特定の友達とかいないっぽいか？」

「おっ、よく見てますね、御主人様。女の子のスカートとか乳とかばかり見てるわけじゃないんすね」

「まあ、そういうものを見る息抜きに、鳴なる神かみかなみの観察もやってるよ……」

「あまりがっついて見るのも品がないっすからね。でも確かに、鳴神会長はいろんな人から頼られてますけど、親しい友達とかはいないみたいです。みんなの憧あこがれではあっても、近寄りがたいところがあるのも事実ですからね」

「そうみたいだな」

　鳴神かなみにはどことなく高貴なオーラが漂ただよっていて、迂う闊かつに声を掛けるのも恐れ多いと感じさせるところがある。それにしても、同性でも近づけないような子に、男の俺おれがどうやって近づいたらいいんだ？

「貴き理りの奴やつが便利な設定を作ってくれたけど、無駄になるんじゃないかなあ……」

　俺が鳴神と同じクラスになったのも、どう考えても偶然じゃない。彼女に近づくチャンスを作るために、貴理が暗躍したのだろう。

「お嬢にも考えがあるんじゃないですか。なんつっても、お嬢は学院のオーナーですから、校内のことならどうにでもできますし。その気になれば、御主人様の机をみかん箱に変えちゃうことも可能です」

「それはただのイジメだろ」

　オーナーとか関係ないし。

「話を戻そう。鳴神会長の性格とか近寄りがたさも問題だけど、それ以上の問題は目に見えない部分――ていうか、“〝ヒメ神ガミ”〟だよ」

　ヒメ神――

　初めて鳴神たちと会った日に、何度か飛び交っていた単語。もちろん、貴理に意味を訊きいたけれど、あの意地悪な妹は教えてくれなかったのだ。

「マツリは、なにか知らないのか？」

「ヒメ神は、学園の有名人たちのことでしょ？　鳴神会長は生徒会長ですし、竜りゆう崎ざき澪みおさんは連合のリーダーで、中等部の氷ひ室むろ慧けいさんは天才少女だとか。あとは風かざ間まハルカさんと、それと――」

「おいおい、そんなにいるのかよ」

　一度に言われても覚えきれない。氷室慧、というのは脱衣場で会った眼鏡めがねっ子の名前だったか。

「桃もも女じよでも特に優秀で有名な人たちがヒメ神って呼ばれてるだけで、深い意味はないんじゃないですか？」

「なんでわざわざ、“〝ヒメ神”〟なんていう、わけわからん呼称をつけるんだよ。おかしいだろう」

「そう言われれば……でも、あんま気にしたことなかったっすねぇ」

　マツリはそう言って、けらけらと笑った。貴理のことをこき下ろしていたが、この子も大ざっぱすぎる。

「まあ、自分で調べるか鳴神会長たちに直接訊けってことでしょうね。すぐそこにいるんだから、訊きいてきたらいいんじゃないですか？」

「バカ言え、それができれば苦労はないだろ」

　俺おれは、ちらりと鳴なる神かみの席に視線を向ける。ちょうど、彼女のほうもよそ見でもしていたのか、目が合った。

「…………」

　あっ、鳴神のあの目――

　あれは、ゴミを見る目だ。彼女はほんの数秒、俺を睨にらんでから、ぷいっとそっぽを向いてしまった。

「あらら、御主人様は嫌われてますねえ」

「そうみたいだな」

「そりゃー、服を脱いでたところに突入されて押し倒されりゃ、好きになるわけないですよね」

「待て！　前半はともかく、押し倒してはいないぞ！」

「えー、Ｇガールズの人から聞きましたよ。御主人様は男のクズだって。あ、いえ、クズな男だったかな？」

「どっちでも同じだろ……」

　俺が恨みを買っているのは、鳴神かなみだけではないんだったな。忠実なるＧガールズは、貴き理り以外の人間の命令を聞いてしまったことを本気で悔やんでるようだ……。

「でも、楽園ハーレムを作ろうなんて、どう考えてもまともじゃないっすよ」

「好きで作るわけじゃない。そもそも、なんで貴理が俺に楽園なんぞ作らそうとしてるのか、わけがわからん。ヒメ神ガミとかいう時点で既すでに意味不明なのに、なんで俺の楽園に入っていただかないといけないんだよ」

　愛してあげてください、とか無茶ぶりにもほどがある。言われたとおりにしたところで、報われない愛になるのは確実だよ。

「わからん割には、あっさりとその気になってるじゃないですか。鳴神会長のことを調べちゃったりして」

「……しょうがないだろ」

　一応、神しん堂どう家けの強大さは知っているつもりだったけれど、長い庶民暮らしで感覚が鈍にぶっていたようだ。当主になった貴理がその気になれば、俺なんてどうにでも料理できる。言われるまでもなく、拒否権なんてなかったんだろう。

　とにかく、問題は山積みだ。

　できれば積んだままにしておきたいところだが、貴理が黙っちゃいないだろう。妹は、ただ俺にそばにいてほしかっただけじゃなくて、必要があるから呼び戻したのだ。やるべきことをやらないと、兄に対しても容赦してくれないと思う。

　さて、まずはどうしたものだろう。

　鳴神かなみのことを調べてみたものの、今後どうすればいいのか見当もつかない。





　休み時間――

　教室を出て廊下を歩きながら、俺おれは深いため息をつく。

　桃もも女じよに転校してきて、既すでに一週間が過ぎている。

　そう、未いまだに信じられないけれど、本当に男である俺が女子高に入って、女の子たちと机を並べているのだ。

　もちろん男子の制服などなかったのだが、貴き理りがどこかのデザイナーに頼んですぐさま仕立てさせたらしい。真っ赤なブレザーはやたらと目立つが、不思議と上品に見える。着き心ごこ地ちはよく、たぶんこれ一着で俺の生活費三ヶ月分に匹敵するお値段だろう。

　貴理は、本当に素晴らしく手て際ぎわがよかった。

　俺が拉ら致ちされた翌日には、転入と引っ越しに関かかわるすべての手続きが済んでいた。通っていた公立高校には退学届が出された。編入試験を受けた覚えすらないのに、桃女への転校が決定し、アパートの部屋はチリ一つ残さず綺き麗れいさっぱり引き払われてしまった。俺の数少ない荷物も、神しん堂どう家けの屋敷に運び込まれた。

　もう、元いた学校にもアパートにも戻れない。貴理の奴やつは、完全に俺の退路を断ってしまったのだ。

　ふと、廊下の窓から、外を歩いている人影が目に入った。恐らく二十代くらいの若い女性で、灰色がかった市街戦用の迷彩服に抗弾ジャケットを着ている。銃こそ持っていないが、腰には伸縮式の警棒を装備している。Ｇガールズとはまた別の、桃女の警備部隊らしい。桃女では警備部隊も全員女性なのだ。

　ちなみに、教師はもちろん、事務員なども含めて校内に男は一人もいない。少なくとも俺は、同性の姿をまだ一度も見てない。

　桃とう花か泉せん女子学院の中等部・高等部のキャンパスは、とんでもない山奥にある。一度、校舎の屋上から周りを眺めたが、見渡す限り山だった。マツリに聞いたところによると、徒歩で行ける範囲に人家は一軒もないそうだ。まさに陸の孤島というわけだ。街からの通学が恐ろしく不便なために、全寮制になっている。

　キャンパスから山のふもとまでの道路が一本通っているものの、それは神堂家の私道で、一般車両の通行は不可だ。車両の出入りは厳しくチェックされ、キャンパスの周囲は高い塀で囲かこまれている上に、見張り台があちこちに設置されている。見張り台に立っている兵隊がライフルを持っているように見えるのは、目の錯覚ではないだろう。そこまでやるのか、おい。

　まあ要するに、外からの侵入は不可能。そしてもちろん、内部からの脱出も無理だということがよーくわかった。

　銃を向けられて、追いかけ回されるのはもうごめんだしな。

　うちの母親は、世間一般の親が決して教えないことをいろいろと俺に叩たたき込んでくれたが、その中でもっとも重要な教えが――

　無駄な抵抗はするな。

　だからこそ俺おれは、最初にＧガールズに囲かこまれたときは抵抗しなかった。あの状況で逃げようとしたら、ソッコーでハチの巣だっただろう。

　そして、最初の夜の逃亡に失敗した今、抵抗は無意味だ。貴き理りは俺の退路を一つ一つ丁寧に叩たたき潰つぶしたに違いない。俺はあきらめて、神しん堂どう家けの屋敷に住み、桃もも女じよに通うしかない。

　でも、正直なところ、ここまでされても妹を恨む気にはなれない。むしろ、ここまで手て際ぎわよくやられると感心してしまう。昔の貴理はとんでもなく内気で、兄の俺とすら恥ずかしがってあまり喋しやべれなかったくらいなのに。

「女って変わるもんだなぁ……」

「おやおや、祐ゆう貴き。なんだか意味深なことを言ってるね」

　俺は、ぴたりと足を止める。後ろを振り向くと、そこには竜りゆう崎ざき澪みおが笑みを浮かべて立っていた。友人らしき女子生徒が五人ほど、興味深そうに俺と彼女を見つめている。

　実を言うと、鳴なる神かみかなみと同じくらい竜崎澪も苦手だ。なんと言っても、いろいろと変なところを見られてしまってるからな……。彼女は俺や鳴神かなみと同学年らしいが、クラスが別になったのはラッキーだった。

「ただの独ひとり言ごとだよ。気にしないでくれ」

「冷たい態度だね。もっとフレンドリーにいこうよ、フレンドリーに」

　竜崎澪はにやりと笑う。

　この一週間で、竜崎は何度も俺に話し掛けてきた。たぶん、俺が彼女を苦手としてることにも気づいているだろうに、まったくめげない。どういう理由か、俺に興味をお持ちのようだ。

「祐貴はちょっと硬くなりすぎじゃないかな。うちは大らかな校風なんだし、学園生活を楽しまないとね。よかったら、うちの部に入る？」

「遠慮しておくよ」

　竜崎澪は、水泳部の部長だ。まだ女子高にも慣れてないのに、水着姿の女子だらけの部になんか入ったら、正気を保っていられるかどうか。特に、竜崎の水着姿はかなり凶悪そうだ。主に胸の辺りが。見たいけど、見たら卒そつ倒とうしそうな気もする。

「付き合いが悪いなあ。そんなんじゃ、桃女で上う手まくやっていけないよ？」

「いきなり女子高に放ほうり込まれて、上手くやれるわけがないだろ」

「あはは、女の園に男が一人だけなんて夢のような状況だろうに」

「ホント、夢だったらよかったのに」

　一週間やそこらで女子高生活に馴な染じめる男がいたら、紹介してほしいもんだ。たぶん、ある種の変態だろうから、友達にはなりたくない。

「夢だとでも思えばいいんじゃない？　その気になれば、祐貴はここじゃやりたい放題なんだから。変に理性的になろうとしても、ストレスたまるだけだろう」

「やりたい放題……？　竜りゆう崎ざきさん、それはどういう」

「待った」

　竜崎が片手を上げて、俺おれの言葉を遮さえぎった。

「よその学校じゃどうかは知らないけど、うちでは苗みよう字じで呼び合う人はいないよ。知らない相手だろうが仲の悪い相手だろうが、下の名前で呼ぶんだ」

「へ？　そうなの？」

　言われてみれば、クラスの女の子たちもみんな下の名前で呼び合ってた気がする。ちゃん付けやさん付けはあっても、苗字はまったく聞かなかったような――

「いや、待てよ。マツリは、鳴なる神かみ会長って呼んでたぞ」

「あの子は生徒だけど、使用人でしょ。その場合は、また別なんだよ」

「ふーむ」

　彼女の口く調ちように高飛車なところも嫌味なところもなかった。竜崎澪みおも貴き理りや鳴神かなみと同じく、お嬢様育ちみたいだ。特に偉ぶってるんじゃなくて、普通の人と使用人を区別するのは当たり前のことなんだろう。

「ていうかさ」

「わっ、また」

　彼女がぐっと俺の首に腕を回して、顔を近づけてくる。この過剰なスキンシップはなんとかならないのだろうか？

「桃もも女じよの生徒はいいとこのお嬢ばかりだけど、校内じゃ家柄とかは関係ないっていう暗黙のルールがあるんだよ」

「なるほど……」

　苗字で呼び合っていると、嫌でも家同士のことを意識してしまうってことか。金持ちっていうのは面倒なもんだ。

「だから、わたしのことも『澪』でいいんだよ……」

「耳に息を吹きかけるなよ！」

　わざわざ、ささやくように言う理由もないし！

「じゃあ、どこに吹きかけてほしい？　さりげなくそんな要求するなんて、エロいね」

「エロいのは、そっちの頭の中だ……」

　俺が顔をしかめると、澪は嬉うれしそうににやりと笑った。鳴神かなみのように、敵意をぶつけられるのも困るが、やたらに近づかれるのも歓迎しにくい。

　はっきり言って、俺は女の子にあまり慣れていないのだから。

「本当に遠慮深いなあ、祐ゆう貴きは。男の子っていうのは、みんなこんなもん？　それとも祐貴が無駄に理性的なのかな？」

「女の子に息を吹きかけてもらいたいとか、ただの変態じゃないか。つーか、マジでそんなこと要求されたら引くだろ」

「え？　わたしは気にしないけど……みんなは？」

　澪みおが後ろを振り向くと、彼女の友人たちはほとんど同時に首を振った。さらに、熱っぽい視線を俺おれに向けてくる。なんだろう、この子たちのリアクション……。

「ということのようだよ。祐ゆう貴きに耳をいじられようが犯されようが、みんな全然かまわないって」

「微み塵じんもそんな発言は聞こえなかったぞ！」

「あっはっは。ちょこっとばかりみんなの気持ちを代弁しただけさ」

　澪はさらに力を込めて、俺の首を引き寄せる。なにげに腕力があるようで、全然外れない。水泳部の部長ともなれば、相当鍛きたえてるんだろうか。

「あのね、祐貴」

「はい」

「貴き理りさんが、あんたに楽園ハーレム作れとか言ってたよね」

「あんなのは……うちの妹の戯ざれ言ごとだよ」

「祐貴は、冗談で人生狂わせられちゃってるの？」

「ま、まだやり直しはきくだろう」

　いかん、つい噛かんでしまった。これじゃあ、心にもないことを言ってるみたいだ。

「やり直しね……でもさ、このままいくと祐貴は履歴書に女子高卒って書かなきゃいけなくなるわけだよね。書類審査が一番の関門になるんじゃないかな」

「地味に嫌な現実を突きつけるなよ！」

　まだ先のこととはいえ、就職活動が不安になってきたじゃないか。神しん堂どう家けの関連企業なら余裕で入れそうだけど、コネなんて使いたくないっていうのに。

「まあ、それは置いといて」

「うっ」

　澪が俺の耳元に唇を近づけすぎて、ほんのかすかにだけど触れた。これは、ちょっとしたキスなんじゃ……。

「おっと、失礼。祐貴は、就職するのは不可能かもしれないけどさ」

「それだけ聞くと、すげぇダメな人みたいだな」

「楽園なら作れるでしょ。たぶん、余裕で」

「ますますダメな人だろ、それは。ていうか、現実的じゃないだろ、楽園なんて」

　だいたい、俺をなんだと思っているんだ。勉強はできるほうではないし、サバイバル訓練のおかげで体力に自信はあっても、スポーツなどは苦手だ。普通に家事はこなせるが、高校生男子の特技としては微妙なところだろう。どう考えても、女の子に好かれる要素はない。自分でもむなしくなってくるが。

「ダメだね、祐貴。全然わかってない。女のこと以外考えているか疑わしいくらい、頭が回ってないよ」

「俺は特に女好きってわけでもないんですけど……」

「嫌いってわけじゃないだろ。嫌いなら、とっくにわたしを振り払ってるだろうからね。とにかく、面白いことを教えてあげよう」

　澪みおはもったいぶるように一つ咳せき払ばらいをした。

「貴き理りさんが楽園ハーレムがどうとか言ってたけど、ここではむしろ、狙ねらわれるのは祐ゆう貴きのほうかもしれないよ」

「は？　俺おれが狙われる？」

　命を狙われるという貴重な経験をさせてもらったばかりだが。

「あんたは、神しん堂どう家けの直系なんだろ？　しかも、現当主の双子の兄。さっきも言ったけど、うちの学校はお嬢ばかりなんだよ。みんなまだ学生とはいえ、少なからず家の将来のことは意識してる。神堂家のお坊ちゃんとお近づきになれるチャンスを見逃すわけはない」

「……学校じゃ、家柄のことは意識しないんじゃなかったか？」

「そんなもん建前に決まってるよ。うちのお嬢様たちって虫も殺さない顔していても、実は野心でぎらぎらしてたりするんだ。許嫁いいなずけがいる子も多いけど、神堂家とお近づきになれるなら、簡単に破棄しちゃうだろうね」

「つまり、完全に人を踏み台にしようとしてるんじゃん……」

「金持ち同士の争いはシビアなんだよ。別に、祐貴と結婚とかしなくてもいい。神堂家の坊ちゃんと親しい関係になったことがある――ってだけでハクがつくってもんだよ」

「な、生なま臭ぐさい話だな……」

　俺と付き合ったって話が広まっちゃって、その後別れても問題ないのか？　なんとなく、金持ちの縁談って、処女性とか重視しそうなイメージがあったけど。

「ま、そういうことだから。せいぜい、気をつけるんだね」

　そう言って、ようやく澪は俺を解放してくれた。彼女の後ろに控えている女子生徒たちの目が、妙にぎらついて見えるような気がしてきた。女性不信になったら、どうしてくれるんだ。ただでさえ、妹不信に陥おちいりかけてるのに。

「ところで、澪。こっちも確認しておきたいんだけど」

「なに？」

「君の家もお金持ちだったりするわけか？」

　澪は、一瞬きょとんとしてから小さく頷うなずいた。

「わたしの実家はスポーツ用品を作ってる会社だよ。リュウジンスポーツって言えばけっこう有名じゃないかな？」

「へえ……」

　もちろん、その会社の名前は俺も知っている。ＣＭもばんばんやってるし、以前にリュウジンスポーツの運動靴を使ってたこともあった。

「ずいぶん、俺に親切なのは家のことがあるからか？」

「あっはっは、聞いた？　今の、聞いた？」

　澪は笑って、近くにいた女子生徒の肩を叩たたいた。なにがおかしいのか、長いこと笑い続ける。

「あー、祐ゆう貴きは面白いこと言うなあ。わたしがそんなの気にするわけないけど、まだあんたにはわからないか」

　そう言うと、澪みおは笑うのをやめて、まっすぐ俺おれと向き合った。

「わたしが、祐貴に興味を持つ理由はシンプルだよ。それは――わたしがヒメ神ガミだから」

「ヒメ神……」

　俺がつぶやくと同時に、チャイムが鳴った。話し込んでいた間に休み時間が終わってしまった。

「そういうことだから。じゃあね」

　彼女が踵きびすを返すと同時に髪が揺れて、半ば隠れていた耳が露あらわになった。左耳にだけ着けられているピアスがきらりと光った。アクアマリンの、小さなピアス。マツリに聞いたところによると、宝石を身体からだのどこかに身に着けているのがヒメ神の証あかしらしい。

　澪は振り返りもせずに廊下を歩いて行ってしまった。やれやれ、やっぱりヒメ神がなんなのか知らなきゃ、なにも始まらないようだな。

「って、しまった」

　トイレに行くために教室を出てきたのに、すっかり忘れてた。女子高であり、職員も女性ばかりの桃もも女じよには一応造られた男子トイレが一つあるだけだ。しかも、うちの教室は三階で、トイレは一階。行って戻ってきていたら遅刻は確定だ……。

「女子高なんて嫌いだ……」

　女の園に男が一人。

　漫画とかではよくあるシチュエーションだけど、いいことなんて一つもないじゃないか。逆に、最悪の環境と言ってもよさそうだ。

　いやもう、マジで楽園ハーレムを作って、積極的に最高の環境に作り変えるしかないのかもしれない。

　さっきも言ったけれど、俺は特に女好きというわけではない。

　とはいえ、女の子が嫌いなわけでもないのだ。





　桃女に入って困ったことはいくつもある。

　トイレのこともそうだし、体育の授業のときなどはみんな、更衣室は使わずに教室で着替える。俺はもちろん教室の外に出るのだけど、女子更衣室を使うわけにもいかない。やむをえず、校舎の隅っこで隠れて人目を気にしながら、ということになる。女の子に見られて悲鳴を上げられたこともある。悲鳴を上げたいのはこっちなんだが。

　学校生活のトラブルは、主に俺の性別に端を発していることが多い。

　ただ、例外もある。

　それは、人生でもっとも重要なことの一つ――食事に関かかわってくる。

　桃女には学生食堂があり、ほとんどの生徒が三食すべてそこで食事をとっている。

　自分で弁当を作ってもよかったのだが、俺おれが料理をするのは使用人の仕事を奪うことになる――と、非常識な妹にごくまっとうなことを言われてしまった。そう言われると、反論もできない。

　今日も、俺は憂ゆう鬱うつな気分になりつつ学食に入った。ここも女の子ばかりだけど、もうその程度のことは気にしていられない。

　学食は本校舎の一階にあり、中等部と高等部の両方の生徒が使っている。桃もも女じよは一学年が百人程度で、中・高等部を合わせても六百人ちょっとらしい。学食は、その全員を充分に収容できるほど広い。天井は吹き抜けになっていて、庭に面した大きなガラス戸からは花や木々の姿が見え、春の明るい日差しが差し込んできている。八人掛けのテーブルと、座り心ごこ地ちのいい椅い子すがずらりと並んでいて、それらも当然のように高級品みたいだ。

　生徒は食費を一括して収めているので、食券を買う必要はない。普通のレストランのように従業員（これも女性）を呼んで注文するのだ。もっとも、メニューはあまり豊富ではなく、セットメニューをいくつか選べるようになっているだけだ。従業員は多くないので、六百人に別々のものを頼まれても処理しきれないからだろう。

　とりあえず、ボリュームのありそうな鶏とり肉にくをメインにしたセットを選ぶ。出てきた料理は、確かに美う味まそうなんだけど……正直、どうもお上品すぎる。これが俺の憂鬱の元だ。

　材料も調理も最高であっても、俺の口には合わない。もっと言えば、庶民育ちの身には食い慣れないものばかりで困っている。とはいえ、他に飯を食えるところもないんだから、ここで食べるしかない。

　俺は、料理が載ったトレイを手に空席を探す。

「うーん……」

　空席はちょこちょこあるけど、できれば女の子たちから離れたところに座りたい。

　一人で食べるのには慣れている。前の学校でもそんな感じだったから、問題ない。でも、楽しそうに食事している女の子たちのすぐそばで、黙りこくって飯を食うのは気が引けるんだよなあ。

「おっ」

　思わず、小さく声を出してしまった。

　食堂の中央辺りに空あいているテーブルがある。いや、一人だけ席について食事中だけど、たくさんの女の子の中、男一人で飯を食うよりマシだろう。俺は、そのテーブルへと近づいていく。

「あのさ、ここで食べていいかな？」

「…………」

「げっ」

　食事中の女子が顔を上げると同時に、今度は悲鳴じみた声を出してしまう。

「あなたは、正式に桃女の生徒になったんでしょう。だったら、どこで食べようがどうぞご自由に」

　言葉とは裏腹に、完全にケンカ腰で話し掛けてきたのは、鳴なる神かみかなみだった。

　彼女は俺おれと同じセットを食べていて、丁寧な手つきで鶏とり肉にくを切っている。食堂内の少なくない女の子が、うっとりした目で鳴神かなみに見とれている。

「なにしてるの？　そんなところで立っていられると目め障ざわりだわ。這はいつくばらせたくなるじゃない」

「そ、それは悪かった。じゃ、失礼して」

　俺は慌あわててトレイを置き、椅い子すを引いて鳴神かなみの対面に座る。他のテーブルに移動するのも、なんとなく怖い。この女の子は、なぜこんなに迫力があるのだろうか。

「ただ……あたしは作法がなってないから、突然ナイフが飛んできたりするかもしれないけど、上う手まくかわしてよね」

「嘘うそつけ、マナー完かん璧ぺきじゃん！」

「ええ。上手くかわして、というところも嘘よ」

「…………」

　俺が嫌な顔をしても、鳴神かなみはどこ吹く風で、食事を続けている。

　今の彼女を動画撮影すれば、それだけでテーブルマナーの教材に使えそうだ。もちろん、周りの女の子たちもきちんとマナーどおりにナイフやフォークを使っているが、鳴神かなみの優雅な動作に比べたら見劣りする。なんだか、彼女が輝いて見えるくらいだ。

「でも、あなただって、神しん堂どうの御おん曹ぞう司しでしょう。マナーは、充分に教えられてきたんじゃないの？」

「いやあ、俺がお坊ちゃんだったのは十年も前の話だからさ。今はすっかり庶民だよ。高級料理なんて、ずっと見たこともなかった」

　ほとんど毎日自炊で、慎つつましい料理ばかりだったし、外食と言えばラーメンとか牛ぎゆう丼どんくらい。テーブルマナーなんかとは完全に無縁だった。

「庶民ね……あなたが言うと、とんでもなくイヤミに聞こえるわ」

「そんなことないだろ。生活は変わったけど、俺自身には金も力もないわけだし」

「あーあ。あなたって、どうしようもなく…………バカね！」

「たっぷりためてから、バカって言った！」

「心を込めて言わせてもらったわ」

「込めたのは悪意だろ！」

　鳴神かなみは、ふっとバカにしたように笑って首を振った。

「あなたは、神堂家の御曹司なのよ。はっきり言えば、この学校のみんなは、あなたを自分より上に見ているわ。神堂家は、その辺の良家が束たばになってかかってもかなわない力を持ってるってことを忘れないで」

「上とか下とかないだろ。みんな、学生なんだから」

　どうも、澪みおといい、この学校の人たちは俺の立場を変に誤解しているようだ。俺はあくまで貴き理りのオマケでしかないというのに。

「だいたい、鳴なる神かみさんは俺おれを上だと思ってないだろ」

「いいえ、神しん堂どう家けの直系にはあたしも逆らえないわ。こうして、一つのテーブルで食事していることも恐れ多いくらいよ」

「全然恐れ入ってるようには見えないぞ」

「そうしろと言うなら、いくらでも恐れ入るわよ。ただ、あたしが頭を下げた分だけ、神堂君の命も危険にさらされることになるけどね」

「油断させて殺やる気かよ！」

　最高にタチ悪いじゃないか。俺は貴き理りと違って、Ｇガールズみたいな護衛がついてるわけじゃないんだし、気をつけよう。

「そういえば、鳴神さんは俺を苗みよう字じで呼ぶんだな」

「さすがに、ゴミとか虫とか呼ぶのは気が引けるわ」

「そういう問題じゃないよ！　そうじゃなくて、桃もも女じよではみんな、基本的に下の名前で呼び合うのがルールだって聞いたんだけど」

「女子高に入り込んできた男が、ルールがどうとか言うわけ？」

「……それもそうですね」

　ルールを思いっきりぶち破る形で入ってきてるもんな、俺。普通の生徒と同じルールが適用されなくても別におかしくないか……。

「あなたが土下座して頼むというなら、下の名前で呼んであげてもいいわ。いえ、それだけじゃダメね。えーと、冥めい土どのみやげ、ってことなら大サービスで名前で呼んであげてもいいわ」

「死なないとダメなの……？」

　つーか、こっちはそこまでして、下の名前で呼んでほしいわけじゃない。

「まあ、呼び方はともかく、みんな、意味もなくあなたにひれ伏したりもしないわよ。だから、安心していいわ、ゆっ祐ゆう貴き君」

「……今、噛かまなかった？」

「うるさいわね！　あたしだって噛むことくらいあるわよ！　なによ、生徒会長にはそんなことも許されないっていうわけ？」

「べ、別にいいと思うよ。むしろ俺なんて、鳴神さんに耳とか肩とか噛んでもらいたいくらいで」

「…………」

　あ、やべ、引かれてる。思いっきり引かれてる。今のジョークは不発……というか、自爆だった。

「あなた、庶民とか上流階級とかいう以前に…………バカだわ！」

「また、ためてからバカって言われた！」

　今度は反論のしようもないけどね。

「やっぱりダメだわ。神堂君、で問題ないでしょ。呼び方なんて好きにさせてもらうわ」

「うん、まあ好きにしてくれ。それで、えーと。今のこともそうなんだけど」

「なに？」

　かなみは最後の鶏とり肉にくを口に放ほうり込んでから答えた。

「やっぱり、この前のことを謝っておこうと思ってさ」

「この前のことって、どれのことかしら？」

「えーと、まあ全部かな……」

　ここで具体的に口に出さないほうがいいだろう。脱衣場突入のこととか、半裸の彼女を取り押さえたこととか。

「ごめん、鳴なる神かみさん。いくら追われてたっていっても、君にはとんでもないことをしちゃったと思う。本当に悪かった」

「……いい声ね」

「え？」

　かなみは無表情で近くを通りかかったウェイトレスを呼び止め、コーヒーを注文した。

「顔がいまいちな割に、無駄に声はいいと言ったのよ」

「悪口を付け足した！」

「ただ繰り返すだけじゃ芸がないでしょう。だけど、本当にそう思うわ。そんな、よく通る声で言われたらなんだって許してしまいそうだわ」

「別に声質なんて考慮しなくていいけどね……。君が許せるかどうかは、俺おれの声とは関係ないよ」

「そのとおりね。素直に謝ったことはそれなりに評価するけれど、許すかどうかは別問題だわ。あと、許しを求めるなら許されなかったときのリスクも考えるべきね」

「あの、鳴神さん。許されない場合は処罰が待ってるの……？」

「そうそう、あなたのほうは好きに呼んでいいわ。下の名前でも呼び捨てでもなんでも。あたしは寛大な生徒会長だからね」

「それはどうも。まあ同級生だし――鳴神、でいいかな」

「用もないのに呼ばないで」

「君、キツすぎないか!?」

　ただ、これだけ偉そうにされても、不思議に嫌な感じはしない。彼女が放っている女王様じみたオーラのせいかもしれない。高貴なお嬢様ぞろいの桃もも女じよでも、これだけ目立つ女の子はいないよなあ。

　鳴神かなみは、めちゃくちゃに可愛かわいいと思う。もっと言えば、俺の好みにストライクだ。いつまででも眺めていたくなってくる。気持ち悪いたとえをすると、彼女の写真集が出たら一万円出してもいいくらいだ。

「ＤＶＤでもいいなあ」

「は？　なによ、ＤＶＤって」

「え、あ、えーと……デジタル・バーサタイル・ディスクの略だよ」

「知ってるわよ、それくらい」

　危ない、危ない。またいらんことを口走るところだった。

「なんだかよくわからないけど、あの夜のことはもういいわ」

「もういい？」

「忘れてしまったほうが、あたしの健康のためによさそうだもの。とんでもないことをしちゃったのは、こっちも同じだしね」

　言われてみれば、確かに。

　あの夜はいろんなことが起きたけど、理解できないことがいくつもあった。特に、Ｇガールズが俺おれを拘こう束そくしようとしたときのことは――

「なあ、鳴なる神かみ。なんであのとき、俺をかばったんだ？」

「別に、変態が好みとかゲテモノ好きとかそういうことじゃないわ」

　ゲテモノ呼ばわりされた……。

「あのときは、あたしも自分で自分の行動がわからなかったわ。自分でも気づいてない趣味があったらどうしようかと思ったけど」

「俺を変態扱いするのは、やめてもらえないわけか……」

「落ち着いた今なら、なんとなく理解できるわ。たぶん、あたしがヒメ神ガミだからね。あなたになにかあったら困るって、本能でわかっちゃったんじゃないかしら」

「本能で……？」

　俺がどうにかなると困る？　こっちはなんのことか、さっぱりわからないんだが。

　ウェイトレスがコーヒーを丁寧にテーブルの上に置き、かなみは「ありがとう」と優しく礼を言ってから、俺をじろりと見た。

「まあ、あたしを楽園ハーレムに入れるとか、バカな話が出てくるってわかってたら、かばったりしなかったでしょうね。Ｇガールズの銃を奪って、あなたを撃っておけばよかったわ」

「そこまで言うか！　つーか、楽園は俺が言ったんじゃないだろ！」

「うちに編入したってことは、貴き理りさんの命令に従うつもりってことでしょ？」

　じろりと睨にらまれて、俺は首をすくめる。やっぱり楽園のことはお気に召さないようだ。そりゃあ、自分が他の女の子たちと一緒に囲かこわれるなんて面白いわけがない。

「もちろん、あなたがなにを企たくらもうと自由よ。でも、あたしは男の子は嫌いだし、変態はもっと嫌いだから。ちょっかいを掛けようなんて、考えるだけ無駄よ。あなたは、自分の人生は無駄だったと思いながら散ることになるわ」

「そこまで言うかな……」

　これ以上、彼女のご機嫌を損そこねる前にさっさと食べ終えてしまおう。手早く鶏とり肉にくを切り分け、どんどん口に運んでいく。柔らかくて美う味まいけど、ちょっと味が薄いよなあ。食えば食うほど腹が減っていくような、変な感じだ。

「ずいぶん豪快な食べ方ね」

「ゆっくり味わっても、どうせ俺には味なんてよくわからないよ」

「ふうん……」

　かなみはコーヒーを一口すすって小さく唸うなった。

　彼女のようなお嬢様育ちには、たぶん庶民の味覚なんてわからないんだろうな。

「ああ、焼きそばが食いたいなあ。ちょっとしつこいくらいにソースがかかってて、麺めんと肉がたっぷりで、野菜が少しだけ入ってるやつ。紅べにショウガもたくさん入れてさ。ああ、餃子ぎようざもいいなあ。皮がぱりっとしていて、噛かむと中からじゅわっと肉汁が溢あふれてくるのが最高だよな。シソ入りのあっさりした餃子も捨てがたい」

「…………っ」

「ん？」

　気のせいだろうか？　今、かなみがごくりと生なま唾つばを飲み込んだような。

「鳴なる神かみ？」

「そっ、そんな食べ物は、桃もも女じよの食堂じゃ出ないわよ。似たものは出るかもしれないけど、あなたが食べてきた物とは別物でしょうね」

　がちゃっ、と甲かん高だかい音とともにかなみはカップをソーサーに置いた。彼女らしくない、お行儀の悪さだ。

「あたしはもう行くわ。生徒会の仕事がたまってるの。昼休みのうちに、少しでも片付けておかないと」

「あ、うん。わかりました」

　なぜか敬語。

「鳴神、か……」

「ん？」

　かなみはトレイを持って立ち上がると、ぽつりとつぶやいた。

「あなたに名前を覚えられるのは、あまりよろしくないみたいね」

「…………」

「名前を呼ぶだけで、あのＧガールズたちを従わせてしまったんだから。『王の声オーバーロード』って言ったかしら。最悪な能力をお持ちのようね」

　俺おれがなにも答えられずにいると、彼女はゆっくりとした足取りで離れていった。背筋をしっかり伸ばし、歩き方まで実に優雅だ。

　しかしあの子、脱衣場でのやり取りだけで『王の声』の特性に気づいたのか。

　なかなか、頭が回るらしい。それに、実際に目の前で起こったこととはいえ、『王の声』が引き起こした異常な現象を受け入れる柔軟性も持っているようだ。あんな頭のいい子が、楽園ハーレムなんてバカなものに加わるとはとうてい思えない。

　俺もかなみにはいろんな意味で興味が出てきたけどさ。これはやっぱり無理がある話だよ、貴き理り。

「さて、さっさと残りを食っちゃうか」

「なんなら、わたしが食べさせてあげようか？」

「出たっ！」

　いつの間にか、隣に過剰に発育のいい同級生が座っていた。しかも、なにを思ったか、澪みおは椅い子すをぴったりくっつけ、横から身体からだを密着させてきている。

「出た、はひどいんじゃない？　男の子って、女の子がこんなに近くにいれば、喜ぶもんじゃないの？」

「……今は食事中だよ」

「つまり、デザートにわたしを召し上がりたいと」

「そんなことは微み塵じんも言ってません」

　俺おれは周りを気にしつつ、小声で言った。危険な男だと思われたらどうするんだ。

「つーか、くっつきすぎだろ」

「ちっちっ、やっぱりわかってないなあ。みんな祐ゆう貴きには興味を持ってるけど、それでも男に慣れてないからね。近づいて大丈夫か、ちょっと不安なんだよ。そこで、このわたしが祐貴は怖くないってことを身をもって証明してあげてるってわけ」

「近づけないなら、それでいいような気もするけど……」

　女の子だらけの空間に放ほうり込まれただけで戸惑ってるのに、彼女たちのほうから近づいてこられたら、俺もどうなるかわからない。心が折れるか、それとも獣と化すか……。

「じゃあ、食べさせてあげよう」

　澪は嬉うれしそうに言って、俺のフォークを横取りしようとする。

「なにが『じゃあ』なんだよ。ただでさえ食った気がしないような料理なのに、女の子に食べさせられたら、もうなにもかもわからなくなる……」

「ん？　祐貴は、桃もも女じよの料理が口に合わないの？」

「料理人さんには悪いけどな。俺には大衆料理のほうが合ってるよ」

「大衆料理っていうと、ファミレスとかハンバーガーとか、ああいうやつ？」

「間違いではないかな。俺はもっと家庭的な料理のほうが好き……というか、ファミレスとかはけっこう高いんだよ」

　さっきのかなみのときといい、なんだか説明していてむなしい。

　澪もかなみも、庶民の食べ物のことを知識としては知ってるようだけど、珍味くらいに思ってるんだろうなあ。俺の主食だったのに。

「ふむ、家庭的な料理がお好みか……なるほどね」

「うん？　澪、なにを考え込んでるんだ？」

「ううん、別に。わたしにも、いろいろと考えてることがあるわけだよ」

　澪は、にっこりと笑いながら言った。

　考えているというより、なにか企たくらんでいそうな笑顔だった。

　まあ、なかなか可愛かわいいとは思うけど……変なトラブルを呼び込まなければいいんだが。





　放課後になった。

　俺おれは、「仕事だ仕事だー」と騒ぎながら屋敷に戻っていくマツリと別れて、裏庭へとやって来た。

　特になにか用があるわけではない。強しいて言うなら、暇つぶしだ。その辺に座って、本を読んだり、昼寝をしたり。裏庭は静かなので、なにもせずにのんびり過ごすのは適している。

　桃もも女じよの敷地は恐ろしいほど広い。たぶん、東京ドーム何十個分とかそういう世界だろう。よく山ん中にこれだけの土地を確保したもんだ。

　裏庭だけでも、どこの公園かと思うくらいだ。いや、木々と芝生と小さな池、それに遊歩道とベンチがいくつも設置されていて、ここは公園そのものだ。

　俺は手入れの行き届いた芝生の上を歩いていき、立派な木の幹に背中を預けて座った。ベンチもいいけれど、柔らかい芝生のほうが座り心ごこ地ちがいいのだ。

「わっ」

　カバンから文庫本を取り出したのと同時に、お掃除ロボットがすぐそばを通り過ぎて行った。ああもう、びっくりさせてくれる。

　ロボットのボディは球形で高さは一メートルほどもあり、タイヤが取り付けられている。底面の吸引機で小さなゴミを吸い込み、センサーで大きなゴミを識別し、二本のアームで器用に拾い上げ、ゴミ箱も兼ねているボディに放ほうり込む。なかなか便利なシロモノだが、こんなものは世間では実用化されてない。これまたマツリからの情報によると、生徒の一人が遊びで作ったらしい。ついでに言うと、お値段はマツリの年収十年分だとか。そんなものが、無造作に走り回ってる学校ってどうなんだろう……。

　幸い、ロボットは俺をゴミ扱いせずに、通り過ぎて行った。彼が行ってしまうと、ひとりぼっちになってしまった。お嬢様方は、こんな寂さびれた庭には興味がないらしく、いつ来ても誰だれもいない。というか、誰も来ないから俺はここにいるのだ。

「は～、安らぐなあ」

　我ながら、なんてジジくさい。

　でも、一日中ずっと女の子に囲かこまれる生活をしていると、たまには一人の時間がなければ緊張感で潰つぶれてしまう。

　この寂れた裏庭が、唯一の安らげる場所だ。

「……ん？」

　もたれかかっていた木の上で、なにやらガサガサと木の葉が揺れる音が聞こえたかと思うと――

　突然、目の前になにかが現れた。

　いや――空から降ってきた、と言うのが正しいか。

　俺の前で、それは口を開いた。

「ごきげんよう、神しん堂どうの王子様」

「……ごきげんよう、か。その挨あい拶さつ、初めて聞いたよ。名門女子高っぽくていいね」

「気に入ってくれて、なによりです。私は、風かざ間まハルカ。ここの二年生です。桃もも女じよのルールどおり、ハルカと呼んでいただけると嬉うれしいですわ」

　降って湧わいた女の子は、スカートをつまんで優雅に礼をした。そのスカートはかなり長くて、足首まで届いている。桃女でここまで長いスカートを見たのは初めてかも。

「ところで、あまり驚かれないのですね。せっかく、面白く登場してみましたのに」

「ここんとこ、驚くことがありすぎたからな。麻ま痺ひしてるのかもしれない」

　思わず、乾いた笑いも出るというもんだ。

「ところで、あんたもヒメ神ガミ様なのか」

「うふ、よくおわかりですね」

「もちろんですよ、ハルカさん。わかるように、それを着けてるんだろ」

　俺おれは、彼女の顔に視線を向ける。

　まっすぐに切り揃そろえたロングストレートの黒髪。まるで日本人形みたいだ。左耳の上の髪留めがアクセントになっている。

　その髪留めに付けられた、小さな蒼あおい宝石。サファイヤだろうか。あれは、かなみや澪みおと同じ、ヒメ神の証あかしに決まってる。

「私はちょっと、他の方々とは別のタイプなのですけどね。まあ、ヒメ神と思ってくださってけっこうですわ」



    

  
    
      



    

  
    
      「そんな、絵に描いたようなお嬢様口く調ちようを聞いたのも初めてだ」

「キャラ作ってますので」

「演技なの!?」

　今度は驚いた。また変なのが出てきちゃったよ……。木から落ちてきた時点で既すでに普通じゃなかったけどさ。

「ふふ、気になさらないでください。これはこれで理由があって演技していますが、大したことでもありません。それよりも……」

　そう言って、ハルカはじっと俺おれの顔を見つめてくる。こちらも視線を逸そらすことができず、彼女を見つめてしまう。

　不運が続いている中、一応幸運だと思えるのは可愛かわいい子との遭そう遇ぐう率りつが格段に上がったことだ。

　この風かざ間まハルカも、またとんでもない美少女だ。日本的な顔立ちで、胸はあまりなさそうだが、すらりと長い手足や、異様に細い腰とか、モデル体型って感じだ。丁寧な口調や露出度が控えめの服装のせいか、清せい楚そな印象が強い。

　そんなことを考えている間も、ハルカは俺から視線を外さない。さすがに、ちょっと照れくさくなってきた。

「……なんだ、俺の顔になにか書いてる？」

「ミニスカートより、ロングスカートのパンチラのほうが興奮すると書いてありますわ」

「えっらい長い文章書いてるんだな、俺の顔って……」

　適当に言ったんだろうが、否定できないところが悲しい。さっき、ハルカが降ってきたときに太もものところまでスカートがめくれたのもよかった。慎つつましさの奥に存在するエロスの素晴らしさは――って、なにを考えてんだ。

「お顔といえば、あの可愛らしい神しん堂どう貴き理りさんの双子のお兄にい様さまというから美形かと思いましたけど。意外と普通ですのね」

「ご期待に添えなくて悪かったな」

　かなみに続いて、この人にまで顔をけなされるとは。

「いいえ、かまいませんわ。私、美形はあまり好みじゃありませんの。あなたくらいの造形のほうが人間味があって好きです」

「そりゃどうも。女の子に好きなんて言われたのは、初めてだよ」

「へえ、女の子に好かれたこともないのですか。あなたの十七年ってなんのためにあったのでしょう？」

「ロングスカートのパンチラを見るためではないだろうね」

「よろしかったら、お見せしますわ。私の忠告を聞いてくださったらね」

「忠告……？」

　別にパンチラが見たいわけじゃないけど、俺は先を促うながす。このところ、会う人会う人、思わせぶりなことを言うだけだったので、忠告には興味がある。

「鳴なる神かみかなみさんに近づいているのでしょう？　無駄なことはおやめになってください」

「確かに、無駄に命を失うような気はしてる」

「そういうことではありませんわ」

　ああっ、軽く流された。冗談がわかるのか、わからないのか、どっちなんだこの子は。

「あの方は、私とは違う意味で特殊なヒメ神ガミです。あなたほどの方が気に掛ける価値もないのですよ、鳴神かなみさんには」

「でも可愛かわいいじゃん」

「私のほうが可愛いですわ」

「…………」

　真顔で言っているところが恐ろしい。確かに自信を持っていい美び貌ぼうだけど、即答するか、普通。

　木々や芝生を揺らしながら風が吹いてきて、ハルカは髪とスカートを押さえた。なんでもない仕草が、絵になる女の子だ。

「あ、スカートは押さえなくてよかったですわね。話を聞いていただけたんですから」

「いや、ただでさえ変態疑惑が掛かってるんで、マジでパンツ見せられても困るし……それより、一つ質問していいかな？」

「どうぞ」

「ヒメ神って、なんだ？」

「さあ、私も詳しくは存じません」

「知らないの!?」

　ハルカは微笑して、首を振った。

「でも、タイプが違うとかよくわからんけど、君もヒメ神なんだろ？」

「人間ってなんだ？　と質問されて、答えられますか？」

「そりゃあ……」

　言葉に詰まってしまう。生物学的には定義があるんだろうが、哲学的な意味では答えられない。

「そういうことですわ。私が知っていることといえば、あなたの妹さんに教えていただいたことだけです」

「貴き理りに？」

「ええ、私たちヒメ神は桃もも女じよに入ると同時に、貴理さんからヒメ神についての最低限の説明を受けているのですよ。本当に最低限のことしか教えていただけませんでしたけどね」

　ハルカはにこやかな表情のままだけど、多少の不満があるらしい。最低限でも教えてもらえてるだけ、俺おれよりマシだと思うが。

「聞いたことといえば、私たちが人間とは違う魂たましい、人間にはありえない能力を持っていること。神しん堂どう家けにとって重要な存在であり、歴代の当主たちがヒメ神たちを守ってきたこと。そして、七人のヒメ神はこの学校に集められ、ずっと――」

「ちょ、ちょっと待ってくれ。そんないっぺんに言われても」

「あなたを待っていたのですわ」

「…………」

　俺おれは、ゆっくりと首を傾かしげた。

　最後に付け足された部分が、もっとも理解不能だった。人間とは違う魂たましいや能力、というのはまだわかる。というより、知っていた。だって、俺も似たようなものだから。

　神しん堂どう家けが集めてきた？　つまり、貴き理りが？　それとも、親父おやじが？　まさか、あのろくでもない母親も一枚噛かんでるんじゃないだろうな？

　この学院の厳重な警戒は、彼女たちを守るためということか？

「ずいぶん、不思議そうな顔をされてますわね。でも、深く考える必要はありませんわ。どうせ、あなたと私たちの運命は嫌でも繋つながってしまっているのですから。寮であったことは慧けいさんから聞いています。あなたの能力についても」

「…………」

　慧って、あの眼鏡めがねのボクっ子のことだよな。ずいぶんぼけーっとしてると思ったけど、あの子にまで一発で能力のことを見抜かれたのか。

「いつか、あなたのような方が現れる予感がありました。ヒメ神ガミのカン、なんでしょう。『王の声オーバーロード』、と言いましたか。素敵、とても素敵ですわね。ねえ、あなたもそう思うでしょう？」

「……素敵かどうかなんて、知らないわよ」

「げっ」

　思わず声を出してしまい、新たに現れた登場人物――鳴なる神かみかなみに嫌な顔をされる。とはいっても、かなみの目はこっちを見ていない。

　かなみは、すたすたと歩いてきて、ハルカから数メートル離れたところで立ち止まった。

「あーあ、しまった……裏庭は、ハルカさんのテリトリーだったわね。こんなところに来るんじゃなかったわ」

「まったく、あなたらしくもないミスですわね」

　ハルカは楽しげにそう言うと、かなみの足あし下もとに向かってナイフを放ほうり投げた。どすっ、と鈍にぶい音を立てて地面に突き刺さる。

「え!?　ナイフ!?」

「ええ、高級品です。とてもよく切れますわ」

　そんなことを聞いてるんじゃない、と言おうとして、俺は言葉に詰まった。ハルカがもう一本同じようなナイフを取り出したからだ。銃刀法違反間違いなしの、大型の軍用ナイフだ。銃に比べればいくらか平和的な武器――と言うのもおかしいな、うん。しかし、この学校にいると次々に武器が出てくるな。購買で売ってるのか？

「もう、参ったわね。こんなことになるとは思わなかったわ。神堂君、後でお仕置きね」

「えっ、俺なんか悪いことしたっけ？」

　かなみは俺おれをぎろりと睨にらんでから、渋しぶ々しぶといった様子でナイフを地面から引き抜いて構える。なんで、かなみもハルカも慣れた様子なんだ？

　不意に、空気が変わった。向き合う彼女たちの間に、一週間前の俺とＧガールズの対決のときのような緊張感が漂ただよい始める。どうなってるんだ、この展開。

「それでは……行きますわ」

　ゆらり、とハルカが身体からだを前のめりにして――バランスを崩して倒れる直前に、一歩を踏み出した。それから、獲物を狙ねらう肉食動物のようなしなやかな動きで、かなみに向かってまっすぐに駆けていく。

　陽光を受けて、ハルカのナイフがきらめき、かなみに向かって振り下ろされた。

「きゃ……！」

　かなみが小さな悲鳴を漏もらしながら、ハルカの一撃をギリギリのところでかわす。体勢を立て直しながら、かなみは横よこ蹴げりでハルカの胴を狙う。

　ハルカは余裕たっぷりの表情でバックステップして蹴けりを避よけ、ナイフを逆さか手てに持ち直した。芝生を蹴ってかなみに肉薄し、再びナイフを振るう。

　ごうっ、と風が鳴った。

　かなみの栗くり色いろの髪が舞い、彼女は芝生の上を転がってナイフの軌跡から逃れる。スカートの下のパンツは白だった。って、なにを見てるんだ、俺は。

　今の攻防は、なんだったんだ。ハルカの動きは明らかに訓練を受けたものだし、かなみの蹴りは素人しろうとくさいけど、意外に鋭かった。この二人、確実に戦い慣れている。

「ああもうっ、しょうがないわね！」

　かなみはヤケクソ気味に叫んでから、両手を芝生の上に置いた。ここで初めてハルカの表情に焦あせりが表れた。ハルカが後ろに大きく跳んだのと同時に――ばちばちと空気が弾はじける音がした。

　あれは――聞いた記憶のある音だった。

　一瞬前までハルカが立っていた場所で、青白い火花がばりばりと音を立てて弾けた。また電撃――だけどやはり、スタンガンを持っている様子はない。

「珍しいですわね。あなたがヒメ神ガミの力を使うなんて。いつも適当に逃げてしまうのに、今日は刃向かってきますし」

「そいつの前で逃げる姿は見せたくないのよ」

　かなみはハルカを睨んだまま、俺のほうを指さす。ひょっとして、俺のせいでこの死闘は続いてるの？

「でも、既すでにパンツは見られてますわよ」

「別にいいわ。この前、見られてるから」

　へえ、そういう理屈なんだ……。つまり、今後はいくら見ても怒られないということだろうか。

「ちゃんと見た回数だけお仕置きをするわ。そのためにも、ここで殺されちゃ困るわね」

「恐ろしい人ですわね、あなたは」

　ハルカは微笑ほほえみながら言った。その意見には俺おれも同意するが、ナイフを持ち歩いている彼女が言うことでもないと思う。

「もっとも、お仕置きは無理ですわ。かなみさん、あなたはここでお亡くなりになるのですから。よかったですわね、祐ゆう貴きさん」

「よくねぇよ」

　一応、ツッコミは入れたが、彼女たちは聞いていなかった。お互いに睨にらみ合ったまま、じりじりと間合いを詰めていく。ハルカの髪とスカートは風を受けてふわふわと舞い、かなみが握ったナイフには、時とき折おり青い火花が散っている。刃に通電させているのか？

　なにがどうなっているのかわからんが……。

　このままいくと、貴重な美少女の命が一人、もしくは二人失われてしまうかもしれない。かなみは俺好みの女の子。ハルカも、とんでもない美人だ。可愛かわいい女の子同士の殺し合いなんて、見たくもない。

　理由は、それだけで充分だ。充分だと思うことにしよう。

　俺は、ゆっくりと息を吸い込んだ。彼女たちがどれだけ集中していても、たとえ耳を塞ふさいでいても関係ない。必ず、届く。

　俺の声は、彼女たちの心に、魂たましいに――

《鳴なる神かみかなみ、風かざ間まハルカ！　二人とも今すぐナイフを捨てて、離れろ！　ナイフを捨てるんだ！》

「…………っ!?」

「…………っ!?」

　かなみとハルカの動きが、同時にぴたりと止まる。

　だが――止まったまま、離れることはなかった。まだ、ナイフもしっかり握っている。

　二人揃そろって、きょとんとした表情を浮かべて俺を見ている。

「なんで……？」

　おかしい、『王の声オーバーロード』は間違いなく発動したはずだ。手順は間違っていないし、不発だったことなんて一度もない。

　ハルカが、くすりと微笑んだ。

「いい声ですわね。今のが、『王の声』ですか。一度聞きたいと思ってましたが、予想外に早く機会が来てくれましたね。ふふふ、ぞくぞくしちゃいましたわ。そんな声で、私に囁ささやいてもらえるなら、あなたの楽園ハーレムに入っても――抱かれてもいいと思えてしまうくらいですわね」

　なんか、凄すごいこと言われてるぞ……。しかも、彼女にも楽園の話は伝わってるのかよ。

「ハルカさん！　だっ、抱かれてもいいとか、そんないやらしいことを――！」

「嫌ですわね、私は欲望に素直なだけですわ。かなみさんだって同じことを思ったでしょうに」

「なっ、そんなはずないでしょ！」

　かなみが顔を真っ赤にして、ハルカを睨にらみつける。そこには既すでに殺気はなく、むしろバカバカしい雰ふん囲い気きが漂ただよっている。

　ハルカは微笑ほほえみを浮かべたまま、ナイフを制服の中にしまい、なにげない動作でかなみが握っていたナイフも取り上げた。それから、俺おれに近づいてくる。

「うふふ、『王の声オーバーロード』。確かに、私の魂たましいに届きましたわ。これは、いい経験をさせていただいたお礼です」

「え」

　頬ほおに、柔らかな感触が触れた。

　ハルカは俺のあごに手を添えて、頬に唇を押しつけてきている。

「あ―――っ！」

　かなみが叫んでいるが、叫びたいのはこっちのほうだ。しかも、ハルカは頬にキスしただけでは飽きたらず、舌でぺろりと舐なめてきた。なんだ、この予想外すぎる攻撃は。

「ちょっと！　なにしてるのよ、ハルカさん！」

「祐ゆう貴きさんがあんまり美お味いしそうだから、つい味見をしてしまいましたわ。ごめんなさい、慎つつしみのない女で。暴力的な上に、はしたないんです、私。だから口く調ちようだけでも丁寧にと心がけているんですわ」

　ふわり、といい匂においを残してハルカが離れていく。

　自分の頬に触れると、そこはわずかに濡ぬれていた。うわぁ……言うまでもないけど、女の子に舐められたのなんて初めてだ。

「もっと味わいたいところですけど、そこで覗のぞいてる方がいらっしゃいますからね。これくらいにしておきますわ」

「待ちなさい！　あたしが覗いてるんじゃなくて、あなたが勝手に妙なことを始めたんでしょ！」

「嫌ですわね、欲求不満の女は。ヒステリックでいけませんわ」

「欲求不満はあんたでしょ！」

　かなみの言うことは、ごもっともな気がする。

「残念ですが、続きはまた今度にしましょう、祐貴さん。かなみさんも、もう少し生きていることを許しましょう。では、ごきげんよう」

　ハルカは身を翻ひるがえし、長いスカートがひらりと揺れた。彼女は振り返りもせずに、背筋を伸ばして優雅に歩き、どこかへ行ってしまう。

　まるで、友達同士が普通にさよならしたみたいな別れ方だった……。

「なんだったんだ、いったい。この学院の皆さんは、俺を驚かすためにネタを仕込んでるのか？」

「今のドタバタは、神しん堂どう君とは基本的に関係ないわよ。ハルカさんは、あたしの命を狙ねらってるだけだから」

「確かに、鳴なる神かみは物騒だから命の一つや二つは狙ねらわれてそうだな」

「ちなみに、あたしは神しん堂どう君の命を狙ってるわ」

「だろうね」

　俺おれたちは、互いに笑顔を向け合う。人はどんなときでも笑えるものらしい。

　冗談は置いといて、どういうことなのか詳しくよろしく、と俺は視線で問いかける。

「……鳴神の家は一応、名門だからね。親族の皆さんが当主の座を狙ってるの。もっと言えば、後継者のあたしを殺そうとしているわけ」

「殺すって……いくらなんでも、そりゃ極端だろ」

「一番手っ取り早い方法よ。あたしだって、気に入らない人がいて、証拠を残さず処分できるチャンスがあったら殺やるかもしれないわ」

「へ、へぇ……」

　鳴神、そんなに気に入らない人がいるんだ……誰だれのことなんだろうなあ……。

「そういうわけで、親族の人たちはあちこちに暗殺の依頼を出してるみたいよ。実はね、ハルカさんの父親ってヤクザの組長なの」

「ヤクザ……」

　まあ、組長の娘もお嬢様と言えないことはないか……。

「しかも、全国に勢力を持つ大きな組らしくて、組経由でハルカさんは暗殺依頼のことを聞きつけたみたい。ハルカさんは、学院の退屈な生活に飽きてたらしいからね。暇つぶしにあたしを狙い始めたのよ。あの人、けっこう好戦的だしね」

「暇つぶしって……」

「一年の頃ころから、何度かナイフを向けられたわ。おかげで、こっちまでなんだか戦い慣れてきちゃったわよ。一応、護身術は軽くかじってるけど、素人しろうとなのにね。でもまあ、こっちにも武器を貸すところが、良心的と言えなくもないかしら。どう、他にまだ聞きたいことはある？」

「続きって、どんなことをやると思う？」

「それは、ちゅーしたり、今度は舌を――って、なにを言わせるのよ！」

「わっ！」

　ばちっ、とかなみの身体からだから火花が散って、俺は思わず後ずさる。まただ、また放電だ。

「な、なんだそれ？　スタンガンじゃないよな、その電気は？」

「スタンガン？　そんな危ないもの、持ち歩くわけないでしょ。電撃は、単なるヒメ神ガミの力よ。ハルカさんは空気を操あやつれるらしいけど、まだ戦闘に使えるレベルではないみたいね。使えるようになったら、あたしも本当に殺されるかもしれないわ」

「鳴神、さっきからとんでもないことをべらべら喋しやべってないか？」

　かなみとハルカのバトルの最中に、不自然なほど風が巻き起こってたのは、そういうことだったのか。

「別に。あたしにとっては、当たり前のことよ。あなたなら、こういう力のことだって信じられるでしょ？」

　かなみは、小さく肩をすくめた。

　確かに、自分以外におかしな力を持つ人間がいたって、なんの不思議もない。母親は、俺おれが特別な魂たましいを持ってるとか言ってたけど、ヒメ神ガミも同類ってことか……。

「はーあ、寂さびしい裏庭で、寂しい男が、寂しげに無駄な時間を過ごしてるって聞いたから見に来てみれば……余計なことをするものじゃないわね」

「あ、俺に会いに来たんだ？　なんだ、いつもツンツンしてる割に実は……」

「あたしの電撃って、電圧は大したことないけど、心臓の辺りに直接当てたらさすがに心臓止まるんじゃないかしら」

「……ごめんなさい、なんでもありません」

　彼女の電撃の威力は身をもって体験している。あんなもの、心臓にくらったらマジで昇天だ。

「あたし、帰るわ。あなたも、ぶらぶらしてないで、さっさと帰りなさい」

「は、はい……」

　かなみが校舎のほうへ戻って行き、俺は大きく息を吐き出す。

　せっかく憩いこいの場所を見つけたと思ったのに、またここでハルカに会ったりしたら……。続き、とやらには興味があるけど、危険も大いにありそうだ。

　ハルカがかなみの命を狙ねらってる、というのはどこまで本当の話なんだろう。後継者争いが絡からんでるといっても、今時簡単に人の命を奪ったりするもんだろうか。もし本当だったとしても、本人たちの態度がサバサバしすぎてるのが気になる。

「それに、あの二人……」

　俺はあごに手を当てて考え込む。

「なぜ、『王の声オーバーロード』が効かなかったのか。不思議に思っているようですね、兄にい様さま」

「……貴き理り」

　すぐそばに、にこにこと笑いながら妹が立っていた。当然のように、Ｇガールズが三人ほどそばに従っている。一人は例の軍ぐん曹そうで、俺を睨にらんでいる。

「貴理が教えてあげましょう。だから、ちょっと顔を貸してください」

「……返してくれるならな」



    

  
    
      
３章　誰だれもが秘密を持っている



　王の声オーバーロード――

　それは、生まれつき俺おれが持っている異常な能力だ。

　昔から、神しん堂どう家けにはたまに妙な力を持った者が生まれてくる。今なら超能力と呼ばれる力だ。手を触れずに物を動かし、未来を予知し、人の心を読む。そういった能力を持った者が千年以上前から存在していたらしい。

　その頃ころから神堂家の先祖はそれなりの権力を持っていた。というより、その能力を上う手まく使って当時の権力者に取り入って、のし上がっていったんじゃないだろうか。

　さらに、神堂家は近親婚を重ねてその力を研とぎ澄すませてきた。絶大な金と権力を手に入れた現代でも、強大な能力を追い求め続け――

　世代を重ね、遂ついに生まれた最高の能力者が、神堂祐ゆう貴き。

　つまり、俺のことらしい。うちの先祖は子孫を化け物にするつもりだったのか。なにを考えて生きてたんだ。

　ただ、もう持ってしまった力はどうにもならない。

　俺が心から発した言葉を人間の耳ではなく、魂たましいに直接伝える能力。

　それが、『王の声』だ。人でありながら人の上に立つ存在が高みから放つ、絶対的な言葉。『声』を聞いてしまった人間は、どんなデタラメな言葉でも、真実だと思い込む。そして、命令であれば、逆らうことができない。心身ともに鍛きたえ上げたＧガールズたちでさえも。

　要するに、他人を思い通りに操あやつれてしまうということだ。発動する条件は、相手の名前を呼ぶことだけ。本名である必要すらなく、ニックネームなどでも問題ない。さらに言えば、個人名でなく、集団名でもかまわない。「Ｇガールズ」でも「三年二組」でもＯＫだ。自分のことを呼ばれていると本人が認識すれば、それで発動条件は満たされる。

　元手も維持費もかからず、お手軽に忠実な奴ど隷れいを作り上げられるというわけだ。

　俺は、ご先祖様に一度聞いてみたい。

　ここまで最低最悪の能力があるだろうか？　こんな化け物を生み出すことが、本当にあんたたちの望みだったのか？

「兄にい様さまは、その力をずっと使わずにきたのですね」

「当たり前だろ」

　テーブルの向かいに座った妹に目を向けず、俺は肩をすくめた。

　貴き理りの部屋に入るのは、再会の夜以来だった。Ｇガールズやメイドたちも席を外しているので、今は兄妹きようだいだけだ。

　俺は力を使わなかった理由を説明しない。妹なら、なにも言わなくても理由を理解しているはずだ。

　子供の頃ころには、なにも考えずにこの力を使っていたこともあった。屋敷に来た客や、使用人相手に面白半分に命令を与えたりしていた。だから貴き理りは――いつも俺おれのそばにいた妹は、『王の声オーバーロード』のことをよく知っている。

　だけど、今は違う。俺は気づくことができた。

　こんな力を使って人を従わせるなんて、決して許されない。まだ、金や権力で従わせるほうがはるかにマシだ。相手に拒否権を一切与えない、強制力を持った言葉。人間が人間に対して使っていい能力じゃない。

　とか言いながら、ここ数日で二回も使ってしまったけど……。

「……ねえ、兄にい様さま。貴理は、これでも一応この十年のことを調べたのです。兄様がお屋敷を離れていた間、どんな生活をしていたのか」

「調査の結果は？」

「兄様、お友達がいなかったんですね」

「そんなところからかよ」

　事実なので、反論のしようもないけれど。

　俺には、小・中・高と友達らしい友達は一人もいなかった。だから、昼飯だっていつも一人で食べていた。

　もちろん、恋人なんているわけがない。中学のときに気になる女の子はいたが、当然のように片思いのままだった。アプローチをしたことすらない。その子と会話をしたのは、たったの一度だけだ。

　確かあれは、二年ほど前の春。桜が咲いていた。だが、どういうわけか彼女の名前が思い出せない。覚えているのは、彼女の鋭い目つきだけだ。いつも伏し目がちだったあの子が、ほんの一瞬だけ見せた、激しい感情を込めたまなざし――

　あのときも、俺の忌いま々いましい力がろくでもない事態を呼び込んでしまった。この能力で、大好きだった女の子を――たぶん、傷つけてしまった。

　絶対に言いたくなかった言葉を、俺は彼女に告げた。彼女は驚き、俺を睨にらみながら、その言葉を聞いた。『王の声』で語られた、最低の言葉を。

　彼女とは高校が別になってしまったので、今どうしているのかは知らない。知ったところでどうにかなることでもない。

　家を出てから『王の声』を使ったのは、そのときただ一度きりだった。そして、もう二度と使わないと決めた。

　なのに、たった二年。二年で俺は、決意を簡単に翻ひるがえし、能力を使ってしまった。

　本当に、どうしようもない――

「兄様？」

「ああ、いや、なんでもない」

　ちょっと、気持ちが過去に飛んでしまってた。今さら思い出しても仕方のないことだ。それより、妹の話を聞いてやろう。

「貴き理りには、兄にい様さまの気持ちがわかると思います」

「言っていいよ」

　貴理が言葉を切ったので、俺おれはその先を促うながす。

「自分が望むにしろ望まないにしろ、兄様の真しん摯しな言葉は『王の声オーバーロード』として相手に届いてしまう。これでは、ケンカもできませんよね。兄様が言ったことは、すべて正しいこととして伝わってしまう。魔法少女あすかちゃん派の友達を、一瞬でりりかちゃん派に心変わりさせることもできるんでしょう」

「できるけど、俺は魔法少女モノには興味ないぞ」

　どういうたとえ方だよ。日曜の朝からやってるＴＶアニメなんて、見たことすらない。

「では、兄様。あなたが女の子に『好き』と言ったら、その子はどうなります？」

「俺の言葉が忘れられなくなる。別に俺のことをなんとも思ってなくても、その子はずっとその告白のことが頭から離れないだろうな」

　もしかしたら、そのうち俺を好きになってしまうかもしれない。当然、それは本当の気持ちじゃない。まさに言葉の暴力だ。上う手まいこと言ったな、俺。

「兄様は、それをよくわかってるんでしょう。だから友達もつくらず、恋人……はまあ、能力がなくても難しかったかもしれませんが」

「一言多いぞ、妹」

「事実ですから、謝りません。でも、友達も恋人もいない。そんな人生を、兄様に歩んでほしくないんです」

「…………」

　自分の都合のためだけに、俺を拉ら致ちって強引に桃もも女じよに転入させたわけじゃない、ということか。

「おまえの話はわかったよ。けど、この力はどうやっても消せない。女子高に転入したって同じことだろう」

「頭の回転、もっと速くしたほうがいいですよ」

「自在に速度を上げられねぇよ」

　そんなことができれば、なんの苦労もないっつーの。

「さっきのこと、もう忘れましたか？　鳴なる神かみかなみと風かざ間まハルカ、あの二人はヒメ神ガミなんです」

「それは知って……ああ、そうか。そういうことなのか」

「気づいたようですね。ギリギリですが、及第点ということにしておきましょう」

「何様だよ、おまえは」

　俺は苦笑して、テーブルに置かれていた紅茶のカップを手に取った。うん、銘めい柄がらとかはよくわからないけど、美う味まい。

「そうです、ヒメ神たちには兄様の命令も効きません。仮にも神ですからね。王だろうと皇帝だろうと、彼女たちは人に命令されても決して従うことはありません」

　貴き理りもカップを取って、上品な仕草で一口飲んだ。

　俺おれは紅茶をすすりながら、妹の説明を頭の中で整理する。

　神、ねえ……。

　鳴なる神かみかなみたちが普通の人間じゃないのは、はっきりしてる。ただ、神とか言われると、ちょっとピンとこない。

「理解しきれてない顔ですね、兄にい様さま。まあ、今のところはヒメ神ガミたちが特別な存在だということだけわかってくれればいいです」

　貴理はカップを置いて、真面目まじめな顔になる。

「ヒメ神たちは、『王の声オーバーロード』を聞いても奴ど隷れいになることはありません。つまり、兄様にとって、ヒメ神たちは対等に付き合える相手なんです」

「俺にも、まともな関係をつくれるってことか」

　貴理の推測したとおり、俺は『王の声』を恐れるあまりに人との付き合いを避けてきた。履歴書のことを気にするまでもなく、社会に出ることだってできないかもしれないと思っていたくらいだ。

　誰だれとも心を交わすことなく、ずっと孤独に生きるだけの人生――

「兄様にも、思い合える相手がいてほしいんです。だって、そうじゃないと……悲しすぎるじゃないですか……」

「貴理……？」

　つうっ、と貴理の大きな瞳ひとみから涙が溢あふれて頬ほおを伝った。このわがままで強引で、兄すら駒こまのように扱う悪魔のような妹が泣くなんて。

「というわけで、ヒメ神たちをどんどんゲットしていきましょう。兄様の明るい人生のために」

「もう笑った！」

　今の、嘘うそ泣なきじゃないだろうな？

「兄様はモタモタしすぎですよ。本当はもっと後で使おうと思ってたんですけど、奥の手を出しましょう。文句は言わせません。兄様にはちょっとした試練になるかもしれませんが、がんばってくださいね」

「おまえは、俺にまだ試練を課すつもりかよ」

　妹に能力を使ったことはないけど、一度『王の声』で説教してやるべきかも。

「兄様、服を脱いでください」

「は……？」

「服を脱いで一緒に来てください。こっちに、お風ふ呂ろがあるんです」

「お、お風呂……？」

「来ないならＧガールズを呼びますよ」

　にっこりと笑って、貴理はとんでもない脅おどしを言いやがった。また銃を向けられるのは勘弁だし、『王の声』でＧガールズをねじ伏せるようなマネもしたくない。貴理は、その辺りの俺おれの心理を完全に見抜いている。

　拒否権はなさそうだ――と思いつつ、軽くわくわくしているのは背徳感というやつだろうか。

　俺がぐるぐると思考を巡めぐらせている前で、貴き理りはバスルームへの扉を開いた。





「なるほど、話はよくわかったわ」

　そう言って、鳴なる神かみかなみはうんうんと二度頷うなずいた。

　ここは、因いん縁ねんの女子寮の一室。鳴神かなみの部屋だ。俺たちは、部屋の中央に置かれたソファに向き合って座っている。

　正確には『第三女子寮』と言うらしい。一般の生徒たちが入っているのが、第一・第二の女子寮で、この寮に住んでいるのはヒメ神ガミたちだけのようだ。かといって、第三女子寮が狭せまいわけではない。ていうか、ほんの数人のヒメ神だけで使うには広すぎると思う。当然だけど、全員個室だそうだ。

　かなみの部屋も、物が少ないせいもありそうだが、やたらと広々としている。俺が通されたリビングも二十畳以上ありそうだ。他に寝室や勉強室、さらにバス・トイレ付き。俺の部屋と同じく、小さなキッチンまで付いている。どこの高級マンションだよ。

　かなみは考え込みながら、足を組み直した。長なが袖そでのＴシャツにミニのプリーツスカートと、春にしては薄着だが、部屋はエアコンが充分に効いてるので寒くはないんだろう。Ｔシャツはやたらと襟えりが広く開いていて谷間がくっきり見えている。その上、スカート丈もかなり短いので、かなり目に毒だ。でも、女の子しかいない寮の自室なのだからどんな格好をしていても自由だろう。ましてや――

「とりあえず、今日はここに泊まっていけばいいわ。ベッドは一つしかないけど、一緒に寝ればいいわよね。ダブルベッドだから大丈夫よ」

　かなみは気さくに笑ってコーヒーカップを手に取った。こちらも、カップを手に取ろうとして、取っ手を掴つかみ損そこねてしまう。

　いや、そりゃ泊まっていいとかベッドは一つとか言われりゃ動揺もするだろ。

「そんなに驚いた顔して……どうかしたの、貴理さん」

「い、いえ……なんでもありません」

　俺は、ごまかし笑いを浮かべて、小さく上品に首を振った。妹の仕草を思い出しながら、かなみに違和感を抱かせないように。

「そういえば、貴理さんと二人きりなんて初めてね」

「ええ、そうですね。私はクラスも違いますし、自宅に住んでますから」

「生徒会長としても、鳴神家の次期当主としても、貴理さんとは一度ちゃんとお話ししたいと思ってたわ。ちょうどいい機会ね。理由がちょっと、アレだけど……」

「ま、まあ兄にも一応感謝しておきましょう」

「人のお兄さんを悪く言いたくないけど、あの男だけは別だわ」

　きっぱりと言い切って、かなみは少しばかり乱暴にカップを置いた。

　やばいよな、これ……。気づかれたらマジで命はないかもしれない。

『兄にい様さま、なにをビクビクしてるんです』

　げっ。

「ん？　貴き理りさん、今度はなに？」

「あっ、いえっ、なんでも……」

　危ない、危ない。頭に声が響くというのは、どうしても慣れないな。

『兄様は、度胸があるのかないのかわかりませんね。兵士相手に冷静に逃げ回ってたかと思えば、女の子の部屋に来たくらいで動揺するなんて』

　悪かったな。これならまだ、兵隊相手にドンパチやってるほうがマシだよ。

『愚ぐ痴ちを言っても始まりません。今はどうやっても、元に戻れないんですから、頑張ってください、兄様』

　気楽に言ってくれるなぁ……。

　一応、この場にいる人間は全員正気だ。

　かなみの目がおかしくなって、貴理と俺おれを間違えてるわけではないし、俺が自分の中に妹を模した人格を作り出したわけでもない。

　神しん堂どう貴理――妹もまた、おかしな力を持つ一族の一人なのだ。

　俺が『王の声オーバーロード』を使えるように、貴理も力を持っている。もっとも、俺とは違って、妹のほうは能力を使えるようになったのは最近らしい。想像だけど、その力を使えるようになったから、親父おやじは貴理に当主の座を譲ったんじゃないだろうか。

　ヒメ神ガミに関かかわる一族としては、スタンダードな能力だとか、貴理は言っていた。そんなものにスタンダードもスペシャルもないと思うが、ともかく貴理の能力は――

　神人一体ホーリイ・ワン。

　他者の魂たましいを、自分の身体からだに宿らせる。

　元々は、神の魂を降臨させるための能力らしい。神堂家の娘にはヒメ神に仕つかえる巫み女ことしての役割もあり、『神降ろし』の力を代々受け継いできたとか。

　そして、えらく都合のいいことに、その能力は双子であり魂の波長が近い俺に対しても有効だそうだ。実際に俺の魂、妹に宿っちゃってるし。

　あまり使い勝手のいい力ではない。お互いに手を触れ合わせるだけで魂は移動させられる。だけど、発動前に禊みそぎ――水浴びをして身体を清める必要がある。ちなみに、貴理は服を着たまま水浴びしたので、兄として後ろめたいことはなにひとつない――と思う。

「貴理さん、まだ髪が濡ぬれてるわね。お風ふ呂ろの途中で神堂君に乱入されて、そのまま逃げ出してきたんじゃ、しょうがないか」

「えー、まー、失礼な格好でごめんなさい……」

　ここに来た口実、もっとマシなのを考えればよかった。

『かなみさんも言ってたでしょう。貴き理りがここに来るのは、とても珍しいことなんです。よほどの理由じゃないと不自然ですよ。くすくす』

　最後の笑いはなんだ！

　貴理が動揺のあまり逃げ出し、第三女子寮に来てしまった――その作り話をかなみは疑いもなく信じたようだった。かなみに会いに来たのだからこれでいいのだけれど、貴理は面白がってるようにしか見えない……。

「それにしても、神しん堂どう君はとんでもないわね。あたしを襲っただけでは飽きたらず、妹のお風ふ呂ろを覗のぞくなんて」

「あ、さすがにわざとではないと思いますけど……」

「わかったものじゃないわよ。成長した妹の身体からだに欲情した可能性も低くはないでしょ。大丈夫、あたしが明日にでも神堂君に話を聞いてあげる」

　ばちっ、とかなみの指先から火花が散った。どう見ても、話を聞くって雰ふん囲い気きではないぞ……。

『明日のことなんてどうでもいいじゃないですか』

　軽く言うな、命が懸かかってるんだぞ。

『それより、わざわざ貴理の身体を貸してあげたんです。もっと、かなみさんとお話ししたらどうですか？』

　そう言われてもな。話すって、いったいなにをって感じだ。

『兄にい様さま、恋もケンカも同じです。戦闘訓練を受けてきたんでしょう。それなら知っているはずです。相手の弱点を見つけて、そこを的確に突いたほうが勝つんですよ』

　弱点って、あの鳴なる神かみかなみにそんなものがあるのだろうか。性格以外に悪いところもなさそうに見えるのに。

『誰だれにだって弱点はあります。そこを突かない限り、鳴神かなみも他のヒメ神ガミも落とせませんよ』

　ふーむ、まあごもっともな話ではある。それに、少し安心した。

　貴理もいきなり楽園ハーレムを作れるとは思っていないらしい。妹にもまともな部分が残っているようだが、こんなやり方で上う手まくいくのだろうか。

『上手くやるんです。貴理もフォローしてあげますから』

　貴理は俺おれと会話はできるけれど、他者の魂たましいを宿している状態では彼女は身体を動かせないらしい。俺一人で、なにをどうすりゃいいんだか。

「とりあえず、神堂君へのお仕置きについては後で考えることにして」

「あれっ、お話をするんじゃありませんでしたっけ？」

「貴理さん、お風呂が途中だったんでしょ？　実は、あたしもまだなのよ。よかったら、一緒に入らない？」

「えっ!?」

　俺の驚きをスルーして、かなみは壁に掛かっている時計を見た。

「十一時を過ぎてるわね。もう大浴場は閉まっちゃったか……それじゃあ、あたしの部屋のお風ふ呂ろを使いましょう。けっこう広いのよ」

「そ、そうでしょうね……」

　一日に二度も女の子と風呂に入るとか、どんだけ乱れてるんだよ、俺おれの生活。

『裸の付き合いというやつです。これを逃す手はないですよね、兄にい様さま。というか、逃げたら貴き理りは兄様をいじめる悪い妹になっちゃいますよ？』

　おまえは既すでに、充分悪い妹だよ……。





「ふうっ」

「げっ！」

　脱衣場に入ると同時に、かなみはいきなりＴシャツを勢いよく脱いだ。真っ白な背中と、薄い水色のブラが目に入り、俺は思わず声を出してしまう。

「え？　貴理さん、今なにか言った？」

　俺はかなみから目を逸そらしながら、ぶんぶんと首を振る。貴理らしい仕草なんて考えていられる状況じゃない。

　まただ、まただよ。かなみの下着姿を思いっきり見てしまった……。

『兄様、あまり不自然に目を逸らしたりしないように。あくまで、女の子同士だということをお忘れなく』

　無茶を言うな。意識は男なんだぞ。だいたい、このままいくと、おまえの下着姿どころか全裸を見ることになるんだが。

『貴理の目で貴理の裸を見るだけです。なにも問題ありませんよ。だいたい、兄様に見られてもなんの問題もありません。なんでしたら、後で元に戻ってからお見せしましょうか？　妹がどれだけ成長したか確認するのも一興でしょう』

　兄に、これ以上罪を重ねろとおっしゃいますか。ただでさえ、男として、人として、まずいことをいくつもやっているのに。

『実は、貴理は一つ疑っていたことがあるんですが』

　なんだよ。

『兄様って、不能なのですか？』

「そんなわけないだろ！」

「え？　今度はなに？」

　服を脱ぐのを中断して、タオルを用意していたかなみが目を丸くしてこっちを見た。

　しまった、つい声を出してツッコミを入れてしまった。

「あっ、いいえ。なんでもありません。ちょっと、独ひとり言ごとです」

『なにをやってるんです。心の中で言ってくれたら、ちゃんと貴理には聞こえますよ』

　おまえがいきなりとんでもないことを言うからだろ……。

　この神しん堂どう祐ゆう貴きは、女の子にきちんと興味を持っているし、もちろん可能であれば必要以上にお近づきになりたいと思っている。

　でも、いきなり女子高に放ほうり込まれて、大喜びで女の子を口く説どき回れるほど軽いタイプでもないんだよ。ヒメ神ガミとか、未いまだにわけわからんし。

『それなら、安心しました。さすがに、不能では楽園ハーレムを作るのも難しそうですからね』

　あのね、兄としては、妹に『不能』だとか言ってほしくないのだけれど。

『ところで、兄にい様さま。早く服を脱がないと、かなみさんに疑われますよ』

　はいはい……。

　俺おれは、貴き理りの――自分の身体からだをちらりと見る。貴理は私服姿で、ブラウスの上に薄手の上着を羽は織おり、下は膝ひざ丈たけのスカートだ。これを全部脱がないといけないのか……。

　覚悟を決めて上着を脱ぎ、ブラウスのボタンに手を掛ける。男物とはボタンが逆に付いてるのが、かなりの違和感だ。ただでさえ慣れない女物の服なので、脱ぐだけでえらい大変だ。特に、普段俺が絶対に身に着けないようなものまであるからなあ。

「んん……あれっ、これ、どうやって……」

「貴理さん、さっきからいったいなにをやってるの？」

　かなみは、あからさまに怪しんでいる表情を浮かべている。仮にも十七年も女の子をやってる貴理が、ブラジャーのホックもまともに外せないんじゃ怪しまれて当然だ。

「もう、しょうがないわね」

「え？」

　と、思ったら、かなみは微笑ほほえんで、俺の後ろに回ってきた。

「意外に不器用なのね。もしかして、普段は着替えもメイドさんにやらせてるの？　神堂家のお嬢様といっても、それくらい自分でできたほうがいいと思うけどね」

　かなみは笑いながら、俺のブラのホックを外してくれた。どうでもいいけど、『俺のブラ』って言うと、とてつもなく変態くさい。

「はい、後は自分でできるわよね」

「あ、ええ。ありがとうございました」

　胸に触らないように気をつけながら、ブラを外す。つい、胸の先端が目に入りそうになって、慌あわてて腕で隠した。

「わっ」

　ぷにゅっ、と柔らかな胸の弾力と先端の感触が腕に伝わってきて、思わず声を上げてしまう。自分の身体を見てもダメ、触ってもダメって難しすぎる……。

「貴理さん、そんなに慌てて胸を隠さなくてもいいじゃない。別に、まじまじと見たりはしないわよ」

「あはは、そうですよね」

　かなみは別な解釈をしてくれたようで、ほっとする。

　俺は愛想笑いをしながら、かなみが用意してくれたカゴの中にブラを入れた。それにしても、生まれて初めて外すブラが妹のものとは。俺おれの人生に、また一つ大きな秘密が生まれてしまった……。

「それじゃ、今度は貴き理りさんの番ね」

「は？　私の……？」

　戸惑う俺の前で、かなみはくるりと背中を向けた。

「今度は、あたしのブラを外してもらえる？」

「…………」

　なんだか、かなみはやけに楽しそうだ。これを断ったら、彼女はしらけてしまうに違いない。

「えっと、じゃあ失礼して……」

『いいですよ、兄にい様さま。ちゃんと空気を読みましたね。こういうときに優柔不断なのは、ただのバカですから。外し方は、見ればわかりますよね？』

　ああ、なんとかね。さっき、ブラの留め金を見たばかりだし、人のを外すのはそれほど難しくなさそうだ。

　とはいえ、かなみのブラはちょっと外しにくかった。ぐっと力を入れて、ホックを外す。

「あ、外れましたよ」

　俺はそう言いながら、かなみからふっと目を逸そらす。気をつけないと、絶対に見てはいけないものがすぐ近くにあるわけだからな。



    

  
    
      



    

  
    
      「ありがと。実は最近、ちょっとブラがきついのよね。サイズが小さいのはわかってるんだけど、あまり胸が目立つのも嫌なのよ」

「は、はぁ……そういうものですか」

「澪みおさんより、ちょっと小さいくらいね」

　かなみの胸は小さくもなく、大きくもなくって感じだったけど、実はそこまででかかったのか……。

「…………！」

　ちらりと彼女の胸を見てしまい、また慌あわてて目を逸そらす。すげぇ、本当にでかかった。腕で大事なところは隠れてたけど、二つのふくらみはどーんとでかくて、めちゃくちゃ柔らかそうだった。立体感というかボリュームというか、とにかく圧倒的だ。手を伸ばせば届くところにあんな凶器があるなんて。いやでも、女の子同士なんだし、少しくらい触ったって怒られないんじゃ――

「…………っ」

　やばい、やばい、変なことを考えるな。鼻血でも噴いたら、確実にかなみに疑われる。

　俺おれは壁に視線を向けながら、スカートを脱ぎ、パンツに手を掛ける。清せい楚そな白いパンツがばっちり目に入って、また鼻血が噴き出そうになった。この小さな布きれの下には――

　慌てて、ぶんぶんと頭を振る。なにを想像してるんだ、これは妹の身体からだだぞ。余計なことを考えるな。

　ふうっと息を吸ってから、一気にパンツを下ろし、勢いよくカゴに放ほうり込む。

　やっと終わったか……。

『なにを言ってるんです、これからですよ』

　かなみはさっさと脱いで、風ふ呂ろ場ばに入っていってしまっている。

「はぁ……やっぱり、ここで逃げちゃダメなんだよな……」

『兄にい様さま、ふぁいとっ』

　適当に励ますな。いつもとキャラが違うじゃねぇか。

　妹への呪のろいの言葉をつぶやきながら、俺も風呂場へ足を踏み入れる。寮の個室に風呂が付いてるだけでも贅ぜい沢たくなのに、そこはずいぶんと広かった。洗い場も湯船も、二人くらい余裕で入れるようだ。

「凄すごいですね、桃もも女じよの女子寮は……。うちのユニットバスなんて、一人で入るのも大変だったのに」

「ユニットバス？　なに言ってるの、貴き理りさんのお屋敷のお風呂はもっと広いでしょ？」

「あ、そ、そうですね。いえ、兄が住んでいたアパートがユニットバスだったと聞いていたもので」

「ふうん……なるほどね」

　かなみは頷うなずいてから、シャワーの温度を調節し始めた。

　なんとかごまかせたようだ。それにしても、お嬢様でも『ユニットバス』くらいは一応知ってるんだな。

　ていうか、本当にもう頭がどうにかなりそうだ。身体からだは女の子同士といっても、すぐそばに全裸の――それもとびっきりの美少女がいるのに、冷静でいられるわけがない。しかも、ついさっき、実は巨乳であることも判明したし。

「お湯の温度はこんなものね。それじゃあ貴き理りさん、こっちに来て」

「はい？」

　なぜか、かなみが風ふ呂ろ用の小さな椅い子すを差し出してきた。シャワーからは熱いお湯が流れ、かなみの手にはスポンジが握られている。

「背中、流してあげる。せっかく一緒に入るんだから、これは基本でしょ」

　そう言うのと同時に、かなみは俺おれを椅子に強引に座らせて、スポンジで背中をこすり始める。うわー、人に背中を洗ってもらうのなんて、ガキの頃ころ以来だよ。

「貴理さん、肌が物もの凄すごく綺き麗れいね。全然、無駄なお肉もついてないし、ウエストは細いし、いったいどうやったらこんな身体になれるの？」

「あ、あはは。でも私、胸とか全然ないですよ」

『兄にい様さま、後でお話があります』

　楽しげなかなみの声とは対照的に、貴理の声にはえらくドスが利きいていた。気にしてたのか、妹よ。

「胸なんて大きくても、バカな男が喜ぶだけじゃない。自分で大きくできるものでもないしね。こんなの、大きいだけ無駄よ」

　笑いながら言って、かなみは胸を俺の背中に押しつけてくる。

　ぎゃーっ、む、胸の柔らかさと先っぽの感触が！

「で、でででででも、兄様ならかぶりつきたくなるような胸ですよね」

「えっ、か、かぶりつくって……」

　かなみが動揺した声を出す。押しつけられてた胸も離れてしまう。

『兄様……なにを口走ってるんです』

　ああっ、妹には呆あきれられた。

「普通に会ってれば、それくらい許したかもしれないなあ……」

「は？」

　今、かなみはなんて言った？

「あっ、ううん。なんでもないわ。神しん堂どう君だって、あたしみたいな凶暴女には興味ないでしょ」

「そんなこと……ないと思いますけど」

　どうも、かなみのほうも様子がおかしいな。さっきから、彼女らしくないことを言っている。

「それより、このすっきりしたスタイルは努力なしでは維持できないでしょ。本当、貴理さんは綺麗だわ」

「ど、どうも……」

　まあ、いいか。

　今は、面倒くさいことを考えていられる状況でもない。

「同い年なのに、こんなこと言うのもなんだけど、あたしも貴き理りさんみたいな妹がほしかったわ。そこだけは、神しん堂どう君が羨うらやましいわね」

「……兄にい様さまは兄様で、苦労してるみたいですよ。いきなり女子高ですからね」

「いいえ、今は戸惑ってるだけで、慣れれば手当たり次第に女の子をモノにし始めるに決まってるわ。あたしはともかく、他の子たちは危ないわね。あの年とし頃ごろの男は野獣よ、野獣。もちろん、人に害のあるケダモノにはそれ相応の罰を与えないといけないわよね」

　心なしか、背中をこする手に力が込められている気がする。彼女は冗談を言っているわけではないらしい。電撃をくらいすぎて、クセになったりしたらどうしよう。

「えっと、かなみさんは……ずいぶん兄様がお嫌いなんですね」

「あ、ごめんなさい。お兄さんの悪口を言われたら、いい気はしないわよね」

　かなみは手を止めて、俺おれの顔を覗のぞき込んできた。近っ、そんなに近づかれたら俺の理性がどうにかなる。

「いっ、いいえ。かなみさんが嫌うのは無理もないことだと思いますので」

「別に嫌ってるわけじゃないわよ」

「え……」

「はい、背中はおしまい。次いくわ」

　熱いシャワーで背中を洗い流された。それから、かなみはくくったままだった俺の――貴理の髪をほどき始めた。

「貴理さん、髪も綺き麗れいね。あたしみたいなクセっ毛じゃないし、きちんと手入れしてるわね」

「あの、かなみさん。さっきのはどういう……？」

　かなみは髪をほどきながら、ふうっと息を吐いた。

「神堂君とは出会いが悪かったわね。彼に悪気がなかったことは、わかってるのよ。Ｇガールズに追いかけられてたんじゃ、余裕もなかったでしょうね」

「それはまあ、実弾で撃たれてましたからね……」

　怪しいクスリでもやってない限り、あの状況じゃ余裕は持てないだろう。かなみがそこまでわかっていてくれている、というのはちょっと意外だ。

「あたしが電撃をくらわせてなかったら、本当に襲われてたかもしれないけどね」

「信用してるのか、してないのか、どちらなんです……？」

「うーん、どちらでもないわね」

　かなみは、俺の頭を洗いながら、ちょっと困ったように言った。

「しいて言えば、信用とかどうでもいいから、あたしに逆らったらどうなるか理解するように、電撃をくらわしながらしつけをしたいわね」

「そういうのは、調教と言うんです！」

　なんつー恐ろしいことを考えるんだ、この女。

「電撃とか、うかつに使わないほうがいいですよ、かなみさん。本当に心臓が止まったりしたらシャレにならないじゃないですか」

「ヒメ神ガミの力は使えば使うほど強くなる。そう言ったのは、貴き理りさんだったでしょ？」

「……そ、そうでしたね」

　初耳だよ、そんな話。貴理の奴やつ、そういうことは教えておけよ。つーか、さっきから黙り込んでるのはなんでだよ。

「まあ、本気で殺すつもりはないから安心して。あたしだけじゃなくて、ヒメ神にはわかっちゃうんだもの。ヒメ神には――彼の能力が必要だってことが。残念だけど、彼を避けることはできないし、たぶん長い付き合いになるんでしょうね」

「…………」

　ヒメ神に、俺おれの能力――『王の声オーバーロード』が必要？

　彼女たちに『王の声』は効かないのに、どういうことなんだ？

『命令は効かない、と言っただけですよ』

　ちょっと待て、なんだその含みのある言い方は。

『…………』

　また黙り込みやがった。楽園ハーレムを作れとか言っておきながら、いくらなんでも情報統制が厳しすぎるぞ。

「なんて、そんな話はいいわよね。せっかく女の子同士のお泊まりなんだし、もっと楽しいお話をしたいわ」

「はい、そうしましょう」

　俺としてもそのほうが助かる。下へ手たにヒメ神たちの話題を続けていると、おそらくボロが出る。俺はヒメ神のことをほとんど知らないから、話についていけないもんな。

「髪を洗い終わったら、今度は貴理さんがあたしの背中を流してね」

「…………っ！」

　あまりに驚きすぎて、まともに声が出なかった！

　いや、当然予想できてしかるべき展開だけど、それはあり得ない！　女の子と手も繋つないだことないのに、背中を洗うとか、一気にいくつも段階を飛び越えすぎだ。

「実はあたしも、この広いお風ふ呂ろは落ち着かなかったのよ。こうして二人でゆったり入れるのはいいわね。あのね、貴理さん」

「……なんでしょうか」

　かなみは、俺の肩を掴つかんで後ろから俺の顔を覗のぞき込んできた。ちょっと、密着しすぎです、鳴なる神かみかなみさん。

「よかったら、これからもたまに泊まりに来てね。いつでも歓迎するから」

「え、ええ……よろこんで」

　そんな嬉うれしそうな笑顔を見せられたら――こう答える以外にないよなあ。脱衣場でも楽しそうだったし、貴き理りが来て、本気で喜んでいるのかもしれない。

　考えてみれば、教室でもこんなに楽しげな彼女を見た覚えがない。

　あ、そうか。

　みんなの憧あこがれではあるけれど、近寄りがたいところもある――だったっけ。

　もしかすると、彼女には失礼かもしれないけど。

　なんとなく、思ってしまった。

　かなみは――寂さびしいんじゃないかって。

『兄にい様さまは間違ってませんよ』

　ぽつり、と貴理の声が小さく聞こえた。

　そうか、これがかなみの弱点――か。

　孤独な女の子のそばにいて、寂しさを埋めてやる。漫画なんかでもよくある展開だ。少なくともかなみは、好きで一人でいるわけではないようだ。そこに、付け入る隙すきはあると思う。

　でも、そんな風に打算で近づいていいのか？　俺おれは、かなみの寂しさをどうしてやりたいと思っているんだ？

　それ以前に、かなみに近づく資格があるんだろうか？

　俺は、かなみを騙だましている。今からでも、貴理の能力をバラして謝るべきなんだろう。でも、かなみは笑っている。その笑顔を消すことは、どうやら俺にはできそうにない。





　夜風が、木々を揺らしながら吹いている。

　神しん堂どう家けの庭を夜歩くのは、ここに来た日以来だ。

「黙って出てきちゃって、鳴なる神かみ怒らないかな？」

　やはり、頭の中で話すのは慣れないので、声に出して妹に話し掛ける。

『大丈夫でしょう。ちゃんと置き手紙も残してきたじゃないですか』

「そうだけどさ……」

　やっぱり、兄と仲直りしたいから家に帰ります。

　という手紙を残して、俺はこっそりとかなみの部屋から抜け出してきた。天国のような地獄のような風ふ呂ろから上がった後も、髪をいじられたり、いろんな服を着せられたり、しまいには本当に一つのベッドで寝るハメになり、俺は生きた心ここ地ちがしなかった。

　はしゃぎすぎたからか、かなみはすぐに眠ってしまった。実のところ、彼女の寝顔が可愛かわいすぎてずっと見ていたいくらいだったが、貴理の命令で家に戻ることになってしまった。まったく、わがままな妹だ。

「今さら戻ることもないんじゃないか？　いや、別に鳴神と一緒に寝たいってわけじゃないぞ」

『欲望を隠す必要はないですよ。兄にい様さまの女性の好みが特殊でない限り、かなみさんと一晩をともにしたいと考えるのはごく普通のことです』

「一晩をって、おまえね……」

　女の子同士って言ったのはおまえじゃないか。

『ただ、あまり長く兄様の魂たましいを身体からだに宿しているわけにはいかないんです』

「おい、もしかしておまえの能力ってなにか負担がかかるのか？　貴き理りの身体になにか障害が出るとか」

　とんでもない性格をしていても、一応俺おれの妹だ。こいつが苦しむようなことには、なってほしくない。

『いえ、そういうわけではないんですが』

「だったら、なんだ。嘘うそはつくなよ」

『大したことではないんですけどね』

　貴理の声は、ちょっと困った調子だった。

『兄様の身体をお部屋に置いてきたじゃないですか』

「ん？　うん」

　俺の魂が貴理の身体に宿ると同時に、からっぽになった神しん堂どう祐ゆう貴きの身体はそのまま床に倒れた。いや、倒れる寸前に近くにいたＧガールズたちが支えて、貴理のベッドに寝かされたんだった。

『実を言うと、兄様の身体は魂が抜けて、いわば仮死状態になってるんです。あまり長く放ほうっておいたら、本当に死にます』

「先に言えよ、そういうことは！」

『まあ、死んだら困りますよね』

「当たり前だろ！」

　なにを澄すました調子で言ってるんだ。

『兄様が神堂家に戻ったとたんに変死したら、まず貴理が疑われそうですものね。当主の座に近い兄様は、邪魔と言えなくもないですし』

「呼び戻しておいて邪魔とか言うのか！　つーか、自分が一番可愛かわいいのか、おまえは！」

『当たり前じゃないですか。自分を大事にする、というのは素晴らしいことです』

「あーあー、そうだろうよ……」

　俺は、かなみに後ろでまとめてもらった髪をいじりながらため息をつく。

『兄様が一番可愛いのは貴理ですよね』

「俺は自分を大事にしちゃいけないのか!?」

　なんだか前言撤回したくなってきた。この妹は、ちょっとくらい苦しんだほうがいいかもしれない。

『大丈夫、貴理は自分の次に兄様が大事です。だから、早く戻りましょう』

「言われなくても戻るよ！」

　俺おれは、屋敷に向かって走り出す。俺と貴き理りの身体からだが触れ合っていないと、魂たましいの移動はできないらしいので、戻らないことにはどうにもならない。

　貴理の身体は鍛きたえてないせいか、ひどく足が遅い。俺の身体が絶命する前に間に合ってくれたらいいんだけど。

　もう絶対に、二度と貴理の身体に入ったりしないと誓おう。

　かなみを騙だまして、一緒に風ふ呂ろにまで入ったのは、やっぱりやりすぎだったしな。彼女のためにも、今夜のことはすべて忘れてしまおう。

『ですけど、家に着くまではもう少し時間がかかりますね』

「残念ながらな」

　逃げ回った夜とは違って、第三女子寮から神しん堂どうの屋敷への道順はわかっているが、それでもこの広い敷地内ではいちいち移動に時間がかかる。

『兄にい様さまは今日は頑張ってくれたことですし、着くまでの暇つぶしもかねて、一つお教えしましょう』

「一つと言わず、全部教えてほしいところだけどな」

『それでは面白くありません』

「面白くするのが、おまえの目的じゃないだろ！」

　割と本気で言っていそうなのが恐ろしい。

『面白いというのは重要なことですよ。兄様も女子高生活をもっと楽しめばいいと思ってますしね』

「……それで、教えてくれることっていうのは？」

　女子高生活を満喫するようになれば、気が楽にはなるだろうが、人として大事なものを失う気がする。

『さっき、かなみさんが言っていたでしょう。ヒメ神ガミには兄様の“〝王の声オーバーロード”〟が必要だって』

「ああ」

『もっと具体的に言うなら――ヒメ神には、愛が必要なんです』

「は……？」

　思わぬ言葉が飛び出してきて、俺は立ち止まってしまう。

「ちょっと待て。なんだそりゃ？」

『ヒメ神は、愛を必要とするんです。人間が水や酸素がないと生きていけないのと同じように。ヒメ神は、誰だれかから愛されないと、その存在を維持できません』

「……つまり、愛されなかったら死んじゃうってことか？」

　そんなバカな。うさぎは寂さびしいと死ぬとか、それと似たような話なのか？

　俺は振り返って、第三女子寮の建物を見る。鳴なる神かみかなみと他のヒメ神たちは、今あそこで穏おだやかに眠っていることだろう。

　彼女たちは、愛がないと生きていけない……？

『ヒメ神たちも普通の人間の親から生まれてきます。そして、子供のうちは家族や友達からの愛情があればそれで充分なんです。ただし、成長して思春期に達する頃ころには――』

「……異性からの愛情が必要になるとか？」

『あたりです』

　すぐそばに、柵さくに囲かこわれた小さな池があった。俺おれは、池のほとりまで歩いていって、月が浮かぶ水面みなもに視線を落とす。

　そこには俺ではなく、妹の顔が浮かんでいる。

『恋愛感情でないとダメなんです。異性である必要はないのでしょうけど、貴き理りが知る限り、ヒメ神ガミに百ゆ合りはいません』

「百合とか言うなよ……」

　桃もも女じよは閉鎖された女子高だからなあ。そういうのがあるんじゃないかと、ちょっとびくびくしてるのに。いやまあ、同性愛に偏見はないけど、実際に目の当たりにすることになったら驚くだろーなー。

「ところで、ヒメ神の皆さんも、愛情が栄養源って話は知ってるわけだな？」

『当然です。貴理が教えましたし、教えなくても自然とわかったでしょう。そういうものなんです。そしてもう一つ重要なこと――ヒメ神は普通の男性では満足できないんです』

「ま、満足できない？」

　それはどういう意味で？

『ヒメ神は求めているんです。強烈な愛情を。魂たましいをめちゃくちゃに引き裂くくらいの愛の言葉を。ヒメ神は愛を受けて生きて、愛が満たされたときに――女神へと生まれ変わるんです』

「女神……？」

『はい、女神です。ヒメ神はいつか女神になる日を夢見る存在なんです。その“〝いつか”〟がいつになるかは貴理にもわかりません。だから、今は気にしないでください』

　気にするなと言われても。

　彼女たちが女神とやらになっちゃったらどうなるんだろう。俺にまたなんか、ろくでもないトラブルが舞い込みそうなんだけど。

『ヒメ神が必要とするその強烈な愛情は、普通の人間には与えられません。できるとしたら、“〝王の声オーバーロード”〟で語られた愛の言葉だけなんです』

「だからおまえ、愛してやれとか言ってたんだな……」

　ヒメ神たちが生きるために、女神になるために、俺の『王の声』で愛を与えろってことなのか。

　確かに、俺が言ったことはたとえ嘘うそでも真実の重みをもって人に届く。本当のことであれば、もっともっと重く響く。激しく魂を揺さぶる。

　もしも、俺が誰だれかを愛して、その気持ちを言葉で語れば――

『ヒメ神たちは、Ｇガールズから兄にい様さまを守ったでしょう』

「ああ、あれは――俺がその愛情を与えられる人間だからってことか？」

『はい』

　水面みなもに映る貴き理りが、かすかに頷うなずいたような気がした。

『かなみさんもさっき言ってましたね。彼女たちには、わかったんでしょう。兄にい様さまが自分たちにとって特別な存在――運命の相手だということが。だから、危険にさらされている兄様を放ほうっておけなかった』

　運命の相手――

　ロマンチックな響きではあるけど、受け入れるかと言われると微妙だ。だって、俺おれの人格なんて関係なくて、『王の声オーバーロード』があるからこその話だろう？

『兄様が納得できないのもわかります。でも、だからこそヒメ神ガミたちと一緒に過ごす時間が必要なんですよ』

　自然に愛情を与えられるようになれっていうのか。

　それこそ、現状を考えると難しいと思うが。特に鳴なる神かみかなみは、俺への反発が相当にあるようだし。

　ふと、いつかの澪みおの言葉を思い出す。ヒメ神だから、俺に興味がある――か。彼女も『王の声』とヒメ神の関係については理解してるわけだ。澪があれだけ迫ってくるのは、愛情を求めてのことなのか？　なんだか、重たい話だな……。

「だいたい……鳴神たちが女神になったら、どうなるっていうんだ？　それがおまえの目的なのか？」

『それも目的の一つ、とだけ答えておきましょう。あまり教えすぎると面白くなくなりますしね』

「あくまで、面白いことが重要なんだな……」

　数年ぶりに妹の頭を叩たたいてやりたくなったが、今叩いても自分が痛いだけだ。

　ヒメ神が女神とやらになれば、貴理に――もしかすると、神しん堂どう家けになんらかのメリットがあるのかもしれない。

　別に、俺は神堂家がどうなろうと知ったことじゃないけど……。

『だけど、兄様はもうかなみさんを放っておけないでしょう？』

「…………」

　図星だった。

　かなみの弱点を知ったというより、こっちに弱みができてしまったんじゃなかろうか。

　今夜のことは、すべて忘れてしまいたい。

　でも、かなみが寂さびしさを抱えていることだけは、どうやっても忘れられそうにない。かなみも、今夜みたいに無邪気にはしゃぎたいんじゃないだろうか……。学校でみんなに遠巻きに見られているだけじゃなくて、澪みたいに友達をいっぱい連れて、笑顔で毎日を過ごしたいと願っているような気がする。

　かなみのために、なにかできることがあれば――なんて考えるのは、お節介だろうか？

　今夜のような、かなみの笑顔をまた見るために、俺はどうするべきなんだろう？

『ところで兄にい様さま、そろそろ急いだほうがいいと思いますよ』

「あっ、そうだった！」

　俺おれは池から離れて、屋敷への道を再び走り出す。

　そうだ、こうなったらもう走っていくしかない。ヒメ神ガミたちと、妹のために。少しは、自分のためにも。

　ここから引き返すことは、たぶんできない。



    

  
    
      
４章　彼と、彼女たちの決意



　桃とう花か泉せん女子学院では、ゴールデンウィーク前に新入生歓迎パーティが開かれる。

　パーティ？　と、俺が首を傾かしげたのは当然だろう。もちろん、俺が通っていた高校でも新入生歓迎会くらいはあった。一年生が体育館に集められ、生徒会長の挨あい拶さつだの部活の紹介だのが延々と続く、割とどうでもいいイベントだ。

　しかし、このお嬢様学校は違う。

　マツリの話によると、体育館とは別にバカでかいホールがあって、そこに中等部と高等部の生徒が全員集められ、立食パーティが行われるらしい。生徒会長のありがたい挨拶や学校の紹介などはあるらしいが、あくまで生徒たちが学年の垣かき根ねを越えて交流することが目的だとか。

　ただ、桃もも女じよはほとんどが初等部からのエスカレーター式で、中等部や高等部から入学してくる生徒はごくわずかのようだ。本当の意味での新入生は少ないわけだから、結局は生徒たちがパーティを楽しむだけになるんじゃないだろうか。

　それと、パーティには教員たちはほとんど関与しないらしい。生徒による生徒のためのイベントというわけだ。

　さらについでに言えば、実行委員を実質的に指揮するのは生徒会だ。つまり――我らが生徒会長、鳴なる神かみかなみがトップに立ち、イベントを運営するのだ。

「なによ、ちらちら人の顔を見て。なにか文句でもあるの？」

「どちらかと言えば、文句がありそうなのは鳴神じゃないか？」

「あっ……！」

　かなみがショックを受けたような顔をして、こちらを睨にらんでくる。

「神しん堂どう君があたしに言い返すなんて。どうしてそこまで強気に出られるの？」

「その台詞せりふもそっくり返したいところだな……」

　俺おれとかなみは、桃とう花か泉せん女子学院の生徒会室にいる。

　普段授業を受けている本校舎から少し離れたところにある、二階建ての小さな建物の一室だ。生徒会室の他にも書庫やキッチンまであるのだけど、この建物自体が生徒会のものらしい。今は、生徒会長が持つトパーズの指輪にちなんで、『黄おう玉ぎよくの宮』と呼ばれている。普通に『生徒会室』でいいだろうに。

　それはともかく、最近、俺は放課後になるとこの黄玉の宮まで来て、かなみの仕事を手伝っている。驚いたことに、生徒会のメンバーはかなみ一人だった。生徒会長が副会長やその他の役員を指名できるのだが、彼女は誰だれも選ばなかったらしい。一人で生徒会を運営するなんて、無茶をする子だよなあ。

　歓迎パーティはもうすぐだ。仕事はいくらでもある。長机を挟んで向き合い、ひたすらに作業ばかりの毎日だ。

「ここではあたしのほうが偉いの。さっさと、やることやって」

「はいはい」

　俺は軽く返事をして、書類に向き直る。

　どうにも、この間からかなみのことが気になって仕方ない。貴き理りの『神人一体ホーリイ・ワン』で、女子寮に入り込んだ日から――

「まったく、妹さんは素直なのに。いろんな意味で似てない兄妹きようだいね」

「そ、そうだな。なんか、鳴神は最近、貴理と仲がいいとか……」

「聞いてるんでしょ。あなたが貴理さんのお風ふ呂ろを覗のぞいた日に、あたしの部屋に遊びに来てたのよ」

　覗いたのは貴理じゃなくて、かなみの風呂――とは、言えない。

「正直、貴理さんは神堂家の当主だから、ちょっと恐れ多かったけど」

「俺も神堂家の人なんだけどな」

「仲がいいかはともかく、ちょっとは距離が縮まったかしら」

「俺との距離は縮まらないのになあ……」

「地獄への距離なら、確実に縮まってるわよ」

「俺は地獄行き確定かよ」

　まあ、かなみを騙だましたり、『王の声オーバーロード』で人を無理矢理従えたりしてる以上、天国に行けるとは思ってない。せめて、現世で少しは楽しい人生を過ごしたいもんだ……。

「っと、仕事だったな。でも、新入生歓迎パーティなのになあ。俺おれだって新入生みたいなもんなのに、なんで準備する側に回ってるんだろ」

「男一人で女子高に通えるなんて、夢のような生活を送ってるんだから。それくらいやっても、バチは当たらないでしょ」

「あのさ、何度も言うけど、俺も好きで桃もも女じよに通ってるわけじゃないんだよ？」

　電撃くらったり、こそこそと息を潜ひそめるようにして学園生活を送らされたり、バチも充分に当たっている気がする。そりゃ、美お味いしいこともなかったとは言わないけどさ。

「それに、貴き理りさんの命令で手伝いに来たんでしょう。逆らえるわけないんだから、馬車馬のように働くしかないでしょ」

「おっかしいな。神しん堂どう家け長男の立場って、場合によって出たり引っ込んだりするよなあ」

「あたしにとって便利であれば、それでいいわ」

「君って、遠慮とかまったくないよな！」

　一応、とんでもない名家のお嬢さんなんじゃなかったっけ？　だからこそ、遠慮なんてしないのか？

　俺が生徒会の手伝いをするのなんて嫌がるかと思ったけど、普通に仕事やらせてくれるしなあ。利用できるものはなんでも利用するタイプなのかもしれない。

「ん？　なによこれ、数字間違えてるじゃない。いくら計算ソフトを使っても入力を間違えてたら意味ないでしょ」

　かなみは、チェックしていた書類を俺のところに突き返してきた。さっきプリントアウトしたばかりの、予算案の試算だった。

「あれ、間違ってたか。でもやっぱり、これだけ項目が多いと、ミスくらい出るって。たった二人で、全校生徒が参加するパーティの準備なんて無茶なんだよ」

「開き直らない。ミスするのは気が緩ゆるんでるからよ。顔が緩んでるんだから、せめて気くらい引き締めなさい」

「…………」

　さりげなく、ひどいことをおっしゃる。

　ちなみに、俺はノートパソコンを借りて作業しているが、かなみはすべて紙に手書きだ。

「あのさ、なんで鳴なる神かみはパソコン使わないんだ？」

「使えないのよ」

「え？」

「あたし、まだ自分の力を完全にコントロールできないの。ごくたまに、無意識に電撃が出ちゃうことがあるのよ」

「無意識に……」

「前に何度か、パソコン使ってたときに電撃で壊しちゃったの。個人のものならともかく、生徒会の備品を壊すのはまずいでしょ」

「制御できないものなのか……」

「ええ、うっかりすると最大出力で電撃を飛ばしかねないわ。神しん堂どう君は気をつけるようにね」

「うっかりで殺されちゃたまらない！」

「でも、うっかりなら無罪になるのよ？」

「ならねぇよ。つーか、そんなこと言ってる時点で意図的じゃん」

　ヒメ神ガミの力で殺されたら、凶器が見つからないとかで立証できない気もするしな。本当に気をつけないと、ヤバイ。

「ま、まあパソコン使えない理由はわかった。でも、鳴なる神かみなら手伝ってくれる生徒の十人や二十人はいるんじゃないのか？」

「前にも忙しいときに、頼んだことはあるわよ。あなたより優秀な子たちだったわ。でも、みんな緊張しちゃってあなた以上にミスを繰り返してたから、悪いけど断っちゃったのよ。というわけで、仕方ないから図ず太ぶといあなたに手伝ってもらってるわけね」

「なんか、必要以上に俺おれの悪口が混ざっていたような……」

「まだ足りなかった？」

「充分です！」

　ガラスのハートというわけではないが、こんな綺き麗れいな女の子にあまり悪口を言われたくない。俺は別にドＭではないのだ。

「しかし、そこまで俺を嫌ってるのによく手伝わせるよなあ」

「利用できるものは利用するのよ」

　やっぱりそうか。

「それに、あたしもバカじゃないわ。一応、男女が密室に二人きりというのも考慮してる。ここは校舎から離れてるし、他の生徒はほとんど来ないからね。危険を避けるための手は打ってあるわ」

「……というと？」

「貴き理りさんにお願いして、Ｇガールズのスナイパーにあなたを狙ねらってもらってるの」

「時々、遠くでチカチカ光ってたのはライフルのスコープか！」

　どうも気になってたんだよ……。まさかとは思ったけど、本気で狙そ撃げき手しゆに狙わせてるのか。どこまで用心深いんだ。そして、貴理もなぜ引き受ける。仲良くなりすぎだろ。

「大丈夫、トドメはあたしに任せてもらえるようにお願いしてるわ」

「どこが大丈夫なのか、詳しく教えてくれ！」

　狙撃で動きを封じてから、じっくり仕留めるつもりか。発想が尋じん常じようじゃない。

「知る必要はないから、さっさと仕事して。サボってると狙撃させるわよ。あたしが頬ほお杖づえをついたら、即座に撃ってもらう手はずになってるからね」

「そんな何気なくやっちゃいそうな仕草を合図にしないでくれ！」

「あなた、さっきからちょっとうるさいわよ」

「誰だれが騒がせてるんだろう……？」

　俺おれもつっこむために生きてるわけじゃない。と言いたいところだけど、彼女の言うとおりに仕事をとっととやっつけてしまわないと。

　さっきかなみが言っていたけれど、ここに手伝いに来たのは貴き理りの命令だ。もちろん、もっとかなみにお近づきになるためだ。近づくほど逆効果な気もするが、貴理にしてみれば、「なんとかしろ」というところだろう。少しでも、仕事でいいところを見せられれば、彼女も見直してくれるかな……。

「あっ、いたいた。やあ、祐ゆう貴き」

　無遠慮にドアが開けられ、澪みおがにこやかに手を上げながら入ってきた。そのまま、俺のそばまで歩いてくる。

「こんなところにいたんだね。さあ、そろそろ時間だよ」

「時間？」

　澪の言葉に、かなみが首を傾かしげる。

「あっ、会長も一緒に来るか？　これから女の子たちを集めて、祐貴と一緒に楽しいことをするんだけど」

「お、女の子たちと楽しいこと？」

「おい澪、ちょっと待て――」

　慌あわてて抗議しようとした俺に、澪がびしっと人差し指をつきつけてきた。

「ちっちっ。祐貴、今ここでネタバラシしちゃうのはよろしくないよ。会長の楽しみがなくなっちゃう」

「いや、鳴なる神かみは一緒に来るなんて言ってないぞ」

　かなみの顔を見ると、当然のようにそこにはクエスチョンマークが貼はりついていた。

「あなたたちは、なにを言ってるの？　とりあえず頬ほお杖づえついていい？」

「いいわけないだろ。あのさ、別に大したことじゃなくて――」

「まあいいや。会長が興味ないなら、それも仕方ない。あんたは元々、付き合い悪い子だしね」

　澪はにこにこと笑いながら、かなみを挑発するようなことを言う。マジで狙そ撃げき手しゆがどこかにいるみたいなんで、あまり刺激しないでほしい。

「行こう、祐貴。あんたが来ないと始まらないんだからね」

「そう言われても、まだ仕事終わってないし」

　確認の必要がある書類が、なんぼでもある。これを放ほったらかして行ったら、綺き麗れいな生徒会長が絵になる頬杖のつきかたを教えてくれるだろう。

「祐貴は変なところで真面目まじめだね。どうせ、今日明日で作業が終わるわけでもなし、ここらで切り上げてもいいでしょ」

「それを決めるのは、神しん堂どう君じゃないわ」

　ばん、と軽く机を叩たたいて、かなみが立ち上がる。

　一瞬だけ、彼女の周囲で火花が散ったように見えたのは気のせいじゃなさそうだ。

「今はあたしが神しん堂どう君の所有権を持ってるんだからね。煮ようが焼こうが狙そ撃げきしようが、あたしの自由。澪みおさんだろうと邪魔はさせないわ」

「ふぅん。生徒会は、連合と事をかまえるつもり？」

「冗談でしょう。生徒会長としてじゃなくて、あたしの個人的な事情よ。貴き理りさんから預かってるコレを簡単に渡すわけにはいかないのよ」

　コレって、ドレのことかなあ、あはは。

「真面目まじめな祐ゆう貴きに、素直じゃない会長か。うあー、まったく面倒くさい」

　澪は嫌そうに言って、大げさに両手を広げて呆あきれた表情を浮かべる。

「いいから来るのよ、祐貴。会長も祐貴がほしかったら、追いかけてきて」

「えっ、おい待て」

　止めるのも聞かずに、澪は俺おれの手を取って立たせて、強引に引っ張っていく。相変わらず、女子とは思えないパワーだ。

　これはどうやら、逆らうだけ無駄らしい……。

　こうなったら、また流れに任せるしかないか。





　桃もも女じよの第三女子寮には広い食堂がある。

　数人しか住人がいないという寮にしては広すぎるくらいで、二十人以上が同時に食事できる。第三女子寮の皆さんも普段は三食すべて学生食堂で食事しているので、ほとんど使われてないらしい。贅ぜい沢たくな話だ。

　その食堂が、今日は満員になっていた。しかも、やたらと騒がしい。

「なんなの、これは……」

　結局ついてきたかなみが、端っこの席で大きなため息をついた。

　集まっているのは澪の友人たち――つまり、体育会連合の女の子たちだ。いつも澪と一緒にいる子たちで、みんなお嬢様なのだろうけど、体育会系だけあって、他の女子生徒よりイキイキしている感じだ。

「言っておくけど、ここは女子寮よ。なんで男のあなたが当たり前のような顔をしているのよ。死んでしまいたいの？」

「率直な脅迫だなぁ……」

　かなみの不機嫌レベルがマックスに達してらっしゃるようだ。状況が飲み込めないようだから無理もない。

「まあ、もうちょい待ってくれ。今、準備してるところだから」

「ちょっと、旦だん那な！」

　俺が苦笑いしたところで、メイド服姿のマツリが食堂に姿を見せた。

「早く手伝ってくださいよ。ウチ一人じゃどうやって仕上げるのかわかんないんですから。変な物をお嬢様方に出したらメイドをクビになって路頭に迷って、薄幸の美少女じゃないっすか」

「そろそろ確認したいんだけど、おまえ本当にメイドなのか？」

　次々に俺おれの呼称が変わっていくのも気になるし……。

　貴き理りは、使用人に慣れない俺のためにフランクなマツリをつけたとかいう話だったけど、単に面倒くさい奴やつを押しつけただけじゃないのか。

「メイドじゃなかったら、旦だん那なみたいな面倒な人についていきませんよ。いいから、早くこっちに来てください。メイド服に萌もえ萌えしてても文句は言いませんから」

「萌え萌えしたことなんてねぇよ！」

　かなみの顔を見るのが恐ろしかったので、俺は文句を言いながら急いでキッチンのほうへ戻っていく。連合の子たちと談笑していた澪みおが俺を見て、にやりと笑うのが見えた。楽しそうだな、澪は。

「もー、旦那。美少女だらけの食堂に行きたい気持ちはわかりますけど、ちゃんと最後まで作ってからにしてくださいよ」

「もうほとんど終わってるよ。一応、人数がどれだけいるか確認に行っただけだ」

　マツリに説明してから、俺は料理を一つ摘つまんで味見する。うん、いい感じだ。美う味まい。

「よし、出来てる分は盛りつけも終わってるな。やればできるじゃないか、マツリ」

「ウチはこれでも神しん堂どう家けのメイドですよ。食事の用意くらいできなくてどうするんです」

　実のところ、マツリにはお茶を淹いれてもらったことくらいしかないけど、ちょっと見直していいかもしれない。



    

  
    
      



    

  
    
      　俺おれはキッチンのバカでかいテーブルを見回して、一つ頷うなずく。

　テーブルには、料理が載った皿がぎっしりと並べられている。どれもあたたかい湯気と美う味まそうな匂においを漂ただよわせている。

「よし、運ぼう」

　マツリと分担して、皿を一つずつ食堂のほうに運び込む。そのたびに、澪みおや女の子たちが歓声を上げた。ただし、一人だけを除いて。

「なんなの、これは……」

　かなみは、さっきと同じ台詞せりふをつぶやいている。しかし、今度は呆あきれているのではなく驚いているようだ。

　まあ、そりゃびっくりするだろう。

　皿に載っているのは二十人前の餃子ぎようざ、ソースたっぷりの焼きそばにたこ焼き、それとジャガイモのコロッケ。

　どれも、箱入りで育てられたお嬢様方には馴な染じみのない食べ物だろう。

「やるね、祐ゆう貴き。なんか変わった料理ばかりだけど、いい匂いがしてるね」

　澪は目をらんらんと輝かせて、料理を眺め回している。連合の女の子たちの顔に浮かんでいるのは、好奇心と恐れが混じった表情だ。たこ焼きなんて、本物を見たこともなかったのかもな。

「食べられない物は使ってないから、安心してくれ」

「ウチがちゃんと、毒味もしました！」

「味見、と言ってくれ」

　毒があるのは、このメイドの発言だ。

「ということらしいから、いただこう。それじゃさっそく」

　澪が箸はしを伸ばして、ためらいなく餃子を一口で食べ、女の子たちに笑顔を見せる。彼女たちも一応安心したのか、次々に料理を口に運んでいく。未体験の味に戸惑っている子もいるようだが、それでもみんな箸を動かす手を止めない。

「うん、美味いよ、祐貴。なんの材料を使ってるのかもよくわからないけど、とにかく美お味いしい。このたこ焼きっていうのは、たこが入ってるの？」

「当たり前だろ」

　いかが入ってたらいか焼きだ。いや、いか焼きは別の食べ物だけど。

　喜んでもらえたなら、なによりだ。わざわざたこ焼きを作る道具まで取り寄せてもらった甲か斐いがあるってもんだ。

「あれ？　会長は食べないの？　本当に美味しいよ、これ」

「……ていうか、なんなの？　どうしてうちの女子寮で神しん堂どう君が手料理なんて振る舞っているの？」

　かなみは料理を呆ぼう然ぜんと見つめながら、行儀よく膝ひざの上に両手を載せている。

「ああ、それを言ってなかったっけ」

　三個目の餃子ぎようざを取りかけて、澪みおは一つ頷うなずいた。

「やっぱりね、祐ゆう貴きとわたしたちには溝があると思うんだよ」

「溝……？」

　かなみは、可愛かわいらしく小首を傾かしげた。

「祐貴の前の生活と、ここでの生活って、文化とか生活習慣とかね、ぶっちゃけ全然違うわけでしょ。文化の違いを埋めるのは、時間がかかりそうだから、まずは簡単そうな食の溝から埋めてみようかと思って。それで、祐貴が食べてきたもの、好きなものを用意してもらったってわけ」

「その男との溝はむしろ掘り下げたいくらいだけど、澪さんにしてはまともな発想ね」

「祐貴がわたしを食べたくなるまで、頑張らないとね」

「……前言撤回するわ」

　澪……最後の最後で、台無しにしてくれたようだ。

　まあ、澪の企たくらみはともかく、料理ができるようになったのはありがたい。

　前に、弁当を自分で作ろうとして貴き理りにぴしゃりと却下されたこともあった。なのに、澪から頼んだら一発で許可が出た。ヒメ神ガミの澪のご機嫌を取るためなら、なんでもＯＫらしい。差別だよなあ……。

　とりあえず、経過については気にしないことにしよう。今は食べ慣れた味を再び口にできることを喜ぼう。澪が友達を大勢引き連れてきたのは、ちょっと予想外だったけれども、彼女たちに食べてもらえるのもけっこう嬉うれしい。

「会長もこういうの、食べたことないよね？　さあ、どうぞどうぞ、遠慮せずに」

「あなたが作ったんじゃないでしょう……」

　かなみは澪を睨にらみながら、それでも小皿を一枚手元に引き寄せ、タレを入れてからラー油を少しだけ垂らした。そして、餃子を一口かじって――

「大ざっぱな味ね……」

　と、感想をおっしゃった。そりゃ、繊せん細さいな味わいとは言えないけどね。さすがに庶民的すぎて、名門である鳴なる神かみ家けのお嬢様の口には合わないか……。

　かなみは餃子を一つ食べきってから、箸はしを置いた。それから、ゆっくりと立ち上がる。

「ごちそうさま。あたしは仕事があるから、やっぱり生徒会室に戻るわ」

「なんだ、ホントに会長は付き合い悪いなあ」

　苦笑いする澪には目もくれず、かなみはすたすたと食堂から出て行ってしまった。

　一つだけでも食べてもらえて、よかったと思うべきかな。

「こんなに美お味いしいのに食べないなんて。もったいない」

「食わず嫌いはよくないですよね。うーん、ウチもこういうのは初めて食べますよ」

　いつの間にやら、マツリが澪の隣に座って食事をしている。こいつの機敏な動きとちゃっかりした性格は、見習うものがあるかもしれない。

「なんか、ああいう会長を見てると、一年前を思い出すね」

　澪みおがそう言うと、連合の子たちがこくこくと頷うなずいた。

「一年前になにかあったのか？」

　俺おれは、澪に問いかける。

「なにかっていうほどじゃないけどさ。会長って高等部からの編入組なんだよ」

「へえ、そうだったのか。意外だな」

　桃もも女じよは、途中入学もありとはいえ、相当な学力や実家のバックアップ、もしくはなにか一芸に秀でていることが必要だとか聞いた記憶がある。かなみはいかにもお嬢様な雰ふん囲い気きだから、桃女で初等部から純粋培養されてきたのかと思ってた。

「でね、会長って編入してきたばかりの頃ころは、全然食事に手をつけなくてさ。どこか悪いんじゃないかって心配したんだよ。すぐに普通に食べるようになったけど。未いまだにあれ、なんだったのかわからないんだよね」

「入ったばかりで緊張してたんじゃないか？」

「会長がそのくらいで緊張するような子だと思う？」

　俺は少し考えてから首を振った。確かに、そんな繊せん細さいなタマとも思えない。

「まあでも、実家の飯とは味付けが違うから口に合わなかっただけじゃないかな」

「そんなところだとは思うんだけどね。ちょっと、変な感じもしたから」

　具体的にどんな感じだったかは、澪にもわからないようだ。別に、気にするほどのことでもないと思うけどな。

　俺みたいに、ある意味別の世界から来たわけじゃないだろうし。

　澪もなにげなく言っただけだったようで、しばらくはみんなわいわい騒ぎながら食事が続き――

　不意に、また澪が口を開いた。

「あのさ、祐ゆう貴き。わたし、いいこと思いついちゃったんだよね」

「いいことって？」

　俺が訊きき返すと、澪はにやりと不敵な笑みを浮かべた。

　面倒なことでなければいいのだけど、望みは薄そうだ。





　空には星が散りばめられ、細い雲がゆっくりと流れている。

　もう五月も近いというのに、山の上にあるこの学院の夜はまだまだ冷え込む。上着の前をしっかりと合わせ、ポケットに手を突っ込んで家の庭を歩いていく。

　たまには、夜の散歩もいいものだ。空気が澄すんでいて気持ちがいい。

　ただでさえ生徒会の手伝いで忙しいのに、澪からの頼まれ事のおかげでさらに忙しくなってしまった。気分転換くらいしないと、身体からだがもたない。歩き回れるほど広い庭があるのが、今はありがたい。

　そういえば、神しん堂どう家けと桃もも女じよの敷地の境界ってどうなってるんだろうな？　庭を歩いてたら桃女に着くって感じだけど、特になにか区切りがあるわけでもない。桃女の生徒なら誰だれでも入ってこられそうだ。

　といっても、桃女に通っている使用人を除いて、生徒が神堂家にやって来たことはない。少なくとも、俺おれは見たことがない。お嬢様方にとっては、うちは近寄りがたさがあるのかもしれないな。

　我が家の庭の草木は手入れが行き届いている。子供の頃ころはよくここで遊んだはずだけど、あまり記憶にない。俺はどうも、すぐに過去を忘れてしまう。今は家に戻る前の学校生活がどんなのだったか、いまいち思い出せないくらいだ。友達はいなかったし、それこそ特筆する思い出もないというわけだ。

　忘れがたい記憶は、一つだけ。

　片かた想おもいだった女の子と、一度だけ言葉を交わし、彼女の鋭い目を見たあのときのことだけ。そういえば、あれも春のことだった。

　桃女の春よりもっとあたたかくて、でたらめなくらいに桜の花びらが舞っていた。ぼんやりと過去の光景を思い出していると――

　キンッ、と不意に甲かん高だかい音が聞こえた。

　明らかに、金属がぶつかり合う音だ。

「…………っ!?」

　俺はぱっと後ろに跳んで、素早く腰に手をやった。残念ながらそこにはベレッタはなかった。俺も夜の散歩に銃を持ってくるほど用心深くない。

　今の音は――なんだ？

　周囲に目配せしつつ、音が聞こえた方向を睨にらむ。さらに断続的に、同じような音が響いてきた。

　俺は身を低くして、警戒しつつ金属音が聞こえたほうへ足音を殺して歩いていく。ビビりすぎだと思うけど、神堂家や桃女ではなにが起こるかわかったもんじゃない。

　数メートル進むと――二つの人影が動き回っていた。

　いや、正確には一方は人じゃなかった。

　校内でたまに見かけるお掃除ロボットのようだが、どうも様子が違う。球形のボディから生えている二本のアームは、ぎらりと怪しい輝きを放っている。あれは、刃物じゃないのか？

　動きも普段ののんびりしたそれとは違っていて、びゅんびゅんと飛ぶようにして動き回っている。あれだけ不規則に動かれたら、ライフルで当てるのも難しそうだ。

　だが――

　ロボットと向き合う人間の動きは、さらに凄すさまじかった。

　尋じん常じようではない速度で振り回されるアームを、ひらりひらりと舞いながら紙一重でかわし、手にした刀で受け流している。

　って、あの人、日本刀持ってる！

　顔はよく見えないが、髪が長く、桃もも女じよの制服を着ているようだ。彼女が動くたびに、髪と制服の長いスカートが揺れている。

　キンッ、キンッと甲かん高だかい音を鳴らしながら日本刀とアームがぶつかり、火花が飛び散る。ほとんど目にも留まらないアームの動きを、なぜあんなにさばけるのだろう？

　終わりは、唐突に訪れた。

　同時に、別々の軌道を描いて振られた二本のアームを、女の子がロボットの懐ふところに飛び込みながらかわす。女の子は素早く間合いを詰め、日本刀を一いつ閃せんさせた。

　ひときわ大きな金属音が響き――信じられないことに、ロボットのボディが紙のように斬きり裂さかれた。

　ロボットは斬られた部分から火花を散らしながら、地面に倒れ込んでいく。

「おいおい……って、ええ？」

　あ然としていたら、ロボットを斬ったほうも、まるで電池が切れたようにぱたりと倒れてしまった。

「ちょ、ちょっと待ってくれ」

　俺おれは慌あわてて、倒れた女の子に駆け寄った。女の子のほうはノーダメージのように見えたが、どこかやられていたのかもしれない。トラブルにはだいぶ慣れたとはいえ、人が死んだりするのは勘弁だ。

　暗くて見づらい中、その人の顔を覗のぞき込むと――

「ハルカさん……？」

「んん……、あら、祐ゆう貴きさん」

　ハルカが横たわったままで、うっすらと目を開けた。乱れた黒髪が、やけに色っぽい。

　彼女の制服にはいくらか汚れがついているが、見た感じ、ケガなどはなさそうだ。

「どうしたんだ、ハルカさん。ああ、いや。その前に、人を呼ばないと」

「いいえ、その必要はありません」

　ハルカはけだるそうに言って、身体からだを起こした。髪留めの蒼あおい宝石がきらりと光る。

「少し疲れたので横になっただけです。かすり傷一つありません」

「それはよかったけど……今の、いったいなんだったんだ？」

　俺は、倒れたままのロボットをちらりと見た。ボディの裂け目からは、かすかに煙が立ち上っていて、焦こげ臭くさい匂においもする。

「あれって、校内をうろうろしてるお掃除ロボットじゃないのか？」

「昼間はそうですわ。ですが、アレは夜になると警備モードに移行するのです。警備員は夜も見回っていますが、侵入者は闇やみに紛まぎれてくるものですから、ロボットも巡回させて警備を強化しているのです。もちろん、校内の生徒やスタッフはロボットのメモリーに登録されていて、警備の対象外になっています」

「ハルカさんは、いつの間に侵入者になったんだよ」

「これを使ったのですわ」

　ハルカは、制服のポケットから小さな無線機のようなものを取り出した。モノクロの小型ディスプレイとボタンがいくつか付いている。

「これはですね、慧けいさんがお作りになった装置なんです。私も仕組みはよく知りませんが、この機械から信号を発すると、付近の警備ロボットのメモリーを書き換えて、人間を発見次第見み境さかいなく襲うようにできるそうです」

「おっそろしい装置だな。つーか、なんでわざわざそんなものを……」

「別に大した理由はありませんわ」

　ハルカは、そばに置いてあった日本刀を持ち上げてどうでもよさそうに言った。

「いい刀が手に入ったので、試してみたくなりまして。ちょっと辻つじ斬ぎりを」

「つ、辻斬り……」

「最近は人間を斬きると法律で罰せられるので、仕方なくロボットを狙ねらったんですわ。いえ、法律なんてどうでもいいのですが、ここの生徒を斬ると厄介なＧガールズたちが出向いてくるかもしれませんからね。私も余計な面倒は避けたいのです。ああ、かなみさんのように、仕事で狙ってる人間は別ですわ」

「なんだか、なにもかも間違った話だ……」

　そもそも、日本刀を入手してる時点でどうかしている。趣味で手に入れるだけならともかく、ハルカの場合は実用性を求めてるっぽいしな。ロボットの鉄の装甲を刀で斬り裂くとか、どんな腕前してるんだよ。

「そういえば、祐ゆう貴きさんもなかなかお強いんでしたよね。銃の腕はなかなかだとかお聞きしましたわ」

「いっ、いいえ。別に大したことはないって。俺おれは、母親からちょこっと手ほどきを受けた程度で」

　Ｇガールズに追いかけ回されたときのことが、生徒の間にも知られているらしい。本当、ここの社会は狭せまいよなあ。いろんなことが、あっという間に伝わっちゃってるよ……。

「そのお母様が普通ではないのでしょう？　神しん堂どう里り菜な様といえば、神堂家前当主の専属メイドにしてＧガールズ初代隊長だったお方じゃないですか。あらゆる危機から、前当主の命をお守りになったとか。ヒメ神ガミの私から見ても、化け物の類たぐいですわ」

「えっ、うちの母親ってそんな過去があったの……？」

　親父おやじとの馴なれ初そめとか、なんで無駄に戦闘やサバイバルの技術を持ってるのかとか、知らないことはたくさんあったけど、あまり気にしたこともなかった。そんなことを詮せん索さくするより、奴やつが押しつけてくる試練をこなすことのほうがよっぽど大事だったし。

「一度、里菜様には手合わせをお願いしたいですわね。あのロボットもなかなかでしたが、やはり歯ごたえはもう一つでしたから」

「うーん、もう一つか……それは残念」

　どこまでもやる気のなさそうな声とともに、小さな人影が現れた。

　小柄な身体からだに浴衣ゆかたを適当にまとって、眠そうに見える顔にはちょこんと眼鏡めがねが載っている。開いた胸元に、白っぽい玉を一つ通しただけのネックレスが光っている。あれはパールだろうか。

　確か、前に第三女子寮で会った、ヒメ神ガミの一人だ。彼女の両隣には、警備ロボットと同じような型のロボットが一体ずつ、召使いのように従っている。

「シグナルが異常だったから見に来てみたら……。まさか、ボクの警備ロボットが壊されるなんて」

「僕の……？」

「その警備ロボットを作ったのは慧けいさんなのですわ。ごめんなさい、慧さん。例の装置を使って、あなたのロボットとお手合わせをさせていただきました」

「そう……」

　慧は、じーっと破壊されたロボットを見つめ、首を傾かしげている。自分のロボットが壊されたのが悲しいのか、なんとも思ってないのか、よくわからない。

「やられたものは仕方ない。もっと強化して、人間くらいゴミのように始末できるようにしないと……」

　それは、やりすぎじゃないかな……。誤動作でも起こした日には、平和な女子高が阿あ鼻び叫きよう喚かんの地獄に。

「一応、この子は回収しないと。ラッキー、ルンルン」

　眼鏡のヒメ神――名前は氷ひ室むろ慧といったっけ。彼女は、両隣のロボットに呼びかけた。今のはもしかしなくても、ロボットの名前なのか。

「チャッピーをラボに連れて行って。後でバラして遊ぶから」

　どうやら、ハルカに壊されたロボットの名前はチャッピーというらしい。どんなセンスをしてるんだ、この子は。

「邪魔をした。ボクは帰って寝る。二人は、夜のお楽しみ……」

「…………」

　なにを言ってるんだろう、この眼鏡っ子は。

　俺おれとハルカの呆あきれた顔など気にせず、氷室慧はチャッピーをアームで担かつぎ上げた二体のロボットとともに去っていった。

「では、慧さんもああ言ってくれたことですし、お楽しみを始めますか……？」

「あのですね、君に限らないけど、あまり挑発されちゃうと、俺も本気にならないとは言えないからね」

　特に、そんな風に物もの憂うげな様子で迫られると、理性とかどうでもよくなりかねない。

「かまいませんし、無理矢理というのは不可能ですわ。あなたの『王の声オーバーロード』では私には命令できませんし、実を言うと、素手でも祐ゆう貴きさんに負ける気はいたしません」

「一応、これでも俺は男だよ」

　自慢じゃないが、素手でもそこらの高校生よりはずっと強いはず。母親から習ったのはサバイバルや射撃だけじゃない。

「性別など問題ではありません。私は戦闘に特化したタイプのヒメ神ガミですからね」

「まあ、あのロボットをぶっ倒したわけだし、ハルカさんが強いのは認めるけど……って、戦闘タイプ？」

「はい」

　ハルカは頷うなずいて、日本刀をすらりと抜きはなった。濡ぬれたように光る刃を空に向かって突き立てる。

「ヒメ神にはそれぞれ特性があるんですのよ。私は戦闘、慧けいさんは頭脳が優れているタイプですね。ギリシア神話などを見ても、狩しゆ猟りようの神や知恵、美の神などがいるでしょう？」

「……鳴なる神かみは？」

「さあ？　あの方はなんなのでしょうね。実を言うと、私も存じません。ヒメ神としての力をなにも感じないのですよ」

「あれ？　あの電撃は？」

「あの力はおまけのようなものです。ヒメ神が自分の身を守るため、自分の誇りを傷つけたものを罰するための力――要するに、『天罰』を与える能力ですわ」

「天罰ねぇ……」

　俺おれがかなみに更衣室で電撃くらったのも天罰か。

「もうご存じですか？　ヒメ神は、女神になるために生きているということを」

「一応、聞いたよ」

　ヒメ神が女神になったらどうなるのか、はまったく知らないけれど。

「かなみさんは女神を目指していません。そのせいか、ヒメ神として不完全すぎるのですよ。たぶん、あの方は別のものになるために必死なのではないでしょうか」

「その、『別のもの』がなんなのかは、わからないわけだな」

　ハルカは微笑を浮かべて、こくりと頷いた。

　これでいったいいくつの疑問が出てきたことだろう。そろそろ、答えを明かしてくれないと伏線を忘れそうだ。

「もっとも、天罰については私も大したことありませんけどね。風というか、空気の流れを少しだけ操あやつる程度で」

　ハルカは日本刀を鞘さやに収めると、杖つえ代わりにして立ち上がった。それから、左手の人差し指を立てて、軽く振った。

「わっ」

　突然、つむじ風のようなものが巻き起こり、ハルカの長いスカートが舞い上がる。慌あわてて目を逸そらしたが、白い太ももがばっちりと見えてしまった。

「とまあ、この程度のものなのですわ。スカートめくりができれば殿方は嬉うれしいでしょうけど、私はそちらの趣味はございませんし」

「あ、そう……でも、わざわざ実演しなくてもいいだろ」

　なんとしても、俺おれを挑発したいのかな、この人は。

「軽いサービスですわ。それと、私を含めてここの生徒はまったく男性に慣れていないのもご存じでしょう。祐ゆう貴きさんの反応は、私たちにとってはとても新鮮なのです」

「要するに遊ばれてるってことだな……」

　俺もいい思いをしてると言えなくもないが、いまいち素直に喜べない。彼女たちにしてみれば、珍獣にエサをあげてはしゃいでるようなものだろうしな。

　いいや、そんなことはどうでもいい。

　ヒメ神ガミたちが普通じゃないことは、既すでに充分すぎるくらいわかった。揃そろってみんな並はずれた美少女だし、良よし悪あしはともかく、性格も変わってる。だけど――

「話を戻しましょう。私たちは人間とは違う存在です。ですが、人でもなければ、神でもありません。はっきり言ってしまえば……地味、ですわ」

「ああ、自覚はあるんだ……」

「だからこそ、ヒメ神たちは力を求めています。ヒメ神が糧かてとするもののこともお聞きになりましたか？　私たちが生きて、女神になるために必要なもののことを」

「それも聞いたけどね」

　ある意味では、一番得るのが難しいものじゃないだろうか。少なくとも、食べ物はこの国のどこにでも転がっているけれど、愛情は拾ったりできるものでもない。

「今のヒメ神たちは、まだまだ未熟です。ですが、あなたから愛してもらえたら……きっと、ヒメ神たちは次のステージへと進むことになるのです」

「その話だけどさ、俺は一人しかいない。俺みたいな力を持ってる人も、たぶんそうそういないだろう。もしもだけど、俺がヒメ神の誰だれかを好きになって、彼女が女神になれたとしても、他のヒメ神たちはどうなる？」

「祐貴さんが一人だけを選ぶ必要はないんですわ」

「え？」

「ヒメ神は七人います。あなたが全員を愛してあげれば、全員が女神になれるかもしれないのです」

「いやいやいや、それはないだろ！」

　俺はびっくりして、激しく首を振った。

「二ふた股また三さん股またでもとんでもないことなのに、七人とかありえないって！」

「あなたの妹さんはおっしゃいませんでしたか？　全員をモノにしてしまえと」

「……言ってたな」

　楽園ハーレムを作れっていうのは、そういう意味だったのか？

「あなたはまだおわかりではないようですけど、ヒメ神たちを人間の尺度で考えてはいけませんわ」

「というと……？」

「ヒメ神は嫉しつ妬とはしませんわ。ただ、自分を愛してくれればいい。たとえ他の人を愛していても、自分への愛情がある限りは他に何人の女を囲かこっていようが関係ありませんわ」

　恐ろしいことをぺらぺらと説明してくれるなあ。

　公認で浮気ができるっていうのは、ある種のドリームだけど。それは自分の魅力に自信があって、なおかつ相当に図ずう々ずうしくないと不可能な気がする。そして、俺おれはそのどちらも持ち合わせていない。

「その話も条件付きだよな。もし、俺からの愛情がなくなったら？」

「うーん、ヒメ神ガミも神ですからね。行動がけっこう過激だったりしますわ。ですから……あなたを殺しちゃうかもしれませんわね」

「やっぱり、嫉しつ妬とするんじゃん！」

　戦闘タイプがハルカだけといっても、かなみは電撃を使えるし、澪みおの能力はまだ謎なぞだけど、運動能力は高そうだ。さっきの氷ひ室むろ慧けいは無害っぽかったけど、無駄に戦闘能力が高いロボットを従えていたし……。まだ見ぬヒメ神たちだって、どんな非常識な存在かわかったものじゃない。マジで殺されかねない。つーか、あと三人もいることは忘れてしまいたいなぁ。

「ああでも、心配はいりませんわ。あなたを巡めぐって、ヒメ神同士のバトルロイヤルが始まったりはしません」

「なに、そのネタバレは」

　俺を殺されても困るが、ガチで女の子同士で殺し合いなんて始められたらもっと困るから、それでいいんだけどさ。

「他のヒメ神を殺してもなにもメリットはありませんからね。むしろ、そんなことをすれば、あなたに愛されるどころではなくなるでしょう。誰だれかを殺した相手を、あなたは許さないでしょうからね。それは、ヒメ神にとってはなによりも恐ろしいことですから」

「それはまあ……って、おい。ちょっと待ってくれ」

　俺は忘れてない。

　桃もも女じよの裏庭で、ナイフを向け合っていた二人の少女の姿を。

　あれは本気ではなかったとしても、一歩間違えれば惨劇が起きていた可能性もあった。だからこそ、俺はくそったれな能力を使って止めようとしたのだ。

「じゃあ、ハルカさんはなんなんだ？　仕事だとか言ってたけど、鳴なる神かみを殺したら君だって……」

「そうですね。あなたは、かなみさんと少しは親しくなられたようですし、私があの方を殺したら、さぞ恨まれることでしょうね」

「そんな仮定はしたくもない。だいたい、君だって本気じゃないんじゃないのか？」

「ふふっ、甘い、甘い。甘すぎますわ。あなたのお母様は、心までは鍛きたえてくれなかったようですわね」

　ハルカは怪しげな笑みを浮かべて、なにげない動作で一歩下がった。

「そういえば、かなみさんとは最近一緒にお仕事をされたりで、仲がよろしいようですね。まだ早い気もしますが、まあいいでしょう。祐ゆう貴きさんはお優しい方のようですし、もうやってしまってもいいでしょうね」

「やるって、なにを……」

　戸惑う俺おれの前で、ハルカが突然動いた。

　まるで滑るように一歩踏み出してきて、長い黒髪が暗くら闇やみの中で大きく揺れた。同時に左手で刀の鞘さやを握りしめ、右手が柄つかを握り――俺に見えたのはそこまでだった。

　次の瞬間には、冷たい刃が俺の首筋に押しつけられていた。

「…………」

「ふふ、怯おびえてらっしゃいますね。可愛かわいい……」

　ハルカは怪しい笑みを浮かべたまま、ぺろりと舌なめずりする。

　今のは、いわゆる居い合あいというやつだろうか。俺には、刃の動きがまったく見えなかった。ハルカは戦闘タイプのヒメ神ガミ。だが、今の動きを訓練なしで身に着けられるとは思えない。あの居合いは、彼女が長い年月をかけて鍛きたえ上げた技術だろう。

「大丈夫ですわ。あなたの甘さ、私は嫌いじゃありません。祐貴さん、あなたを必要としているのは私も同じですから。ただ、意味合いが少し違います」

「ど、どういうことだよ……」

　刃は、首筋に触れるか触れないか、ギリギリのところで止まっている。この寸止めの技術も尋じん常じようじゃない。丸腰である以上、今の俺に彼女に対抗する手段はなさそうだ。

「ヒメ神は愛情を求めます。幼い頃ころは家族や友達からの愛情――成長すれば、異性を必要とするようになります。ですが、もしも愛情を得られなかったら？」

「死ぬ、とか言い出さないよな」

　生きるとか死ぬとか、そんなことにはリアリティがない。Ｇガールズに追いかけ回されたときだって、命のやり取りになるとはまったく考えなかった。

　こうして刀を突きつけられていても、ハルカが俺を殺すなんて、正直なところまったく思っていない。

「死ねるなら、まだマシですわ。そうではなく――ヒメ神としての性質が変化するのです。別に私たちに限りません。もし人間が愛情を得られずに育ったら、どうなりますか？」

「まあ……ろくな人間にならないんじゃないか」

「そのとおりですわ」

　ハルカは刀を引いて、なめらかな動作で納刀する。

「愛を注そそがれなかったヒメ神は、別のものを糧かてとするようになるのです。面倒なのではっきり言ってしまいましょう。私は、今日まで愛を注がれなかったヒメ神です。そして……憎ぞう悪おを求めています」

「憎悪……？」

「はい。平たく言うと、憎まれることが私の生きる糧であり――喜びなのです」

　まるで感情を込めず、ハルカはさらりと言い切った。

「うちの両親は私に無関心でしたし、なんと言いましてもヤクザの娘ですからね。友達なんてできるはずもありませんでした。愛情ってなに？　という感じですわ。ああ、ごめんなさい。他人の家庭の事情なんてどうでもよろしいわね」

「待て。頼むから、待ってくれ。ハルカさん、君は――」

「とにかく、今の私は憎まれるほど満たされるのです。ある種のドＭですわね」

　なんか、そういう言い方をされるとシリアスなムードが吹っ飛ぶじゃないか……。

「もっとも、並の憎ぞう悪おでは物足りません。他のヒメ神ガミたちが、人の愛情では満たされなくなるのと同じですわ。つまり、私は――あなたの『王の声オーバーロード』で憎しみの言葉を吐いていただきたいのです」

「そんなバカな！」

　俺おれがハルカを恨む？　剣を向けられたことを考えても、本気で彼女を恨む気にはなれない。

「私はバカげたことが嫌いではありませんの。仕事でかなみさんの命を狙ねらったり、ロボットを辻つじ斬ぎりしたりとか、ですね」

　ハルカはにっこりと笑った。普通の少女のような、無邪気な笑みだった。

「あなたは甘い方です。それが私にはありがたいのです。冷酷な性格でしたら、なかなか私を憎んでいただけないでしょう。でも、かなみさんを殺してしまえば……祐ゆう貴きさんはどう出ますか？」

「冗談じゃない。殺すなんて、そんなこと……ありえるわけが……」

　急展開すぎて、頭がついていかない。

　冷静であろうとすればするほど、頭が空回りしそうだ。

「心配なさらなくても、すぐには動きません。ただ殺しても面白くないですから、演出を考えないと。澪みおさんとも仲がよろしいようですし、あの方でもいいですけど、仕事のこともありますから最初のターゲットは決まりですね。さあ、忙しくなってきましたわ」

「ハルカさん……あんた、本気で言ってるのか？」

「あんな女、殺したってかまわないではありませんか」

「…………！」

　あまりにもなにげない、普通の口く調ちようだった。

「そうですね、私も鬼ではありません。二番目以降のターゲットは悩みますが、澪さんはやめておきましょう。彼女を慕したっているご友人がたくさんいらっしゃるようですからね。無関係の人を悲しませるのは、気が進みません」

「待てよ。鳴なる神かみだって……！」

「誰だれが悲しむのです？　あの方、お友達なんていらっしゃらないじゃないですか」

「そ、それは……」

　いつかの、マツリとの会話を思い出す。

　鳴神かなみに、特定の友達はいない。みんなから尊敬されている生徒会長。だけど、他の生徒たちとは一線を引いている。

「ご家族に大事にされてるとも思えませんね。命を狙ねらわれる立場なのがわかっているのに、手元に置かずに学校に放ほうり込んでいますし。あの方は、孤独なのですわ。死ねば騒ぎにはなるでしょう。ですが、それだけです。彼女が死んでも、別の後継者が立つだけですわ。誰だれも困りません。いえ、生きてるほうが困る人が多いかもしれません」

「でも、それは……鳴なる神かみのせいじゃない」

「この学園に、友人の一人もつくらなかったのは、彼女の意志でしょう。かなみさんが死んで、もし悲しむ人がいるなら、それはお甘いあなただけですわ。誰も困らない。あなたが悲しむ。この二つの条件が揃そろっているから、私は鳴神かなみさんを殺します。それでは、ごきげんよう」

「ハルカさん！　待て……！」

　もちろん、普通に呼びかけてもハルカは止まってくれなかった。

　タイプが違っていようが、なんだろうが、彼女もヒメ神ガミだ。『王の声オーバーロード』を使ったところで、どうにもならない。今の俺おれには止められない。

　彼女の、小さな背中が暗くら闇やみの中に消えていくのを、俺は黙って見送るしかなかった。





「貴き理り！　いるか、貴理！」

　ドアを勢いよく開いて、飛び込むようにして部屋に入る。

「おい、ふざけるなよ、貴様」

「げ」

　一歩踏み込んだ瞬間に凍りつくことになった。こめかみに冷たい銃口が押しつけられている。

「お嬢様のお部屋にノックもなしに入ってくるとはいい度胸じゃないか。そんなに四五口径で脳をぶちまけてほしいのか？」

「こらこら、軍ぐん曹そう。兄にい様さまならいいんですよ。離してあげて」

「……了解」

　貴理の言葉に軍曹が頷うなずき、大口径の拳けん銃じゆうを腰のホルスターに戻した。今の殺気は完全にマジだった。

　あらためて見ると、貴理はバカでかいベッドの上に座って書類らしきものを見ているところだった。寝間着ではないようだが、ゆったりとしたワンピースを着ている。

「兄様、こちらへどうぞ」

　貴理は、ぽんぽんと自分の隣を叩たたいた。俺にもベッドに座れということらしい。あまり気は進まないが、こんなことでためらってる場合でもない。俺は、睨にらみつけてくる軍曹の視線を気にしつつ、妹のベッドの上に乗った。

「貴理、聞いてほしいことがあるんだ」

「いきなりですね。ベッドの上で、そんなにがっつかれても貴き理りは困ります」

「誤解を招く表現だな、おい」

　ああ、いかん。こうして律儀につっこむから話が進まないんだ。

「いいから聞いてくれ、貴理。さっき――」

「風かざ間まハルカのことですね」

　貴理はなんでもなさそうに言って、読んでいた書類を束たばねてベッドサイドのテーブルに置いた。

「え、なんで知ってるんだ？」

「神しん堂どう家けと桃もも女じよの敷地内で起こったことで、貴理が知らないことはありません」

「ここって、いったいいくつカメラとマイクを仕掛けてるんだよ……」

「兄にい様さまが、風間ハルカのスカートの中を見て喜んでいたところもハイビジョンで録画してありますよ。軍ぐん曹そう、お願い」

　軍曹は小さく頷うなずくと、リモコンを取り出して壁に掛かっている大型液晶ＴＶのスイッチを入れた。ハルカがヒメ神ガミの力でスカートをめくり上げるところが、高画質で映っている。

「お、おまえ……なにを録画してるんだよ」

「いい太ももですね。ブルーレイにダビングしてあげましょうか？」

「い、いらねぇよ！」

　ちょっと噛かんだのは、実はほしいからとかじゃないです。本当に。

「まあ、冗談はさておき。どうやら、風間ハルカが本気になったようですね。しばらくは、適当に遊んでいてくれると思ったんですが」

「……貴理は、ハルカさんが他のヒメ神とは違うってことは知ってたんだな」

「さっきも言ったでしょう。桃女で、貴理が知らないことはありません。影カゲヒメ――彼女のような、憎ぞう悪おを糧かてにするヒメ神のことですが。影ヒメも一応ヒメ神ですから、ここに連れてきたのですが、間違いだったのかもしれませんね」

「やっぱりそうか」

　教えてくれなかったことは少し腹が立つ。だけど、ハルカが影ヒメであることについて、貴理に責任があるわけじゃない。

「貴理。わかっているなら話は早い。鳴なる神かみと澪みお、それに他のヒメ神たちにも護衛をつけてくれ」

「甘いですね」

　俺おれは妹の言葉に首を傾かしげる。これ以外になんの手があるというんだ。

「護衛をつけるのはかまいません。ただし、それだけでは足りないでしょう。風間ハルカは、恐らく本当にヒメ神たちを狙ねらいますよ」

「そうだよ。今すぐ動かないっていうのも本当だと思う。でも、今のうちに護衛をつけておいたほうが安心だろう」

「兄様、仮にも神堂家の人間がそういう消極的なことでは困ります」

「なんのことを言ってるんだよ」

　貴き理りは、大げさにため息をついた。それから呆あきれたように首を振って、どさりとベッドに横になった。

「はぁ……今からでも兄にい様さまには我が家の人間としての心構えを教育したほうがいいでしょうか。要するにですね、守るだけでは根本的な解決にはならないということです」

「…………」

　なにを言われたのか、すぐには理解できなかった。いや、感情が理解を阻はばんだのかもしれない。

　貴理は――風かざ間まハルカを排除すると言っているのだ。

「冗談だろ、貴理。おまえ、自分がなにを言ってるのかわかってるのか？」

　妹は、横になったままこくりと頷うなずいた。

「別に殺したりはしません。風間ハルカには特別なお部屋に入っていただきます。ええ、そのまま永遠に」

「ちょっと待て……！」

　どう考えても、そのお部屋とやらが快適なものとは思えない。

「本当はあの女をぶち込んでやろうと思って造ったお部屋なんですけどね。まあ、あの女も捕まりませんし、お金をかけて造ったので、せっかくだから有効活用しましょう」

「待てって……。それと、あの女って誰だれだ？」

「神しん堂どう里り菜なのことですよ。決まってるじゃないですか。あの女は、この家から兄様を連れて行ってしまったんです。許すことはできません。貴理の兄様なのに」

「おまえ……」

　貴理の口く調ちようには迷いもなく、ためらいもなかった。妹は、本気で母を捕まえてどこかに閉じこめる気だったんだ。

「風間ハルカも同じです。ヒメ神ガミが死ぬのも困りますが、兄様を追いつめようとしているのがなにより許せません。おとなしくしていてくれたらよかったんです。風間ハルカは、自分で破滅を呼び込もうとしているんですよ」

「今ならまだ止められる。もっと穏おだやかな解決だってできるだろ」

「本気で言ってるなら、どうしようもなく甘いですね、兄様、それに、風間ハルカは貴理と敬語キャラがかぶってるのも気になってたんですよ」

「おまえこそ、どこまで本気なんだ!?」

　よし、落ち着け、神堂祐ゆう貴き。

　キャラはともかく、妹が冗談を言ってるんじゃないのはわかる。

　風間ハルカの考えはいまいち読めないけど、たぶん本当にかなみを襲うだろう。だが、護衛がついていればめったなことは起こらないはずだ。今は、銃刀法をぶっちぎりで違反している警備部隊の存在がありがたい。

　だとすれば、俺おれの取るべき道はただ一つ。

「貴き理り」

「はい、兄にい様さま」

「俺おれは、おまえの敵に回る」





　翌日の朝――

　授業開始のチャイムが鳴る中、俺は慌あわてて教室に飛び込んだ。ギリギリセーフ。桃もも女じよは名門なので、遅刻には厳しい。というか、遅刻すると教室に入れてもらえない。職員室に行って、「遅刻してごめんなさい」という反省文を書かないといけないのだ。そんな面倒なことをするより、さっさと授業に参加したほうが有意義だと思うが、一流の人間は時間にも正確であるべきという教育方針のためらしい。

　幸いなことに、教師はまだ来ていなかった。あちらは時間どおりに来なくても許されるようだ。世の中は不公平なもの、ということも教えようとしているのだろうか。

「ちょっと」

　席に着こうとして、声を掛けられた。顔を上げると、鳴なる神かみかなみが仏ぶつ頂ちよう面づらをして睨にらんでいた。

「なに？」

「なに、じゃないわよ。ネクタイくらいちゃんと締めなさい。あたしの目の届くところで、こんなだらしない格好はしないで」

「あ、はい。ちょっと急いでたから……ごめん」

　俺の謝罪をスルーして、かなみはネクタイをきゅっと締めてくる。首が軽く絞まったけれど、不思議と悪い気分じゃない。

「ああっ、すみません！　旦だん那なが失礼なことを！　後で言って聞かせますから、許してつかーさい！」

「おまえは、俺の保護者か」

　わめきながら近づいてくるマツリの頭を押さえる。

「神しん堂どう君は偉そうなことは言えないでしょう。よくも悪くも目立つんだから、服装くらいはちゃんとしておきなさいよ」

「ああ、うん」

「……なんか、夫婦みたいっすねえ。付き合ってるんですか？」

「神堂君もそこまで命知らずではないでしょう」

　マツリの適当な推測に、意外なほど真面目まじめにかなみは答えた。ていうか、やっぱりかなみと付き合うなら命いのち懸がけになるんだ……。

　ヒメ神ガミは嫉しつ妬としない、なんてちょっと信じられないしな。

「鳴神、少しいいかな」

「え？　少しって、すぐに先生がいらっしゃるわよ」

「知ってるよ」

　俺おれはかなみの手を取って歩き出した。話は後でいいかと思ったけど、彼女の顔を見てると、そうも言ってられない気がしてきた。

　命が懸かかっているのだ。のんきに構えている場合じゃない。

　マツリやクラスメイトたちが不思議そうな顔をするのを無視して、俺は教室の扉に向かって歩いていく。

「ちょ、ちょっと神しん堂どう君。なんのつもりなの？」

「いいから一緒に来てくれ。大丈夫、すぐに済ませるから」

「な、なにを済ませるつもりなの？」

　いったいどんな想像をしているのか、かなみは顔を赤く染めている。

　かまわずに彼女を連れて行き、校舎を出て、とりあえず体育館の裏手までやってきた。別にどこでもよかったけど、ここなら人は来ないだろう。

「もう、せっかく今日まで無遅刻無欠席で来たのに」

「ごめん」

「脱衣場で変質者に襲われた翌日にも、ちゃんと時間どおりに起きて登校したのよ」

「そ、それは素晴らしいですね」

　ちくちくと俺を攻撃することは忘れない子だなー。

「うちは時間にうるさいのよ、知ってるでしょ。生徒の手本にならなきゃいけない生徒会長が遅刻なんて、シャレにならないわ」

「一回の遅刻で信頼を失うほど鳴なる神かみの立場はもろくないだろ。うちのマツリなんて、鳴神と話すだけで絶頂に達しそうなほど嬉うれしいとか言ってたぞ」

「そういう喜ばれ方は、ちょっと微妙ね……」

　かなみは複雑な顔をして、小さく首を振った。まあ、過剰なファンには困ってるんだろうな。

「そういえば、神堂君はどうして今日はギリギリだったの？　毎朝、可愛かわいいメイドさんに起こしてもらってるんでしょ？」

「いや、マツリは朝が弱いから自分で起きてる」

　そのうち、俺がマツリを起こすようになるんじゃないだろうか。

「それと、実は今日は起きてない。いや、寝てないって言うべきだな。夜中から出かけてたから」

「へえ、誰だれに夜ばいをかけてたの？」

「女の子がそういう言葉を使うべきじゃないかと……」

　と言いつつ、恐ろしく冷たいかなみの視線から顔を背そむけてしまう。

「そ、そうじゃなくて……ハルカさんを捜してたんだよ」

「ふーん、ハルカさんに夜ばいをかけようとしてたわけ」

「夜ばいから離れてくれ。あー、確かにハルカさんの部屋に忍び込もうとはしたけど」

「ちょっと、そこを動かないでね。今、警備の人たちを呼ぶから」

「わーっ、ちょっと！　話を聞いてくれ！」

　かなみが本当にケータイを取り出したので、俺おれは慌あわてて彼女を止める。

「大丈夫、話せばわかる。えーとさ、ハルカさんに用があったんだけど、ケータイの番号も知らないし、二人だけで会いたかったからこっそり女子寮に忍び込んだだけなんだよ」

「あなた、自爆が趣味なの？」

　やばい、すげぇ凍るような目で睨にらまれてる。

　自爆にはそこそこ男のロマンを感じるけれど、もちろん趣味ではない。今は事実をありのままに話したほうがいいと思っただけだ。

「一度では懲こりずに二度も女子寮に入り込んでたなんて……」

　正確に言うと、『神人一体ホーリイ・ワン』を使って行ったときを含めて三度目だった。もちろん、その事実は秘めておくことにする。

「本当に悪かったと思ってる。でも、女子寮に行ったのにはちゃんと理由があったんだよ。後ろめたいこともしてない」

「女子寮に忍び込むのは後ろめたくなかったの？　面白いことを言うわね、神しん堂どう君。よかったら、あなたの顔も面白くしてあげようか？」

　かなみは、拳こぶしを固く握りしめて睨んできた。電撃ではなく、鉄てつ拳けんでなければ今の怒りを表現できないらしい。

　もちろん、マゾでない俺は殴られたくないので経緯を最初から語った。ハルカが特殊なヒメ神ガミであると知ったこと、彼女が俺に憎まれるために本気でかなみの命を狙ねらっていることを。そして、貴き理りがハルカを捕らえるために動き出したことも、妹の敵に回る覚悟を決めたことも、すべて話した。

「鳴なる神かみは、自分の身の心配はしなくていい。今もすぐ近くに貴理がつけた護衛がいるはずだ」

「別に、そんなことはどうでもいいわ」

「よくはないだろ」

　これまでも自分の命を狙っている相手と同じ学校に通い、同じ寮に住んでいたことが異常だったんだ。

「神堂君がどう思うかは自由よ。ただ、あなたはハルカさんを捕まえるのにも反対してるのね？」

「そりゃあ当然だよ。貴理は、たぶんマジでハルカさんを幽ゆう閉へいする気だ。いくらなんでも、話し合いもせずにそれはないだろ」

「あなたは、その話し合いをするために女子寮に忍び込んだってわけね」

　俺は、小さくため息をつく。ようやくわかってくれたようだ。

「ハルカさん、いなかったでしょ？　あの人、校内のあちこちに隠れ家がを造ってるみたいね。そこで寝起きしてるから、あまり寮には近寄らないの。授業もちゃんと出てないみたいだしね」

「げっ、そうなのか」

　女子寮のハルカの部屋にはいなかったから、どこかをうろついているのかと思って、一晩中校内を捜し回ったのに。

　桃もも女じよのバカみたいに広い敷地内で、その隠れ家がとやらを見つけ出すのはキツそうだ。ハルカのことだから、防犯カメラの死角になっている場所にあるんだろう。もっとも、貴き理りに逆らってしまった以上、カメラの記録を見せてもらうこともできないけど。

「ずいぶん無駄な努力をしたみたいね。おまけに遅刻だけは避けたのに、結局こんなところで無駄な話をしてるし。もう、あなたの存在が無駄と言っても過言ではないわね」

「いえ、さすがに過言だと思います」

「それで？　あたしへの話は、それでおしまいなの？」

「ここからが本題だよ」

　かなみは、まったく怯おびえた様子を見せない。命を狙ねらわれるってことに現実味を感じないのかもしれない。何度となくハルカに襲われて、麻ま痺ひしているのかもしれないが……。

　だけど、これだけは彼女に言っておかないといけない。

「鳴なる神かみ、ハルカさんは必ず俺おれが止めてみせる。でも、俺だけじゃダメだ。君が協力してくれないと、どうにもならない」

「……つまり、あなたはハルカさんのために、貴理さんの敵に回るってわけね。それが一番重要ってことね」

「ん？　まあ、そうなる……かな？」

「あなただって命いのち懸がけになるかもしれないわ。そこまでする理由は、あるの？」

「どうかな……」

　ハルカのために、俺が行動する理由があるかどうか。たぶん、命を懸かけるほどの理由はない。彼女のことなんて、まだ全然知らない。

「でも、間違ったことが起きようとしてることは確かだ。それを止めずに見ているわけにもいかないだろ」

「正しいか間違ってるかなんて、どうでもいいわ。そうやって、優しさを誰だれにでも振りまくのはやめたら？　あなたが誰かに優しくすることで、他の誰かが傷つくかもって、考えないの？」

「貴理のことか？　今回のことは、あいつが間違ってるんだから――」

「そうじゃないわよ！」

　突然の怒鳴り声に、俺は驚くよりもあ然としてしまう。

　いや、それだけじゃない。

　鳴神かなみの目には、うっすらと涙すら浮かんでいる。おい、なんでここでかなみが泣くんだ？

「嘘うそでもいいから、あたしを守るとか言ったらどう？　ハルカさんを捜すんじゃなくて、あたしを守ろうって考えなかったの？」

「それは……でも、結果的には」

「結果的に、あたしも守ることになるって？　ついでみたいに助けられたって……そんなこと、望んでないわよ」

「鳴なる神かみ……？」

　かなみが握りしめた拳こぶしが、わずかに震ふるえている。

　いったいどうして、彼女はこんなにも――

「結局、あのときもそうだったのね。相手が誰だれか、なんてあなたには問題じゃない。神しん堂どう君にとっては、他の人はみんな平等なんでしょうね。そうか、それなら頷うなずける話だわ。あなたには、楽園ハーレムだって作れるかもしれないわね」

「鳴神、ちょっと待ってくれ。なにを言われてるのか……」

　さっぱりわからない。

　あのときってなんだ？

　かなみを守ることを第一に考えなかったことは、確かにどうかしていた。

　だけど、俺おれを嫌っていて、プライドの高いかなみが、守ってもらえないことで怒るなんて、思いもしなかった。

「特別に誰かを大事にしないのなら。みんなを大事にするのなら。女の子を何人も、平等に好きになれるなら……あなたは、ヒメ神ガミ全員を自分のものにできるわ、きっと」

　かなみはそう言うと、踵きびすを返して、さっさと歩き始めた。

　俺は、慌あわてて彼女の後を追う。

「鳴神！」

　意外なことに、かなみは俺の呼びかけにぴたりと足を止めた。

「あなたの好きにすればいい。でも、ハルカさんは強いわよ。あの人って、小さい頃ころから身を守る訓練を受けてきてるらしいわ。その上、ヒメ神としての力があるわけだからね。いくら神堂君が少々鍛きたえていても、手に負おえないんじゃないの？」

「確かに……正面からぶつかったらまず勝ち目はないな」

　彼女の剣の腕前を目の当たりにしている。どれだけ危険な相手なのか、充分すぎるほどわかっているけれど……。

「それより、さっき鳴神が言ったことは――」

「うるさい、黙って聞いて。一つ教えてあげる。実はね、昨日の夜、ハルカさんがあたしの部屋に来たの。たぶん、あなたと別れてすぐに来たんじゃないかしら」

「えっ、な、なにをしに……？」

「もちろん、宣戦布告よ。ただし――」

　かなみは振り返り、小さく苦笑いを浮かべた。もう涙は浮かんでいなかった。

「新入生歓迎パーティが終わるまで待ってくれるらしいわ。今、あたしが死んだらパーティどころじゃないからね。みんな楽しみにしてるんだから、パーティを潰つぶすのは気が引けるらしいわ」

「……ハルカさんって、人から恨まれるのが好きなんじゃないのか？」

「今は、神しん堂どう君にさえ恨まれればいいんじゃないの。でもまあ、あたしにとってもありがたいことだわ。途中で仕事を投げ出したくないからね」

　かなみはそう言って、再び校舎のほうに向かって歩き出す。そして、また立ち止まった。

「そうそう。澪みおさんから聞いたわ。パーティで手料理を振る舞うのよね？」

「……ああ。例の大衆料理を他のみんなにも食べてもらいたいとかで、頼まれたんだよ」

　料理を食べてもらうこと自体は、こちらとしても問題ない。お嬢様たちもいつか社会に戻っていくのだから、庶民の料理を食べておくのもいいだろう。

　ただ、いくら生徒が少ないっていっても、みんなに振る舞うとなればけっこうな量になる。マツリをこき使うとしても、かなりキツそうだ。

「まったく、突然言われても困るのよね。もう予算は決まってるのに」

「いやでも、料理どころじゃないかも……」

「澪さんの頼み事をはねつけると、後が怖いわよ。せいぜい頑張ることね。それだけはやらせてあげるから」

「それだけ？」

　俺おれが聞き返すと、かなみは一つ頷うなずいた。

「悪いけど、あなたはクビ。もうパーティの準備は手伝わなくていいわ」

「…………」

　どうやら、相当にかなみは怒っているらしい。食い下がってもいいのだけど、彼女は俺の話を聞いてくれる感じでもない。

　だったら、せめて――

「鳴なる神かみ、あのさ」

「なに？」

　彼女がなにを考えてるのか、よくわからない。訊きいても教えてもらえそうにもない。

　だから、答えてもらえそうな問いを、俺は口にした。

「今度は、鳴神にもたくさん食べてもらえるかな？」

　かなみは答えずに、なにか考え込むような顔をした。俺と彼女の間を、さあっと風が吹き抜けていく。

「そうね……あたしが生きていたらね」





　教室に戻っていくかなみの姿を見送って、俺は一人で体育館裏に残った。

　生きていたら、だって？

　バカを言え、死なれてたまるか。

　楽園ハーレムを作るのも、人を騙だますのも、よくはないけど、どうしても必要があるというならやってやる。

　だけど――

　人が死んだり、どこかに閉じこめたりなんて、あり得ない。許せない。

　そう思える自分がここにいる。神しん堂どう祐ゆう貴きは、そんなことを許せる人間じゃない。

　かなみやハルカとはまだ出会ったばかりとはいえ、そんなことは関係ない。彼女たちが通りすがりに出会っただけの人だったとしても、放ほうっておくのは寝覚めが悪いだろう。

　俺おれが動く理由は――充分にあるんだよ。

「旦だん那なーっ、なにしてんですか」

　マツリが、ぱたぱたと小動物じみた動きで走り寄ってくる。

「旦那が授業サボっちゃうと、ウチが怒られちゃうんですけど！　お守もり役も楽じゃないっつーか、特別手当がほしい！　お金を貯ためて、メイドをやめて、暖だん炉ろのある白いお家うちに住む野望に近づきたい！」

「おまえ、そんな野望持ってたのか……」

　マツリだって、一生メイドでいるわけにもいかないんだろうけど。

「そりゃあ、大なり小なり誰だれだって野望くらい持ってるっすよ。旦那の専属になってお手当が増えて、夢に近づきましたしね。権力も増えましたし、メイド長にだってなれるかもしれません」

「マツリは楽しそうだな……ちなみに、どんな権力を手に入れたんだ？」

「えーっと、お嬢専属以外のメイドへの命令権。食材とかお茶とか、自由に注文できるようになりましたし、あとはＧガールズ以外の警備部隊を動かせるようになりました。主に旦那の護衛用ですけど」

「……俺に護衛なんてついてるか？」

　かなみにはついているようだったけど、少なくとも俺の周りでそんな気配がしたことはなかった。

「旦那に直でついてるわけじゃないっす。お屋敷と学校の警備部隊がいれば、旦那を守ることにもなりますからね。必要だったらいつでも護衛はつけられますよ。ウチは、旦那の身が危険になったら、真っ先に逃げますけどね」

「……素晴らしい忠誠心だな」

　もちろん、マツリは逃げてかまわない。

　どちらかといえば、盾になられたりすると困ると思う。俺のために誰かが死んだりケガをするのは、最悪を通り越してる。

「……ん？　おまえ、他のメイドを動かせるって言ったな？」

「あい、でも一晩に何人もなんて、健康にあまりよくないっすよ」

「んなこと命じないっつーの」

　夜よ伽とぎを頼むなら、とっくにやってもらってる。あいにく、俺はそんなやり方で女の子をどうこうしようなんて、少しも思わない。

「そうじゃなくて、パーティで手伝ってもらいたいことがある。当日、手が空あいてるメイドがいたら何人か連れてきてくれ」

「ラジャーです」

　マツリは、びしっと敬礼しながら答える。こんなメイドだけど、言っておけばやることはやるから大丈夫だろう。

「それと、もう一つ。警備部隊にも話をつけられるんだよな？　ちょっと、手に入れてもらいたいものがある」

「ほい？」

　マツリは敬礼したまま、きょとんとした顔になる。

　かなみがなにを言っているのか、彼女のためにどうすればいいのか、俺おれにはまだわからない。

　わからないのなら――できることをやるしかないよな。



    

  
    
      
５章　パーティの夜に



　新入生歓迎パーティ当日――

　夕方近くになって、ホールには女子生徒たちが次々に集まってきた。みんな、色鮮やかなドレスで着飾り、飲み物を手に楽しそうに話している。教師陣や校内で働く職員の皆さんまでドレスアップして参加しているようだ。

　ホールの隅っこで女の子たちのドレス姿を堪たん能のうしていると――

「祐ゆう貴き、なにをぼーっとしてんだよ？」

「わっ」

　肩を叩たたかれ、振り向くと、そこには澪みおが立っていた。

　彼女もドレス姿で、胸元が開いてるわけでもないのに、自己主張の激しい大きな二つのふくらみが目立っている。うーむ、澪のスタイルで身体からだに密着したドレスを着るのは反則だな……。

「こらこら、そこまでまじまじと見られると、さすがのわたしもちょっと恥ずかしいよ」

「あ、うん、ごめん」

　言い訳もできないので、俺は素直に謝る。

「もっと胸元が開いてるやつにしようかと思ったんだけど、強引に手を突っ込んで揉もむのも楽しいでしょ？」

「誰だれに言ってるんだ、誰に!?」

　揉もむ予定なんかないんだから、胸元が開いてるほうがよかったよ。

「なんだ、揉まないのか。祐ゆう貴き、今日は頑張ってくれたみたいだから、それくらいのご褒ほう美びはあげてもよかったのに」

　そう言って、澪みおは会場に料理を運び込んでいるメイドたちのほうを見る。いかにも高級そうな料理に交じって、餃子ぎようざだの焼きそばだのが運ばれているのが、とてつもなく違和感がある。本職のシェフたちが怒らないだろうか。

「さすがに今回は量が多かったから、マツリと他のメイドさんたちにも手伝ってもらったんだよ。頑張ったのは、彼女たちも同じだ」

「メイドさんたちにも、わたしの乳を揉ませろと？」

「そこから離れろ！」

　澪は、自分の胸の価値をいまいちわかってないんじゃないかな……。

「なんだ、つまらないなあ。揉んでもらうと大きくなるっていうから、試してみたかったのに」

「まだ大きくしたいのかよ」

　そして、どこまで俺おれの煩ぼん悩のうを刺激したら気が済むのか。

「でもまあ、ご褒美は食べてみてからでもいいか。まずはパーティを楽しまないとね」



    

  
    
      



    

  
    
      「そうしてくれ……って、なんだ？」

　なぜか、澪みおが俺おれをじーっと見つめている。

「いや、今日はみんなおめかししてるのに、祐ゆう貴きは普段のままなんだと思って」

「おめかししても、男前になるわけでもなし」

　俺は、いつもどおりの制服姿だ。一応、マツリが新内閣発足みたいな燕えん尾び服ふくを用意してくれたけど、とても着る気になれなかった。ただでさえパーティなんて苦手なのに、あんなもの着たら息苦しくてかなわない。

「なーんだ、もったいない。今日はみんな浮かれてるし、ちょっと格好つければ、二、三人くらいお持ち帰りできるのに」

「俺を性欲の塊かたまりとでも思ってるのか!?」

　だいたい、どこに持ち帰るんだよ。貴き理りがいる屋敷に、女の子を連れ込む勇気はないぞ。

「まあ、祐貴が持ち帰りたいのは、あのお姫様かな？」

「…………」

　澪が指さしたほうを見る。そこには、鳴なる神かみかなみがいた。

　彼女は胸元の開いたドレスを着て、きちんとメイクもしているようだ。右手の指には、いつものトパーズの指輪が光っている。

　かなみは、あちこちの女の子たちに挨あい拶さつしつつ、パーティのスタッフに指示も出しているようだ。あちらは、なかなかパーティを楽しむというわけにもいかないらしい。

「祐貴、会長のお手伝いをクビになったって？」

「よく知ってるなあ……」

　ちょっと変わったことがあればあっという間に校内中に知れ渡るのは、なんとかならないものか。

「ここは、狭せまい社会だからね。それに女の子は噂うわさ話ばなしが好きなもんだよ」

「お嬢様だろうと、そういうところは普通の女の子と変わらないか」

　一応、俺は目立つらしいし、毎日かなみの仕事を手伝っていたのに、唐突に黄おう玉ぎよくの館やかたに通うのをやめちゃったもんなあ。そりゃ、クビになったこともバレるよな。

「わたしならともかく、会長を襲っちゃったらまずいよ。放課後に二人きりだから興奮するのもわかるけど、きちんと段階を踏んで、ちゅーから――」

「なにもしてないって！」

「ええっ！　祐貴が会長襲ったことは、既すでに事実になってるよ！　校内のみんなが知ってるよ！」

「なんでだよ！」

「わたしが、みんなにそう説明したから」

　澪は、しれっとした口く調ちようで言った。

　この女、なんてことをしやがる……。連合のリーダーのお言葉なら信頼度も高いだろうし、すぐに広まったことだろう……。

「結果オーライじゃない？　今度、祐ゆう貴きに襲ってもらえるのは誰だれだろうって、話題沸騰だよ。みんな盛り上がってるよ」

「その反応もおかしい！　おかしいよ！」

　本当に襲っても大丈夫なのか、試してやろうか、まったく。そんな度胸はないけどさ。

「うーん、やっぱり祐貴はヨソの学校から来たからかなあ。いろいろと、ズレがあるみたいだね」

「一応言っとくけど、世間一般とのズレが大きいのはここの子たちだからな」

「そうか、わたしたちもシャバに戻る前にその辺を学習しておかないとね。とりあえず、ずっとここにいるわけにもいかないから、ちょっと挨あい拶さつ回りとかしてくるよ」

「ああ、好きにしてくれ」

　俺おれは投げやりになって、澪みおに手を振る。

「こっちも一応言っておくけど、会長とケンカしたなら、さっさと仲直りしたほうがいいと思うよ。あの人、あれで物わかりは悪くないから」

「……わかってるよ」

　俺が頷うなずくと、澪はにっこり笑って、友人らしき女の子たちのところへ行った。

　澪もだいぶおかしいけど、基本的にはいい奴やつなんだよな。かなみも、同じヒメ神ガミなんだし、澪と友達になればいいのに。

「おーやおや、旦だん那な。振られちゃいました？」

　澪が離れるのを待っていたようなタイミングで、マツリが近寄ってくる。彼女はドレスでも制服でもなく、メイド服姿だ。

「俺はモテないんだよ。それより、料理は全部運び終えたのか？」

「あいあい、滞とどこおりなく終わりましたよ。後は、食べてもらうだけっすね」

　マツリはにやりと笑って、なぜか敬礼する。

「アレもやっておいてくれたか？」

「もちろん、これでもマツリはプロのメイドですから。いやー、旦那もやっとメイドに命令することを覚えてくれて、面倒なような嬉うれしいような気持ちですよ」

「今回だけ特別だよ」

　パーティの準備の仕事から外されたんだから、仕方ない。このパーティ会場で、やっておかなければならないことがあった。

　料理の手伝いと、警備部隊へのちょっとした依頼。実はさらにもう一つ、マツリには頼み事をしてあった。人使いが荒くて悪いとは思ったけれど、ちゃんとやってくれたのなら安心だ。

　後は、待つだけだな――





　午後六時になって、パーティが始まった。

　生徒会長の挨あい拶さつに始まって、新入生代表、学園のオーナーである貴き理りが次々にステージに立ち、当たり障さわりのないスピーチが続いた。正直、面白くもなんともないけど、こういうのは儀式として必要なんだろう。

　挨拶のラッシュが終わると、歓談の時間になった。立食形式の気取らないパーティなのがありがたい。

　澪みおとその友人たちは、さっそく俺おれが作った料理が並べられたテーブルに群がり、楽しそうに料理をつついている。彼女たちの様子に興味を引かれたのか、他の生徒たちも集まり始めている。食べてもらえるのは嬉うれしいけど、あんなに大勢集まると足りなくなるんじゃないかな。

「シェフー、楽しんでますかー」

「今度はシェフかよ」

　脳天気な顔で、またマツリが近寄ってきた。仕事も終わったので、今は生徒として参加しているらしい。料理が山盛りにされた皿と、飲み物で両手が塞ふさがっている。

「せっかくのパーティなんだから、楽しまないと損っすよ。今日はみんな開放的になってますし、高等部も中等部も参加してますから、年上から年下までよりどりみどり、いいとこ取りですよ。あっ、ウチは……まだ覚悟が決まってないから」

「なんの覚悟だ。アホなこと言ってないで、マツリも楽しんでこい。今日はもう仕事しなくていいから」

　そのつもりです、と元気よく答えて、マツリは料理のテーブルのほうへ歩いていった。少しだけとはいえ、パーティの準備に関かかわった人間として、楽しんでもらえるのは嬉しい。

　もっとも、俺のほうは楽しむどころじゃないけど。

　パーティが終わったら、本格的にハルカが動き出す。

　今日までの数日は、ハルカは一切姿を見せず、Ｇガールズに捕まった様子もなかったが、明日からはどうなることやら。

　貴理も普段どおりで、特に変わったところを見せないのが不気味だ。家でも学校でも、妹はハルカの名前すら口にしない。

　鳴なる神かみかなみは――ここ数日、俺と目を合わせようともしなかった。彼女が感情を爆発させたときの言葉を、何度も思い返してみた。かなみは、ついでのように守られるのを嫌がっていた。

　でも、たぶんそれだけじゃない。

　だけど、他に心当たりもない。

　いかん、こんな騒がしいところで考え直しても無駄だな。とりあえず、腹ごしらえだけはしておこう。

　近くのテーブルに、美う味まそうな寿す司しが並んでいる。他の料理よりはまだ馴な染じみがある食べ物だし、どれも新鮮なネタを使ってるみたいだ。スーパーのパック寿司さえ贅ぜい沢たくだったっていうのに、思えば遠くに来たもんだ。

　高いネタから食べることにして、大トロに箸はしを伸ばした。うーん、脂あぶらがのってて美う味まそうだ。

「いただきま――」

　不意に、周囲が真っ暗になった。

　あちこちから、女の子たちの甲かん高だかい悲鳴が上がり、ばたばたと大勢の人間が動き回っている音も聞こえてくる。

　おかしい、こんなサプライズイベントは予定されていなかったはず。

　そうなると――

　俺おれは、泣く泣く大トロを皿に戻して、走り出す。ホールの窓からかすかに月明かりが差し込んでいるので、完全な暗くら闇やみではない。すぐに、俺が作った餃子ぎようざが並べられたテーブルを見つけ出し、掛かっていたクロスをめくって、そこに隠していたものを手に取った。

　ＭＰ５――Ｇガールズも使っているサブマシンガンだ。マツリに頼んで、警備部隊から入手してもらったものだ。弾倉も装そう填てんして、すぐに撃てるようにしてある。パーティの開場前に、テーブルの下に隠してもらっておいたわけだ。今夜、使うことになるかどうかは、五分五分くらいだと思っていたが。

　既すでにハルカの腕前は見ている。普通に考えれば、日本刀よりは銃のほうに分があるだろうが、ヒメ神ガミである彼女に常識が通用するかは怪しいものだ。正直なところ、拳けん銃じゆうでは心こころ許もとない。ＭＰ５は精度が高いし、フルオートで撃てば牽けん制せいもしやすい。

　サブマシンガンの安全装置を確認したところで、突然光が見えた。ステージのところだけ、灯あかりがついている。そして――

「みなさん、お騒がせしてごめんなさい。ちょっとした見せ物を楽しんでいただこうと思いまして」

　ステージに、真っ黒なドレスを着た風かざ間まハルカが優雅に立っていた。彼女の手にはしっかりと日本刀が握られている。

「それではさっそくですが、始めさせていただきます」

　ハルカは妖あやしく微笑ほほえむと、日本刀をすらりと抜きはなった。女の子たちから歓声が上がる。本当に見せ物だと思っているのだろうけど、確かに剣を手にしたハルカの姿は凛り々りしく美しい。

　見とれている暇もなく、ふわりとハルカはステージから身を躍おどらせた。

　その着地点には――かなみの姿があった。ハルカが空に舞いながら振り下ろした刀を、かなみはドレスの裾すそを揺らしながらかわす。

「なかなか大胆ね、ハルカさん」

「あなたのドレスもなかなか大胆ですわ。思ったよりお胸が大きいのですね。そういう趣味のない私でも、ドキドキしてしまいます」

「なっ、なにを言ってるのよ！　神しん堂どう君じゃあるまいし、いやらしい！」

　凄すごくツッコミを入れたかったが、彼女たちの応酬をのんびり聞いてる場合でもない。

　俺おれはＭＰ５を構えたまま前に出て、射線を確保する。よし、この位置からなら問題ない。確認と同時にセレクターを単発にセットして、引き金を絞った。

　ぱん、ぱん、と乾いた音がしてハルカの足あし下もとに二発着弾した。既すでに照準は調整済み。このホール内なら、どこからどこを撃っても、ピンポイントで当てられる。

「あらあら……」

　ハルカは驚いた様子もなく、こっちを向いた。さらに、視線を横に動かして微笑ほほえむ。銃口を彼女に向けたまま、視線の先を見ると、そこには武装したＧガールズ三人を率いた軍ぐん曹そうがＭＰ５を構えていた。役者は揃そろったというわけだ。

　ホールから逃げ出す人間は一人もいない。みんな、パーティの余興だと思ってるようだ。実弾かどうかなんてわからないだろうけど、のんきなお嬢さんたちだなぁ。

「ふふ、みなさん、この事態を予測していたみたいですわね。Ｇガールズはともかく、祐ゆう貴きさんもいい読みですね」

「こういうこともあるかな、と思ったくらいだよ。本当に来るかどうかは、全然わからなかった」

　念のためにＭＰ５を隠しておいただけで、他にはなんの手も打っていない。軍曹たちもいる以上、この後どうしたものやら。

「仕方ありませんわね。すぐにケリをつけるつもりだったのですけど、面倒になってきました。ちょっと、仕切り直しといきましょう」

　ハルカは、胸元から小さな缶のようなものを取り出し、ピンを引き抜いて投げた。

　ちっ、閃せん光こう手しゆ榴りゆう弾だんか――

　バン、と爆発音が響くとともに光が溢あふれた。なにも見えなくなる直前、ハルカが駆け出すのが見えた。

「逃がすな！」

　軍曹の鋭い声が響く。Ｇガールズたちがばたばたと駆け出す音に続いて、ホールの扉が開く音も聞こえた。彼女たちは、対閃光手榴弾のフィルターを付けたゴーグルを装備していたようだ。準備が行き届いてることだな。

　こっちは、まだ目がくらんでいる。ハルカとＧガールズを追うべきなのだろうが――

「鳴なる神かみ、無事か？」

「神しん堂どう君……」

　かなみが、俺のすぐ後ろで魂たましいが抜けたような声でつぶやいた。閃光弾が爆発すると同時に、俺は彼女をかばえるポジションに移動していたのだ。

「仕切り直しとか言って、どさくさに紛まぎれて襲ってくるかもしれなかったからな」

「……意外に、疑うたぐり深いのね」

　まあね、と頷うなずいて、俺はハルカたちが出て行った扉に視線を向ける。とりあえず、彼女たちが戻ってくる様子もない。さしあたって、危機は去ったようだが……。

「兄にい様さま、私の敵に回るというのは本気だったようですね」

　どこにいたのか、貴き理りがＧガールズ数人を従えて近づいてくる。ちなみに貴理もドレス姿だ。色気はないが、なかなか可愛かわいらしい。笑っていればもっと可愛いのに、妹の顔は無表情だ。

「妹だろうと、間違ったことをしてるなら協力する筋合いもないだろ」

「困った兄にい様さまですね。せっかく、ここにはハルカさんを捕まえる罠わなをたくさん仕掛けておいたのに。すべて無駄になったじゃないですか」

　おっそろしい妹だ。

　この平和なパーティ会場にどんな罠を用意していたんだろう。スナイパーくらいは、どこかにいそうだが、地雷とか仕掛けてないだろうな。

「悪いけど、貴理が考えを変えないなら、俺おれは邪魔し続けるぞ。もうこうなったら、どんな手を使ってでもな」

　そう、また『王の声オーバーロード』を使うことになっても、やむをえない。

「残念です……兄様がそのつもりでしたら」

　貴理は、不意にすたすたとこちらに近づいてきた。俺はまだ構えたままだった銃を、思わず下げる。いくら敵対していても、銃口を妹に向けたくはない。

「悪い兄様ですね」

「え……」

　胸のところに、軽い衝撃が来た。貴理が身体からだをぶつけるようにして抱きついてきたのだ。

　妹の細い腕が俺の背中に回り――ふと、視界が大きく揺れた。

「…………っ!?」

　自分が自分でなくなるような不思議な違和感を覚えたのは、ほんの一瞬だけのこと。次の瞬間には、ホールの床に倒れた俺自身を見下ろしていた。

「あっ……！」

　思わず、小さな声を上げる。

　神人一体ホーリイ・ワン――

「貴理、おまえ……！」

『今は、兄様が貴理ですよ。あまり変なことを口走ると、貴理が誤解されるので気をつけてくださいね』

　頭の中に貴理の声が響く。

　また、俺は貴理の中に入ってしまったのか――

　会場は軽いパニックになりかけていた。俺が貴理に抱きつかれて、その上いきなりぶっ倒れてしまえば、そりゃみんな驚きもするだろう。

『とりあえず、ここから出ましょう。兄様の身体はＧガールズが運んでくれますよ』

　冗談じゃない。今はかなみを守らなければいけないし、ハルカのことも放ほうっておけない。

『無駄ですよ、貴理の身体ではマシンガンなんてとても撃てません。それに、神人一体はあくまで貴理の能力ですから。兄様がどんなに頑張っても、元には戻れませんよ』

　くそ……油断してた。禊みそぎもせずに、能力が使えたんだな。

『水浴びはまあ、気分を出すためのもので。神様を宿らせるわけでもないですから、手順を省はぶかせてもらいました』

　どうする気だ、貴き理り。

『どうするつもりもありません。貴理たちがここを出れば、後は澪みおさんあたりがどうにかこの場を収めてくれるでしょう。そうすれば――』

「神しん堂どう君！」

　かなみが、顔を真っ青にして、倒れた俺おれの身体からだに覆おおい被かぶさるようにしていた。

「ちょっ、ちょっと。なにをいきなり倒れてるのよ。答えなさいってば！」

　そういえば……魂たましいが抜けた俺の身体って、仮死状態になってるんじゃ……。

『呼吸も脈も弱いでしょうから、死んでるように見えるかもしれませんね』

　おまえ、なにを他人事みたいに……。

「返事をしなさい、神堂君！　まさか、ハルカさんにどこかやられてたの？　貴理さん、ぼーっとしてないで、こっちへ来て！」

「あ、ああ。はい」

　なぜ貴理を呼ぶのか――ああ、まあ倒れてる人間の身内を呼ぶ、というのはわからなくもない。

「神堂君、息してないのよ。こらっ、あなたはハルカさんを守るんじゃなかったの？　こんなところで倒れてる場合じゃないでしょ！」



    

  
    
      



    

  
    
      　かなみは、俺おれの耳元で叫び続けている。救命措置を行おうとしないあたり、本気で焦あせっているのかもしれない。

「まだ、あなたに謝ってもいないのに！　お礼も言ってないのに！　こんなところで死なれたら困るのよ！　あたしが死ぬならともかく、なんであなたがいきなり死ぬのよ！」

　謝る――というのは、この前俺に対してブチ切れたときのことだろうか。

　お礼を言われる理由は、見当もつかない。

　さっぱり、わからないが――

「貴き理り、俺を元に戻せ」

『嫌です』

　短く、きっぱりと妹は拒絶した。

『今の風かざ間まハルカは危険です。これ以上、兄にい様さまに関かかわってほしくありません』

「危険だから、だ。ハルカさんを止めて、鳴なる神かみを守らなきゃいけない。俺が、二人にとって運命の相手だって言うなら――」

　躊ちゆう躇ちよしている時間はない。俺は、すうっと息を吸い込んだ。

《貴理！　俺の身体からだを元に戻せ！》

　俺は命令を下すと同時に、倒れている神しん堂どう祐ゆう貴きの肩に触れた。視界がぐらりと揺れ、再び違和感に襲われる。

　この入れ替わりには、どうやっても慣れそうにないな……。

　そんなことを考えながら、目を開いたときには、かなみの顔が驚くほど近くにあった。

「し、神堂君……？」

「ごめん、もう大丈夫」

　俺は素早くそう言って立ち上がり、ＭＰ５を拾った。

　かなみは目を丸くしているが、周りがだいぶ騒ぎ始めている。さすがに見せ物にしては、展開がおかしすぎると気づいたんだろう。

　ああもう、こうなったらついでだ。やっちまおう。

《今のはなんでもありません！　気にしないでください！》

　こんなことに『王の声オーバーロード』を使うのもどうかと思うが、気にしないことにしよう。

　すーっと、波が引くようにしてざわめきが収まっていく。あっさりと、みんな「なんでもない」と思ってくれたようだ。こういう場合は有用だな、俺の能力は。

「貴理、すぐに戻ってくる。ここでおとなしく待っていてくれ」

「兄様……」

　貴理は、ホールにぺたんと座り込んで、呆ぼう然ぜんと俺を見上げている。

　自分に『王の声』を使われるとは思っていなかったんだろう。俺だって、実の妹を能力で従わせたくはなかったけれど……。許しを求めることも、後悔もしていられない。

　今は――行かせてもらう。

「ちょっと待って、神しん堂どう君。あなた、どうするつもりなの？」

　かなみはもう我に返ったのか、責めるような視線を向けてくる。あれだけドタバタと騒ぎを起こしておいて、一人で出て行こうとするのが気に入らないのかもしれない。

「もちろん、ハルカさんを追いかける。Ｇガールズに捕まる前に、こっちで確保しないと。俺おれがハルカさんを捕らえれば、このドタバタもひとまず収まるだろ。それで、鳴なる神かみの身も安全になるしな」

「ハルカさんのところか……それなら、あたしも一緒に行くわ」

「は？　いや、鳴神が行くのはまずいだろ」

　いったい、なにを言ってるんだ、この子は。

　ここにもＧガールズがいるし、罠わなが仕掛けてあるなら、このホールが一番安全だ。わざわざ、自分の命を狙ねらっている相手のところに出かけていく必要がどこにあるのか。

「あなた、ハルカさんを捕まえてどうするつもり？　ある意味、Ｇガールズに捕まるより危ないわ」

「別に下心なんてないって！」

　この状況で、ハルカにおかしなマネをするわけない。いくら彼女が美人でも、俺だって時と場所くらい選ぶ。

「まあ、それは半分冗談として」

「半分なのかよ」

「これは、あたしの問題なのよ。一人で行かれちゃたまらないわよ。今のがなんだったのか説明してほしいしね。それに……」

　かなみは、ドレスの肩ひもの位置を直しながら、小さく口を開いた。

「あたし、実はパーティなんて大嫌いなのよ」





　かなみは押し黙ったまま、俺の隣を歩いている。彼女はまったくの無警戒だ。

　こっちは、いつハルカが襲ってくるか、気が気ではないというのに。ＭＰ５を胸の前で持ち、いつでも射撃体勢に移れるようにしておく。当てるわけにもいかないから、適当に撃てないのも厄介だ。

　ホールから離れてしまうと、異様なくらいに周囲は静まりかえっていた。校内のほとんどの人間がホールに集まっているのだから当然か。

「ねえ、神堂君」

「はい」

　俺は彼女のほうを見ずに返事をする。

「さっき、あなたが倒れてたとき、貴き理りさんが変なことつぶやいてたのよね。元に戻せ、とかなんとか」

「うちの妹は変なんだ」

「なるほどね」

　流れるような会話だった。

「そういうあなたも、かなり変よ。いつの間にか死んだかと思ったら、今はぴんぴんしてるし。なんだったの、あれは？」

「うーん、残念ながら、俺おれもあまりまともじゃないのかも」

「それは知ってるわ」

　かなみは、なんでもないことのようにさらりと言った。

　あまり、知っていてほしくないことだな、うん。

　まともじゃなかったと言えば、かなみの取り乱し方もなかなかだった。なぜあそこまで焦あせっていたのか聞きたいところだが、人からは気絶してるように見えてたはずだから、つっこむわけにもいかない。

「俺にうろちょろされたくないから、貴き理りがなにか仕掛けたんだろ。見てのとおり、今は平気だからさ」

「そうね、よかったわ。あなたにトドメを刺すのはあたしだからね」

「……安心してもらえて嬉うれしいよ」

　俺はもしかして、自分を殺そうとしている人を守っているのか。どんなお人ひと好よしだ。

「ただ……どういうわけか、さっきの貴理さんを見てて、なにか引っかかったのよね。大事なことを見逃してるような」

「きっ、気のせいだと思う！」

　貴理の『神人一体ホーリイ・ワン』のことだけは、絶対にバレちゃいけない。知らないほうがいいこともあるのだし、かなみのためにも、俺の命のためにも秘密にしておかないと。いまわの際きわにでも、話すとしよう。

「まあ……今はそれどころじゃないわね。ハルカさんたちは、どこへ行ったのかしら」

「銃声はまったく聞こえないな」

　話題が変わったことに安あん堵どしつつ、俺は耳を澄すませてみる。まだＧガールズたちは撃ってないのか、それともよほど遠くに行ったのか。

「動きがないのが不気味だな。やっぱり、鳴なる神かみはホールに戻ったほうがいいよ。生徒会長の仕事もあるだろ？」

「言ったでしょ、パーティは嫌いだって。ドレスだって大嫌いなのよ。今すぐ脱いじゃいたいくらい」

「じゃあ、脱いだドレスは俺が預かるよ」

「ドレスじゃなくて、裸に興味を持ちなさい！」

　怒られた。

　裸に興味がある、なんて言ったらもっと怒るだろうに。

「まったく、あなたは……だいたい、まだ話があるのよ。戻るわけにはいかないわ」

「え」

　これ以上、さっきの神人一体ホーリイ・ワンのことをつっこまれたら、隠し通せるかどうか……。鳴なる神かみ、押しが強いからなあ。

「神しん堂どう君、大事なことを忘れてるでしょ。あたし、ずっとあなたを避けてたのよ」

「でも、今は普通に話してるじゃん」

　隣にいるのは、いつもどおりの怖い鳴神かなみだ。

「一応、さっきはあたしを守ってくれたわけだしね……直接話をすることを許すわ」

「君はお殿様か」

　お許しがないと話もできないって、どんだけ偉いんだよ。

「話ができるのは、ありがたいけどさ。鳴神は、この前どうしてあんなに――」

「八つ当たりよ。むかつくことがあったからね。神堂君は、意外にタフだし、あたしに当たられても簡単には壊れないから安心だわ」

「俺おれも微妙なお年とし頃ごろなんで……女の子に冷たくされると、それなりに傷つくんですが」

　むかつくことがあった、というのは事実だろう。なんのことかは、わからないが。

　でも、ただの八つ当たりにしては迫力があったというか……やっぱり、俺に対して怒っていたとしか思えない。

「あ」

「え？」

　かなみが、ぽかんと口を開けて、どこかを指さしている。彼女の指の先には――

　校舎の入り口が、ぶち壊されていた。

　正確に言うと、ドアがバラバラに斬きり刻きざまれていた。日本刀でドアを斬ったのか。時間が時間なので、入り口のドアは施錠されていたはずだが、彼女には鍵かぎなんて無意味だったらしい。

「とんでもないことするなぁ……」

「行ってみましょう」

「え？　ちょっと待った。ここまで連れてきといてなんだけど、やっぱおかしいって。なんでわざわざ自分を狙ねらってる人に近づいていくんだよ」

「狙われてるのは、あたしよ。Ｇガールズなんか、関係ないわ。知らないところで勝手に決着をつけられてたまるもんですか。なんなら、ハルカさんとＧガールズ、まとめて相手にしてやるわ。なめんなって感じよ」

「ま、ま、待てって！　なんでそんなに好戦的になってるの!?」

「パーティよりよっぽど面白そうだわ」

　かなみは、壊れたドアをまたいで、校舎の中に入っていく。俺は油断なくＭＰ５を構え、彼女の後を追いかける。

「鳴神、せめて俺の後ろに隠れてくれ」

「隠れる？　どうしてあたしが、コソコソ隠れなきゃいけないのよ。こっちは後ろめたいことなんてなにもないわ。命がほしければ、どこからでも来ればいいのよ」

「あ、あの、鳴なる神かみ？」

　なんだかわからんけど、またマジギレしてる。

　しかも、今度はかなりヤケになってるみたいだ。

　かなみは上うわ履ばきにはき替えて、ずんずん歩いていく。俺おれも上履きをはいて、彼女と並んで廊下を進み、階段を上る。

　校舎内に人の気配はなく、物音一つしない。入り口が壊されてるからって、ハルカがここにいるとは限らないが。

「鳴神、ストップ」

　三階まで上ったところで、俺は小声で鋭く言って、かなみを止まらせる。目配せして、廊下のほうを見るように促うながす。

「あ……」

　かなみも気づいたのを確認して、俺は足音を殺して廊下を進んだ。

　そこには、二人のＧガールズ兵士が倒れていた。手早く二人の呼吸と脈を調べる。うん、大丈夫だ、気を失ってるけど生きてる。やったのはハルカに違いないが、峰みね打うちで済ませてくれたのだろう。

「特に大きな外傷はなさそうだ。一発で気絶させられたのかもな」

「……それはいいけど、いつまでその人たちの身体からだをまさぐってるの？」

「まさぐってるって！　調べてるだけで、下心なんてない――」

　突然、立て続けに銃声が響き、とっさに俺はかなみの肩を抱いて、壁によりかかる。

「ちょっと、神しん堂どう君！　どこ触ってんの！」

「いやだから、こんなときに変なこと考えるわけないだろ！　いいから頭を下げて！」

　かなみに頭を下げさせ、俺はＭＰ５を構えて周囲を警戒する。銃声はかなり近かった。おそらく、ここから一つ上のフロア。そこで、Ｇガールズの残りとハルカが戦ってる。ここで倒れてるＧガールズたちはあっさりやられたようだし、これはまずいかも――

　かなみを背中にかばいながら警戒していると、すぐに銃声は聞こえなくなった。

　とにかくこの場を離れようと、かなみの手を掴つかもうとしたときに――異変は起こった。

　バリン、と廊下に甲かん高だかい音が響く。

「今度はなんだ!?」

「ふふ、今度は私です」

　そんなふざけた受け答えとともに、廊下の窓をぶち破って現れたのは、もちろんハルカだった。

「ど、どこから入ってくるんだよ。ここ、三階だぞ」

「あなたの声が聞こえましたので、頑張って壁を伝ってきたのですよ。ふふ、そういう驚いた顔は大好きです」

　最初に会ったときは木の上から現れたし、さっきもホールでサプライズを披露してくれたし、ハルカは人を驚かせるためなら苦労を厭いとわないらしい。

「あらら、わざわざかなみさんを連れてきてくださったんですか。ていうか、おバカなのではありませんか、お二人とも」

「俺おれもそう思うよ……」

「待って。神しん堂どう君と同じ扱いは心外だわ。これでもあたしは学年首席よ」

　いや、そんなことを力説する場面でもないと思う。

「まあ、なんでもいいですわ。こちらとしては手間が省はぶけて助かりましたし。では、さっそく仕事をさせていただきましょう」

　ハルカはにっこり笑って、日本刀をすらりと抜いた。磨き抜かれた刀身が、月明かりを受けて妖あやしく光る。

「ハルカさん！」

「はい、なんでしょう？」

　俺がＭＰ５を向けても、ハルカは動じる様子も見せず、笑顔のままだ。くそう、完全にナメられてる。

　俺は、かなみに後ろに下がるように手で合図する。彼女は素直に応じて、ゆっくりと数歩下がってくれた。とりあえずは、これでいい。

　あとは――目の前のこの厄介な人をなんとかしないと。

「もうわかってるだろう。うちの妹は君をとっつかまえようとしてる。しかも、その後はどこかに閉じこめてしまうつもりなんだよ」

「ええ、わかっています。貴き理りさんの立場でしたら、そうするのが当然でしょう」

「わかってるなら、鳴なる神かみを狙ねらうなんてバカなことはやめて、後のことは俺に任せてくれ。貴理は俺が説得してみせる。それで、なにもかも元通りにするから」

「嫌ですわ」

「…………」

「元通りになんてなりませんわ。祐ゆう貴きさん、あなたがここに来て状況は動いたのですよ。私はあなたの憎しみを必要としていますし、そのためにかなみさんの命を消さなければいけません」

　ハルカは、日本刀を持った手をだらりと下げたまま、じりじりと近づいてくる。

「貴理さんのことでしたら、むしろ私に任せてください。あの方の命はいりませんが、幽ゆう閉へいなんてバカなことをお考えにならないように、しつけをして差し上げましょう」

　ダメだ、これは……。

　もうハルカはこっちの話を聞くつもりなんてまったくなさそうだ。俺に憎まれること以外、なにも考えられなくなっている。

「ご安心くださいませ。祐貴さんには優しく峰みね打うちして差し上げますから。まあ、骨の二、三本は折れるかもしれませんが」

「…………っ！」

　ぞくりと背中が寒くなるような恐怖を感じると同時に、俺はＭＰ５を構えて引き金を絞っていた。

　当てるわけにはいかない――なんて、甘いことを考えている余裕はなかった。ハルカの足を狙ねらってＭＰ５を連射し、弾丸をばらまく。

　しかしハルカはそれを読んでいたのか、ジグザグに動きながらあっという間に距離を詰めてくる。サブマシンガンと刀。圧倒的にこっちが有利だったはずなのに、一瞬でその優位が崩れてしまう。

「あはははは！」

　ハルカは高笑いをしながら、俺おれの胴を狙って刀を一いつ閃せんさせてきた。足がもつれそうになりながら、後ろに下がってその一撃をかわし、今度は肩を狙ってＭＰ５を撃つ。

「ダメダメ、ダメですわ！　それでは当たっても私は止まりませんよ！」

「ちっ……！」

　銃弾はかすりもせずに、廊下のずっと先まで飛んでいった。ハルカはさらに刀を振り回してくる。つーか、めっちゃ速い！　こんなの当たったら折れるというより、骨が粉々に砕ける！

　俺はさらに下がって距離を取りながら、ＭＰ５を撃ち続け――

「って、おいっ!?」

　ＭＰ５が給弾不良ジヤムを起こしている。よりによってこんなときに！　俺は慌あわててボルトを引き、詰まった弾丸を排出する。

　そして、ＭＰ５を構え直したそのときに。

　真正面に、ハルカの笑顔を見た。

「まったく、ちょろちょろと、仕方のない人ですわね」

「うっ……！」

　だらり、と左手を生暖かいなにかが伝うのを感じた。ハルカがすぐそばにいるのがわかっているのに、彼女から目を離して左手を確認してしまう。

　血だ――

　左手の肘ひじの下辺りが制服ごと斬きられて、血がどくどくと噴き出している。痛みをほとんど感じないのは、あまりに切り口が鋭いせいか。

　いつ斬られたのかすらわからなかった……。

「大丈夫、その傷はまだまだ浅いですわ。ですが、あまりおイタをするようだと……手足の一本くらい斬り落としますわよ」

　脅おどしではないと、瞬時に理解して――理解してしまったら、身体からだが動かなくなってしまった。

　相手は、あまりにも圧倒的だ。

　母親にやらされたサバイバル訓練では、俺は狩る側の人間だった。やりたくもなかったけれど、銃を持たされて動物を狙っていた。

　だけど、今は逆の立場にいる。

　俺おれは、目の前にいるこの綺き麗れいな女の子に――命を握られてしまっているのだ。

「もう眠りなさい、祐ゆう貴きさん。目が覚めたら、すべて終わっていますから」

　ハルカが刀を振り上げるのが見えた。その大きすぎる動作は隙すきだらけだったが、引き金に掛けた指を動かすこともできない。

　ここまで、なのか――

「神しん堂どう君！　目をつぶりなさい！」

　突然の声に、俺の身体からだはとっさに反応する。

　目を閉じると同時に、なにかが床を転がってくる音がしたかと思うと――

　まぶたの向こうで、轟ごう音おんを響かせながら光が弾はじけた。





「こっちよ、早く！」

　かなみは俺の手を引いて、廊下を走っている。

　しっかり目を閉じていたのに、まだ目がチカチカしている。かなみが投げた閃せん光こう手しゆ榴りゆう弾だんは、思いっきり至近距離で炸さく裂れつしたらしい。

「ここでいいわね。入って」

　がらりとドアを開けた音がして、俺は背中を押された。まだまともに見えない目でも、そこが空あき教室であることがわかった。少しほこりっぽく、教室の後方にいくつか机と椅い子すが転がっている。

「そこの椅子に座って。ほら、腕を出しなさい。このケガ、けっこうひどいわよ」

　かなみは顔をしかめながら白いハンカチを取り出して、傷口に巻いてくれる。すぐに、ハンカチに血がにじみ出してきた。確かに、そこそこ傷は深いようだ……。

「まったく、危あやうくハルカさんに先を越されるところだったじゃない」

「どういう意味……？」

　まさか、マジで俺の命を狙ねらってらっしゃったんですか、鳴なる神かみさん。

「いや、でも助かった。ありがとう、鳴神。よくあそこで閃光弾を投げられたな」

「ホールでハルカさんが投げるのを見てたからね。Ｇガールズの人が同じ物を持ってると思って探したのよ。本物の手榴弾だったら、ハルカさんとあなたをまとめて片付けられたんだけどね」

　物騒なことを言いつつも、かなみは他に傷がないか調べてくれている。どうにも素直さに欠ける女の子だな。

「まあ、放ほうっておいても血は止まるでしょ。しばらくここに隠れておきましょう」

「いや、ここにいても見つかるのは時間の問題だ。鳴神はホールに戻って、貴き理りに保護してもらってくれ。俺はもう一度ハルカさんを――」

「もうやめて」

「え……？」

　かなみは真剣な目を向けてきて、俺おれの腕に巻いたハンカチにそっと手を添えてくる。

「神しん堂どう君、あなたはもう戦えないわ。自分でもそれはわかってるでしょ？」

「…………」

　そうだ、確かに俺はハルカに怯おびえてしまっていた。

　身体からだが動かなくなってしまうほどに……。

「怖がるのは恥ずかしいことじゃないわ。ハルカさんは恐ろしい人よ。いくらあなたが鍛きたえてたって、かなう相手じゃない。今度は本当に腕を斬きり落とされるわよ」

「それは……」

　反論しかけて、俺は口をつぐむ。かなみの言うとおりだ。ハルカは間違いなく腕の切断くらいやってのけるだろう。斬り落とした後で、笑みさえ浮かべるに違いない。

「あたしのために戦ってくれてありがとう。でも、もういいのよ」

　今のが一番驚いた。

　かなみが、こんなに素直に俺に礼を言うなんて……。俺はありがたがられることなんて、一つもしていないのに。

「…………っ！」

　またもや、唐突に銃声が響いた。断続的に聞こえてくるその音は、ＭＰ５の発砲音だ。Ｇガールズの生き残りがまだハルカを追いかけているのか……。

　ハルカが取り押さえられてしまう可能性はゼロじゃないが、今から駆けつけるわけにもいかない。わざわざやられにいくようなものだ。

「……あ、聞こえなくなったわね。決着、ついたのかしら」

「たぶん……」

　正直なところ、Ｇガールズが勝ったとは思えない。となると――

「ハルカさん、すぐにでもここに来るかもしれないわね」

「……かもな」

「やれやれね」

　かなみは小さくため息をついて、近くの机を引き寄せた。ほこりを払い、その上に腰掛ける。しかも膝ひざを立てたので、ドレスの長いスカートの裾すそがめくれて、下着はかろうじて見えないが、大変な状態になっている。お嬢様らしからぬ行儀の悪さだ。

「行儀が悪いって思ったでしょう？」

「えっ」

「神堂君って、けっこう思ったことが顔に出るのよね。それじゃあ、社会に出て苦労するわよ」

「澪みおといい、みんな、俺の就職のことを気にしてくれるんだなぁ……」

　マイナス面より、素直さを評価してほしいもんだ。

「あたしは、顔に出ないように苦労してるのよ」

「鳴なる神かみは、ある意味では素直だと思う……」

　これだけ思いのままに毒どく舌ぜつを吐いてるんだからなー。

「そういうことじゃないの。顔、というか表に出ないようにしてるのよ。自分の育ちの悪さをね」

「育ち？」

　かなみは、クセのある髪をいじりながら、視線をさ迷わせた。それからすぐに一つ頷うなずいて、こちらをまっすぐ見み据すえてきた。

「こうなったらもう、誰だれかに話す機会なんて来ないかもしれない。だから今のうちに話しておくわ」

「なにを……？」

　かなみは、くすりと微笑ほほえんだ。

「桃もも女じよの生徒は誰も知らないでしょうね。あたしはね、中学までは普通に公立に通って、母親と二人で小さなアパートで暮らしてたのよ」

「え？　君は鳴なる神かみ家けの娘……っていうか、後継ぎなんだろ？」

　お嬢ぞろいの桃女でも、特に血統のいい女の子という話だったはず。

「それは間違いないわ。ただ、父親は鳴神家の当主だけど、母親は愛人ですらなくて、単なる遊びの相手だったの。でも、なにを思ったのか、母は遊ばれたと知ってたくせに、あたしを産んだのよ」

「…………」



    

  
    
      



    

  
    
      　俺おれは、なにも言えなくなってしまった。

　ありがちといえばありがちな話だけど、目の前で言われるとなかなかヘビーだ。生まれてきたことに価値があるんだよ、とか適当なことを言ったら電撃だろうし。

「中三のときに母が事故で死んじゃったの。父親は他に子供がいなかったこともあって、あたしを引き取ったのよ。おまけに後継者にされちゃったものだから、親しん戚せきたちが納得しなかったのもわかるでしょ？」

「それで君の命が狙ねらわれたわけか……」

　だからといって、殺そうとするのは極端だと思う。鳴なる神かみの名前にそこまでする価値があるってことなんだろうけど、俺には理解できない。

「うちの父親は、別になにも考えてないのよ。ただ単に、当主である自分の子供に継がせればなんの問題もないだろう、くらいに思ってるんじゃないかしら。そのためだけに、あたしを引き取ったのよ」

　人の親のことを悪く言いたくないけど、いい加減だな……。

　もし他に正妻の子供がいれば、ほったらかしだったんじゃないのか。かなみみたいな可愛かわいい娘を放ほうっておくなんて、信じられない。

「あたしは父親の期待に応こたえようと思ったわ。他にやりたいことがあったわけでもないし、流されるままにってわけだけど」

「…………」

「桃もも女じよの高等部に入学するまでの短い間に、必死に勉強したのよ。どうやったらお嬢様に見えるか、鳴神家の後継者にふさわしいかとかね。元々勉強はできたし、自分で言うのもなんだけど、器用になんでもこなせるタイプだったから、今のところは上う手まくいってるわね。でも、いつ化けの皮が剥はがれるか、わかったものじゃないわ」

　かなみは小さく笑って肩をすくめた。

　なんとなく、その姿がやけに小さく見える。

　かなみがただ流されたとしても、それは誰だれにも責められないと思う。

　彼女が優秀であっても、まだ中学生なら仕方ないことだ。どこかヤケになっているようにも思えるが、少なくとも彼女は自分の置かれた状況を理解して、その中で最大限できることをやろうとした。

　それは、充分すぎるくらい立派なことだと思う……。

「正直ね、神しん堂どう君の料理を食べたときは泣きそうになったわ。ああ、懐かしい味だなあって。今はもう桃女で出る料理にも慣れたけど、あたしが育った下町の味によく似てたわ」

　口に合わないから、あのときすぐに箸はしを置いたのかと思っていた。実際は、口に合いすぎたってところか……。

「こんなお嬢様ごっこはやめにして、元の生活に戻りたいとすら思ったわよ。危ないところだったわ。どうしてくれるの、あたしの努力があそこで水の泡になってたら」

「えっ、あれ？　俺が悪いの？」

「あなたが悪い」

　そう言って、かなみはにこっと笑った。いい笑顔だった。

「あたしはね、ヒメ神ガミとかどうでもよかったのよ。鳴なる神かみ家け令嬢になるのに必死だったからね。はっきり言って、今でもどうでもいいんだけど。ううん、本当はなにもかもどうでもいいのよ。ここにいるのは、本当のあたしじゃない。桃もも女じよのみんなを騙だまして、お嬢様のフリをしているだけの、偽にせ者ものよ」

「…………」

　ヒメ神は女神を目指すもの、らしい。

　だけど、かなみは女神ではなく、まずお嬢様にならなければならなかった。そのお嬢様としてのかなみすら、演技でしかないっていうのか。

「だけど、どうしてそれを俺おれに？　もちろん誰だれにも言わないけどさ」

「あなたは、あたしと立場が似てるわ。普通に暮らしてたのに、いきなり桃女みたいなところに放ほうり込まれたところとかね。神しん堂どう君なら、あたしの気持ちをわかってくれるんじゃない？」

「うん……少しは、わかると思う。俺は、鳴神みたいな努力はしてないけどね」

　俺がそう言うと、かなみは「そうね」と頷うなずいた。

「それに、もう殺されるかもしれないでしょ。ずっと秘密にしててストレスたまってたんだもの。誰かに話しておきたかったのよ」

　かなみは、ふっと視線を逸そらした。

「それに生き残った場合も、神堂君なら口封じができるからね。いいえ、むしろ口封じしてやりたいわ」

「ただ俺を殺したがってるだけじゃないの!?」

　ハルカがかなみを狙ねらい、かなみが俺を狙っているのか……嫌な連鎖だ。

　俺が怯おびえていると、かなみはふわりと表情を和やわらげた。

「聞いてもらえてよかったわ。少しすっきりしたわ」

「あー……それはよかった」

　いまいち、納得できないが。

「それにしても……ハルカさん、遅いわね」

「案外、まだＧガールズの追っ手がついてるのかもな」

　時間を稼いでもらえるならありがたい。こっちはまだ血も止まっていないし……。

　なにより――もっとかなみの話を聞きたかった。

　俺がかなみの目を見つめると、彼女はこくんと頷いた。

「もう話すことはあまりないけど……そうね、お嬢にされる前のことくらいかしら。そっちもろくなものじゃなかったけどね」

　かなみは、小さく笑って、そう言った。

「あたしは小さい頃ころからヒメ神だったのよ。電撃の力は昔から使えたし、変に目立っちゃう子だった。でも、父や親しん戚せきたちはあたしたち母娘おやこが目立つことを凄すごく嫌ったの。だから、あたしたちは息を潜ひそめるようにして生活してたわ。自分で言うのもなんだけど、外見だけでも充分に目立つからね。野や暮ぼったい髪型にして、伊だ達て眼鏡めがねを掛けて、勉強や運動も上位に入らないように気をつけてたの」

　俺おれは呆ぼう然ぜんとかなみの姿を見つめる。

　かなみは優秀で、こんなに綺き麗れいなのに。ずっと、なにもかも隠して生きてきたのか。

　桃もも女じよでも、桃女に来る前も。

「友達もいなかったし、もちろん彼氏なんているわけない。好きな男の子くらいはいたけど、あの人とも……そう、たった一度しか話したことがなかったわね」

「…………」

　なんだろう、なぜか悔しい。彼女が好きだったという男が憎たらしい。かなみが巧妙に気持ちを隠していたとしても、どうして気づいてやれなかったんだ。勝手だけれど、そんなことを思ってしまう。

「さて、どうでもいいことを話しすぎたわね。神しん堂どう君のほうは、今のうちに言っておきたいことはある？　あたしにいじめられてきたんだから、恨み言の一つくらいあるんじゃないの？」

「……あるよ」

　俺は頷うなずいて、かなみに近づいた。それから、彼女が座っている机の隣に、同じようにして腰を下ろす。

「実はさ、俺もドレスはあまり好きじゃないんだ」

「は？」

「だから、ドレス。綺麗に着飾ってるより、普段着るようなラフな服のほうが好きなんだよな。いや、鳴なる神かみはなに着ても可愛かわいいけどね」

「それはどうも。ちなみに、神堂君はどんな服装が好みなの？」

　驚くほど近くでかなみの声が聞こえて、心臓の鼓動が速くなる。落ち着け、俺。

「そうだなー……あ、デニムのミニスカートとか好きだな。あれって、可愛いのと同時に色気もあると思わない？」

「ずいぶんとピンポイントな趣味を暴露するのね」

　はっ、しまった。つい、必要以上に正直に話してしまった。

　かなみの表情と声は、思いっきり呆あきれている。

「えーと、まあ正直が一番ってことで」

「あなたのはバカ正直と言うんだわ。バーカバーカ」

　くっ、まるで子供みたいな悪口を……。

　なんと言い返してやろうか考えていると――

「…………？」

　かなみが滑るようにして机から下りて、俺の背中に腕を回してきた。いい匂においと、押しつけられてくる身体からだの柔らかさに、頭が真っ白になってしまう。

「あ、あの。鳴なる神かみ……？」

「寒いわ。こんなドレス一枚じゃ、暖房も効いてない教室は寒すぎるの。本当にドレスなんて嫌だわ。ちょっと、あたたまらせなさい」

　どくん、どくん、と心臓がばくばく鳴っているのが聞こえる。

　かなみは黙ったままで、顔を伏せているので表情も見えない。

　なんなんだ、これは。どうして、あの鳴神かなみが俺おれなんかに抱きついてくる？

「脱衣場で会ったとき……」

「え？」

「あのとき、あたしが驚いたのは急に変な男が入ってきたからじゃない。いえ、それもあるけど、それ以上にその人があたしの……あの人は、桜並木の下で……」

　と、そこまで言ったところで、かなみの言葉が途切れた。

　彼女の右手の甲がなにやら輝いている。違う、ただ光っているだけじゃなくて――幾き何か学がく模様のようなものが刻まれているようだ。

「……変わった入れ墨だな」

「今は入れ墨じゃなくて、タトゥーって言うんじゃない？　ていうか、入れ墨じゃないわよ。いくらうちの学校の規則が緩ゆるくてもタトゥーはアウトだわ。だいたい、タトゥーを入れるとしたらあたしじゃなくて、ハルカさんでしょ」

「それは偏見ではありませんか？　極ごく道どうの娘だからって、入れ墨なんていれませんわ。せっかくの綺き麗れいな肌に傷をつけるなんて正気じゃありませんでしょう」

　俺とかなみは、同時に離れて、声のしたほうを向いた。

　教室の窓際、カーテンの前に風かざ間まハルカが立っている。妖あやしく微笑ほほえむその姿はどこか現実離れしていて、まるで亡霊みたいだ。

「い、いつからいたのよ？　もしかして、見てた？」

「ええ、実はけっこう前からいました。かなみさんの興味深い過去も、お二人のラブシーンもじっくり堪たん能のうさせていただきましたわ」

「ラブシーンじゃないわよ！　抱きついたのは、そう……冥めい土どのみやげよ、冥土のみやげ！　こいつはいつか殺すから、今のうちにちょっとサービスしておいただけよ！」

「あなたもたいがい、ツンデレですわねえ」

「ツンデレって言うな！　そんなの現実にいないわよ！」

　青少年の夢を打ち砕きつつ、かなみが身構える。とりあえず、おとなしくやられるつもりはないようだ。

「怒りっぽい方ですわね。まあ、いいです。私もそろそろ面倒になってきたことですし、終わりにしますか？」

　ハルカは、右手だけで器用に刀を抜いた。そのまま鞘さやは床に捨てる。

「遅くなってごめんなさい。Ｇガールズにしつこい人がいまして。片付けるのに手間取ってしまいましたわ」

「お、おい、ハルカさん。もしかしてケガしてるのか？」

　さっきから、ハルカの左腕はだらりと下がったままだ。彼女のドレスは袖そでのところが大きく膨らんでいるが、そこがわずかに裂けているようだ。

「不覚を取りましたわ。さっきの人は、確か軍ぐん曹そうさんとおっしゃいましたっけ。さすがにリーダーだけあって、いい腕をしてました。峰みね打うちで倒すのは大変でしたわ。私も一発当てられてしまいました」

「ええっ、撃たれたのか！　ハルカさん、傷を見せて。一応、簡単な応急処置くらいなら習ってるから――」

「おバカですか、あなたは」

　ぴしゃりと言って、ハルカは剣先をこちらに向けてきた。

「私はかなみさんを殺すと言っているのですよ。だいたい、自分が斬きられたことはもうお忘れですか？　私を気き遣づかってる場合ではないでしょう」

「あ……」

「まったく、ハルカさんの言うとおりね。バカにもほどがあるわ。ハルカさんが戦闘タイプなら、あなたのタイプは『バカ』ね」

　敵味方であるはずのかなみとハルカに、揃そろってバカにされている……。君たち、こういうときは団結するんだ……。

「バカは直りませんからあきらめましょう。私は、片腕くらい使えなくても問題ありませんわ。刀は力で振り回すものではないですから」

　冗談は終わりにしたらしく、ハルカはつかつかとこちらに近づいてくる。俺おれはとっさにＭＰ５を構えて、引き金に指を掛けようとして。

　動かない。いや、動けない――

　戦闘モードに入ったハルカの前では、身体からだが固まってしまう。彼女に俺を殺すつもりは少しもない。それがわかっているのに、一度身体を斬られた経験が立ち向かう気力を削そいでしまう。

「ふふ、可愛かわいいものですわ。そうです、おとなしくしていれば痛いことはしませんから。なんでしたら後で、気持ちいいことをして差し上げますわよ」

　ハルカの冗談は少しも笑えないし、いつものようにツッコミを入れることもできない。

　影カゲヒメ――憎しみを糧かてにするヒメ神ガミ。

　彼女は憎ぞう悪おを向けられるためなら、俺の腕くらい簡単に斬り落とす。

　当然、鳴なる神かみかなみの命を奪うことだって――

　ハルカは、方向を変えて、かなみのそばに歩み寄る。ほんの二メートルほどの距離のところまで近づくと、足を止めた。

　目標を一瞬で斬り倒すことができる距離だ。

「かなみさん、もう自分ではない誰だれかを演じるのにお疲れでしょう。あなたには、どこにも居場所がない。偽にせ者ものは、ここらで消えてください」

「そうね……」

　かなみは、薄い笑みすら浮かべて、小さく頷うなずいた。

　冗談だろ。

　なにを観念したような顔をしてるんだ。あきらめる理由なんて、いったいどこにあるっていうんだ……。

　身体からだが動かなくても、まだ……まだできることは……。

「鳴なる神かみ、本当にそれでいいのかよ！」

「いいわけないでしょ。死にたくはないわよ」

　必死に絞り出した俺おれの言葉に、かなみは即座に答える。

「それなら……あきらめる必要なんてない。君にだってヒメ神ガミの力があるじゃないか」

　ハルカは面白そうに、俺たちの会話を黙って聞いている。少しは時間稼ぎになるか。

「戦っても勝てるわけないでしょ。それに、ハルカさんの言うとおり。これからもずっと、必死にお嬢様のフリをして生きていくなんて、ぞっとするわ。あたしが死んだって、誰だれもなんとも思わないだろうしね。ヒメ神だって、他に六人もいる。あたしなんて、誰も必要としてない。あたし自身だって、別にいらない」

　死んでもかまわない。

　死んでも、悲しむ者はいないとハルカも言っていた。

　そうかもしれない。彼女自身も認めているのだから。だけど――

「鳴神、好きな奴やつがいたんだろ。そいつはどうなんだよ。もし、君がそうしたいなら、俺がなんとしてもそいつに会わせてあげるから。だから……」

「そうね、さっきは途中で切り上げちゃったけど、もう少しだけ教えてあげるわ」

　かなみは、困ったように笑って言った。

「その人とは一度だけ話したって言ったわよね。まあ、そのときはちょっとしたトラブルがあって……あの人は頼みもしないのに、あたしを守ってくれたの。それから……なんて言ったと思う？」

「もったいぶりますわね」

　ハルカも苦笑して、刀を肩にかついだ。彼女も、話が気になってはいるようだ。

「あたしには重要な話だからね。ちょっとはもったいぶらせてよ。別に、大した話でもないけど……あの人は、こう言ったの」

　かなみは、ふっと遠くを見るような目をした。それから、小さく息を吐いてから、なぜか俺をじっと見つめてきた。

「君なんて大嫌いだ――って」

　どくん、と心臓が跳ねた。

　待て、その言葉は……どこかで聞いたことがある。いや、誰が言っても不思議じゃない、平凡な台詞せりふだ。

　だけど、それは――

「おかしな話ですわね。助けておいて大嫌い、ですか？　もしかして、その方もツンデレなのかしら？」

「知らないわよ。でも、助けてもらったお礼も、自分の気持ちも言えないわよね、そんなにきっぱり言われたら」

　まさか、とは思う。

　でも、俺おれが忘れてしまっているだけなのか。

　それとも、ただの偶然なのか。

「もし、彼にあの言葉を告げられなかったら、鳴なる神かみの家になんか入らなかったかもしれない。あたしは、彼に嫌われている自分なんて消してしまいたくなったの。だから鳴神の家で新しい自分になろうとしたんでしょうね。彼の言葉が、あたしの運命を変えたのよ」

　そうだ、俺の運命もあの言葉が変えたのだと思う。

　俺が、『王の声オーバーロード』で彼女に告げてしまった言葉。

　もし、違ったことを言えたのなら、今俺はここにいなかったかもしれない。

　だって、俺は本当は彼女のことが――

「今となっては、どうでもいいことだけどね。あの頃ころは、あたしも傷つきやすい年とし頃ごろだったわ。おまけに、男嫌いにまでなっちゃったしね」

　冗談めかした言葉が、余計に痛い。

　そんな言い方をするほど、彼女にとってその男の言葉がどれだけ重かったかわかってしまう。

　完全に失敗だった。

　かなみが好きだった人の話なんて、持ち出すべきじゃなかった。俺はいつも、肝心なところで間違いを犯してしまう。

　何度も、何度も間違っていく。

　これからもずっと――？

「彼にとっても、誰だれにとっても、あたしは必要がない。その事実だけでもう充分よ。消えてなくなったところで、なんの問題もないわ」

「違う……」

　俺は、小さくつぶやいた。

　間違い続けてきたからって、今後も繰り返していく必要なんてない。

　正しいことをしなければならない。

　俺にとって、正しいと思えることはなんだ？

「……必要がないなんて、言わないでほしい」

「え……？」

　かなみは、きょとんとした顔でこっちを見た。

　誰よりもそう思ってしまっているのは他でもない――かなみ自身だ。

　一番の敵は、ハルカでもないし、貴き理りでもない。

　かなみは、一人の人間の言葉に、深く傷ついてしまった。

　それから、自分を無理矢理変えようとして、成功してしまって、だけど大事なものを失ってしまったかなみの心が一番の敵なのだ。

　本当は寂さびしいくせに。

　本当は可愛かわいい笑顔を持っているのに。

　全部、押し殺して自分を歪ゆがめてしまうなんて、バカバカしすぎる。

　鳴なる神かみかなみも間違っている。

　死んでもいいなんて思うのは、周りが見えていないからだ。

　たとえ、かなみが自分を必要としないと思っても、他の人間たちにとっても代わりのきく存在であっても――

「俺おれは、必要ないなんて思わない……」

「同情はいらないわ、神しん堂どう君」

　かなみは、微笑を浮かべたまま首を振った。

「違う。そうじゃなくて……もったいないだろ！」

「は？」

「祐ゆう貴きさん？」

　俺の言葉に、かなみとハルカが揃そろって目を丸くする。

「鳴神は、可愛くて胸もでかくていい匂においがするのに、死ぬなんてもったいない！　いらないって言うなら、俺にくれ！」

「……本物のおバカさんがいますわ」

「……堂々となにを言ってるのかしら、この人」

　二人が、バカを見る目を向けてきてる。

　でも、そんな視線がなんだというんだ。むしろ、かなみとハルカのほうが、俺よりもっとバカなことを言ってる。死ぬとか殺すとか、バカバカしい。

　俺の過去も、かなみの過去も、どうでもいい。

　大事なのは、今の彼女と、未来のことじゃないのか――

「偽にせ者ものとか本物とか、そんなこともどうでもいい。これからは、俺の鳴神になればいいんだよ」

「は!?　あ、あなた、なにを勝手なことを言ってるのよ！」

　かなみは焦あせったように言った。

　友達がいなくたって、俺がそばにいる。

　かなみのような可愛くて面白い子が、寂しい思いをすることなんて、ない。

「何度でも言う。鳴神は、俺がもらう。俺のものだから、ハルカさんには殺させない。どこにも間違いはないだろ」

「間違いはなくても、納得できないわよ！」

　かなみは、大きな目をさらに見開いている。

　勝手なことかもしれない。だけど、殺し合いよりも、男が可愛かわいい女の子を自分のものにしたいと思うことのほうが、よっぽど自然なことだ。

「鳴なる神かみは元から俺おれの好みなんだよ。デニムのスカートも似合いそうだし」

「神しん堂どう君、そこにこだわりがあるのね……」

「大事なことだよ。それにさ……その、目つきの鋭いところも好きだな」

「好き……？」

　かなみが、ぽつりとつぶやいた。

「そうだ、好きだよ」

　ツンデレだかなんだか知らないが、俺には本当のことが言える。

　あのとき、桜並木の下では言えなかったことを、鳴神かなみになら言えるんだ。

「だから、鳴神。なにもあきらめるな。俺も――君を守ってみせるから！」

　身体からだが動かないって、それがどうした。かなみを俺のものにするともう決めた。

　ああ、そうだ。俺は、かなみにとっての――王になる。

《神堂祐ゆう貴き！　鳴神かなみのために――戦え！》

　空あき教室に響き渡った『王の声オーバーロード』が、俺の魂たましいを震ふるわせる。同時に、身体が意志を超えて動き、ＭＰ５を構えながらトリガーに指を掛け、素早く狙ねらいを定めながら引いた。

「ちっ！」

　ハルカが舌打ちしながら左右に跳んで、銃弾を見事に避よける。さすが、簡単にはやらせてもらえないか！

「祐貴さん、自分に『王の声』を！　なかなか面白いことをしますわね！」

「もっと早く思いつけばよかったよ！」

　ハルカに言い返しながら、さらに連射を続けた。銃弾が刀身に当たって、ビキンッと甲かん高だかい音とともに真ん中からへし折れ、そのまま刀はハルカの手から離れて吹き飛んだ。

　だが、こちらも――

「弾切れ！」

　のんきに弾倉を交換している暇はない。俺はＭＰ５を捨てて、正面に向き直った。ハルカは既すでに、どこからか軍用ナイフを取り出していた。

　ぎらりと輝く刃に、また恐怖で身体がすくみそうになる。

　だが、『王の声』の効果はまだ続いている。まだ、戦える。

　俺は、ズボンに差していたベレッタを取り出して構える。

「そんなものを隠し持っていたのですか！　あきらめの悪い方ですね！」

「鳴神は俺が守るって言っただろ！」

　ハルカが笑いながらナイフを振るい、俺はその刃に向けて照準を定め――

　不意に、目の前がぱっと真っ白になった。

「…………！」

　また閃せん光こう弾だん？　いや、違う！

　俺おれもハルカも、息を呑のんで攻撃の手を止める。

　振り返ると、かなみの右手に浮かんでいた模様がさらに強く光っていた。ただ輝いているだけでなく、あたたかささえ感じる。これもヒメ神ガミの能力……？

「なんなの、これ……？」

　かなみが、また小さくつぶやいた。

「鳴なる神かみ……いったい？」

「わ、わからないわ。さっき、神しん堂どう君が変なこと言ったわよね。そうしたら、突然……」

　彼女自身にもなにが起きているのか、わからないらしい。変なことって、彼女を守るって宣言したことか……？

「でも、鳴神。その光は……」

　俺は、吸い込まれるようにしてその光をじっと見つめてしまう。

　これがなんの光なのか、想像もできない。なのに、今自分がなにをするべきなのかわかってしまった。頭ではなく、もっと心の奥深く――そこに眠っていた記憶が目覚めていくような。

　輝いているかなみの手を、そっと握る。あたたかくて、柔らかい手だった。

　握った手をそっと持ち上げ、俺はその甲に優しく口づけた。すぐに唇を離し、かなみの目をまっすぐに見つめる。

《鳴神かなみ》

「は、はい……」

　心が理解している。

　王の声オーバーロード。大切な人を傷つけ、ずっとうとましかったこの力の本当の使い所は――きっと、ここなのだ。

《穢けがれなき気け高だかき心を持つ、神であり姫であるあなたに、王として告げる。この身は常にあなたとともにあり、あなたを想おもい続ける。この世の終わりまで――永遠に》

　光が一気に膨れあがり、教室全体を包み込み、さらに溢あふれ出した。

　俺は目をつぶり、弾はじかれるようにしてかなみから離れた。光はすぐに収束を始め、かなみの手の平に集まり――消えた。

「今のは……なんだったの？」

　かなみはきょとんとしているが、俺にもよくわからない。さっき、俺は彼女になにを言った？　なんかとんでもないことを言っちゃった気もするんだが。

　まったく状況についていけないが、確かな変化が一つ起きていた。かなみの身体からだの周りに、ばちばちと電気が弾けている。

　かなみは、なにげない動作で人差し指を前に突き出した。その瞬間、青白い火花が飛び散り、小さな落雷のようなものがほとばしった。

「…………っ！」

　ハルカが小さな悲鳴を上げた。

　まるで爆発したかのような激しい響きとともに、ハルカのすぐそばの机が木こっ端ぱ微み塵じんに砕けていた。俺おれが前にくらった電撃とは比べものにならない、人間くらい一撃で消し炭にしてしまいそうな威力だった。

「降参ですわ」

「え？」

「は？」

　俺とかなみは、思わず間抜けな声を漏もらしてしまう。

　ハルカは微笑ほほえみながら、こちらに向かって刀を投げ捨てた。おまけに、右手を軽く挙げて抵抗の意志がないことを示す。

　えーと、マジなのか……？

「私だって死にたいわけではありませんから。あんな電撃を使える相手に勝てると考えるほど、楽観的でもありませんわ。かなみさん、あなたは――真のヒメ神ガミになってしまわれたのですね」

「……あたしにも、よくわからないわ」

　かなみは、ぶんぶんと首を振った。彼女のほうも、なにが起きたのか理解できていないらしい。誰だれか解説してくれる親切なキャラは出てこないのか。

「まあ、そのうちわかることもあるでしょう。とにかく私は降参いたしますわ。もし、タダで許さないとおっしゃるなら、脱いでもいいですし踊ってもいいですし、祐ゆう貴きさんを斬きってもかまいませんわ」

「なんで俺がオチに使われるんだろう……」

　悩む俺の横で、かなみも考え込んでいた。まだハルカを信用していないのか、彼女に人差し指を向けて、いつでも“〝撃てる”〟体勢だ。

「そうね、いろいろ言いたいことはあるけど……条件を一つ、ハルカさんが飲んでくれたら、すべて解決するわね」

「なんでしょう？」

　かなみは、ちょっと人が悪いような笑みを浮かべた。

「神しん堂どう君に愛されなさい」





　粉々に吹き飛ばしてしまった机のことは、気にしないことにした。

　ハルカが空あき教室から出て行くのを見送ってから、かなみと二人で窓まど際ぎわに並ぶ。冷たい夜風が吹いてきていて、彼女のむき出しになっている肩が寒そうに見えた。

　俺はブレザーを脱いで、かなみの肩にそっと掛ける。キザだとは思ったけど、風邪をひかれても困る。

「……たまには、気の利きいたこともできるのね。驚きよう愕がくだわ」

「難しい単語を使ってまで、俺おれをバカにしますか」

　俺は苦笑いして、首をすくめた。

「鳴なる神かみ、あれでよかったのか？」

「たぶんだけど、ハルカさんは約束は守るわ。あなたに憎まれようなんて考えなければ、ヒメ神ガミを狙ねらったりはしないでしょう。というより、誰だれも狙わなくなるかもしれない」

「なるほどね……」

　ついでに、貴き理りがハルカを拘こう束そくする理由もなくなる。彼女が約束さえ守ってくれれば、なにも問題はない。ただ一つを除いて。

「でも、現実問題としてハルカさんは影カゲヒメで、憎しみを必要とするんだろ？　どうするんだ？」

「それは、神しん堂どう君次第じゃないの。ヒメ神は基本的に愛情を必要とするんだから、今からでも愛してあげれば、普通のヒメ神に戻ることだってあるかもしれないわ」

「そう上う手まくいくかなぁ……」

　確証もなにもない、曖あい昧まいな推測だ。これからは、ハルカを見守っていかないといけないだろう。愛情を注そそげるかどうかなんて、見当もつかないしな……。

「まだまだ、わからないことだらけよ。それは逆に言えば、いろんな可能性が残されているってことじゃないの？」

　かなみは右手を持ち上げ、ヒメ神の証あかしの指輪を見た。トパーズの表面には、さっき手の甲に浮かんでいたのと同じ模様が刻まれている。気づいたら、こうなっていたらしい。

「ただの宝石じゃないとは思ってたけど、これもさっぱり理解できないわ」

　答えを知っているとしたら、うちの妹か……。

　訊きいたところで、答えてくれるかどうかはとても怪しいが。

「でも、一番理解できないのは、神堂君が『王の声オーバーロード』で言った台詞せりふよね。なんなの、あの寒い台詞は」

「寒いって言うなよ……俺が考えたんじゃないんだから」

「じゃあ、誰？」

　そう言われても答えようがない。不思議と頭に浮かんできただけなんだから。

　でも、寒いと言われても悪い気はしない。ずっといまわしく思っていた『王の声』を、初めて正しく使えたと思えるから。

「まあいいわ。問題は一つ片付いたし、ホールに戻りましょうか。そろそろ、パーティも終わる頃ころね」

「……もう少しだけ、ここにいないか？」

「…………」

　かなみはきょとんとした表情を浮かべてから、小さく首を傾かしげた。

「そういうの、ちょっとあなたらしくない台詞だわ」

「今夜は、もっとらしくない台詞を言っちゃったからな」

「確かにそうね」

　今度はくすりと笑って、かなみは窓から軽く乗り出すようにして外を眺める。俺おれも彼女の隣で同じ景色を見つめる。

　女子高なんてろくでもないと思っていたし、今でもできれば普通の生活に戻りたいくらいだ。

　だけど、今夜は――今夜だけは、この場所にいられることが嬉うれしい。

　鳴なる神かみかなみの隣にいられることが嬉しい。

「あのさ、鳴神」

「なに？」

「今さら、実は庶民でしたとか、キャラを変えるわけにもいかないだろうからさ」

　そんなことをすれば、かなみは立場を失ってしまうだろう。別に、誰だれも望んでいないことをする必要もない。

「俺と一緒にいるときは、なにも無理しなくていいよ。俺も庶民なんだから、鳴神がお行儀悪くしてても驚かないしさ。まあ、俺を相手に息抜きしてくれ」

「……神しん堂どう君相手に、お嬢様ゴッコのストレス発散をしろ、ってことね」

「いや、そこまで言ってないけど」

　パワーアップした電撃をくらったら、今度こそ死ぬし。

「なるほど、悪くない話ね。それじゃ……」

　かなみは、一瞬だけ俺の顔を見た。彼女の頬ほおが、少し赤くなっている。

「今度、あたしに祐貴君の料理を食べさせて。お礼に、デニムのスカートをはいてあげるわ」

「……そりゃ、最高だ」

　俺は笑い、かなみも笑う。

　彼女はヒメ神ガミとかいうわけのわからん存在だ。でも、とても可愛かわいい女の子だ。

　その事実だけで、俺がここにいる理由になる。

　彼女に確認してみたいことが一つあるけれど、それを尋たずねるタイミングではないように思う。

　いや、たぶん確認するまでもない。記憶がはっきりしないせいで、俺はバカなことを想像してしまっているんだろう。別に、彼女が言われたという言葉は特別なものじゃない。『大嫌い』なんて、誰が言われても不思議じゃない台詞せりふだ。

　余計なことを考えるのは、やめにしよう。

　せっかくの、静かないい夜なのだから。

　ぼんやりとそんなことを思いながら、俺たちは黙って外を眺め続けた。



    

  
    
      
エピローグ



「兄にい様さま、一緒に登校しましょう」

　新入生歓迎パーティの翌日、朝っぱらから貴き理りが俺おれの部屋に来て、開口一番こう言った。

　別に断る理由もなかったので、俺は妹と二人で家を出た。

　黙って歩きながら、ちらちらと貴理の顔を横目で盗み見る。こいつのことだから、昨夜の顛てん末まつはすべて知っているに違いない。ハルカを逃がしたことを、いったいどう思っているんだろう。まだ、ハルカの捕ほ縛ばくをあきらめていない可能性も高い。

「あ、おはようございます、貴理さん、祐ゆう貴きさん」

「はい、おはようございます。今日もいい天気ですね」

「おい――っ！」

　漫画みたいにコケそうになった。

　俺はごしごしと目をこすりながら、目の前の光景を見直す。

　残念なことに、どこからどう見ても、風かざ間まハルカがメイド服を着て、庭の掃除をしている。黒髪で日本的な美人のハルカにも、メイド服はよく似合ってる。ああいや、それは素晴らしいことだが、どうでもいい。

「なっ、なんでハルカさんがここにいるんだ!?」

「お約束を守るためですわ。祐貴さんに愛していただくには、できるだけあなたのそばにいたほうが都合がいいでしょう？　ですから、神しん堂どうさんのおうちにお世話になることにしましたの。ただ居い候そうろうするのもなんですから、メイドとして働かせてもらってます」

「な、なんだそれ……」

　俺は、貴理のほうに向き直る。妹は涼しい顔をして、こくりと頷うなずいた。

「約束のことは知ってます。でも、貴理はまだハルカさんのことを信用しきれません。だから、手元に置いておきたいんですよ。うちにはＧガールズがいますから、彼女をしっかり監視できますからね」

「で、でも……ハルカさんはいいのか？　昨日、Ｇガールズに撃たれたんだろ。自分を撃った相手のところに世話になるなんて……」

「ええ、撃たれましたわ。ゴム弾で」

「へ？」

　あっけに取られる俺の前で、ハルカはメイド服の袖そでをまくってみせた。

　そこは赤く腫はれ上がっているものの、出血した様子すらなかった。

「て、てっきり実弾で撃たれたんだとばっかり……」

「そんなことしたら、ハルカさんが死んじゃうじゃないですか。貴理がそこまでひどいことをするはずないでしょう」

「おまえ、捕まえて閉じこめるって言ったじゃん！　充分ひどいだろ！」

　俺おれはてっきり、貴き理りは手段を選ばずに捕まえる気だとばかり思ってた。

　やれやれ、という風に貴理は肩をすくめた。ハルカもおかしそうに笑っている。

「そのアイデアはとっくに却下してますよ。貴理は、できるだけハルカさんに傷をつけずにかなみさんを守るように、Ｇガールズに命令してました」

「そんな話、聞いてねぇ！　俺の、敵に回るっていう宣言がバカみたいじゃないか！」

「そうでもありませんよ。兄にい様さまのその言葉が、貴理を迷わせたんですから」

　貴理は淡あわい笑みを浮かべて、俺の胸に手を置いた。

「本当は、実弾を使わせるつもりだったんですよ」

「やっぱりおまえ、恐ろしいよ！」

「でも、そうしないとＧガールズも危険ですから」

「う……」

　それもそうだ。サブマシンガン相手に戦えるような人に殺さつ傷しよう能力がない弾を使うのは、ためらわれる。

　その危険人物は、にこにこ笑いながら話を聞いている。他人事かよ。

「でも、間違ってハルカさんを殺してしまったら、貴理はずっと兄様の敵になってしまいますからね。それはダメ。いけません」

　貴理は真面目まじめくさった顔で言った。

「兄様が敵に回るのなら、貴理は敵に回った兄様の味方になります」



    

  
    
      



    

  
    
      「なんのこっちゃ」

　それだけのことです、と妹は笑って歩き出した。俺おれは慌あわてて妹を追いながら、振り返る。ホウキを小さく振りながら、ハルカはまだ笑っていた。

「行ってらっしゃい、祐ゆう貴きさん、貴き理りさん」

「あれ、ハルカさんは学校行かないのか？」

　もっとも、ハルカの場合は元から学校でも見かけなかったけれど。

「今はまだメイドの仕事に慣れないといけませんし、それに……」

　ハルカはホウキを軽く振って、不敵な笑みを浮かべた。

「夜の準備が必要ですから。祐貴さんにたっぷりいじめていただくためにね。ふふ……」

「夜ってなに!?　なにを企たくらんでるんだ!?」

「兄にい様さま、早く行きましょう。貴理たちが遅刻したら示しがつきませんよ」

「いや待て！　ハルカさんがなにかとんでもないことを！」

「兄様、神しん堂どう家けの者が細かいことを気にしてはダメですよ」

　貴理がぐいぐいと俺の背中を押して歩いていく。くすくすと楽しそうに笑っているハルカが、凄すごく気になる……。

　とりあえず、夜はきちんと武装することにしようかな……。

「はぁ～。誰だれも彼も、ろくなこと考えないよな。貴理にもすっかり騙だまされたしさ……」

「心外ですね。兄様が、貴理を見誤ってただけですよ。どれだけ、貴理が兄様を大事にしているか……まだわかってもらえないようですね」

「うん、正直いまいちわからん」

「しょうがありませんね。言っておきますが、貴理は好きでもない人を自分の中に入れたりしませんよ。そんな軽い女じゃないんです」

「な、なんか微妙な言い回しだな……」

　嫌いな人間の魂たましいを自分の身体からだに宿らせたりはしない、というのはそのとおりだろうけど。

「兄様は、貴理にも『王の声オーバーロード』を使いましたね」

「あ、ああ。でも、あれは非常事態ってやつで……」

　実の妹にまで、能力を使って命令を下してしまったことは、やけに後ろめたい。余裕がなかったとはいえ、普通に妹を説得することもできないのかと、情けなくも思う。

「いいえ、怒ってるわけではないんですよ」

　貴理は、首を左右に振った。

「あのときの兄様の声、貴理の胸に響きました。兄様が本気だってわかったから、兄様の気持ちが伝わったから貴理はもう手出ししなかったんです。『王の声』でなくても、貴理は兄様の言うことに従ったと思います」

「そうか……」

　確かに、俺とかなみがホールを去った後も、追っ手を出そうと思えば出せただろう。

　それをしなかったのは、俺がやろうとしたことを認めてくれたからか。

　やれやれ、と俺おれはため息をついて、妹の頭に手を置いた。この小さな頭の中で、この子がなにを考えているのか――今はわからなくても、理解するための努力はするべきだろうな。妹が俺の味方なのは、確かなようだから。

　しばらく歩くと、寮から学校へ向かう女の子たちの姿がちらほら見えてきた。その中の一人が、こちらに気づいて手を振ってきた。

「おーっ、祐ゆう貴き、おはよう。貴き理りさんも」

「おはようございます、澪みおさん。昨夜は、どうもありがとうございました」

「いえいえ、生徒会長がいないなら、一応わたしがみんなの代表だからね」

　なんのことかと、二人に訊きいてみると、俺たちがホールからいなくなり、その後のパーティのシメなどは澪がやってくれたらしい。

「そうそう、祐貴の手料理、やっぱり好評だったよ。今度、学食で生徒全員分作ってもらおうかって話になってる」

「な、何百人分作るんだよ……」

　いくら生徒数が少ないといっても、そいつはなかなかに厳しい。マツリには助手として、より一層の奮起をお願いするしかなさそうだ。

　いつか、彼女にも作ってあげる約束をしたしな。

「っと、今日はわたし、連合のミーティングがあるから。祐貴、また後で」

「はいはい」

　澪は元気よく手を振り、大きく胸を揺らしながら走っていく。

「次のターゲットは竜りゆう崎ざき澪ですね。もう、半分以上落ちてる気もしますけど。あの方はずいぶん積極的ですし、兄にい様さまにも興きよう味み津しん々しんのようですね」

「落ちてるとか言うなよ。それに、俺は――」

「鳴なる神かみかなみと、『誓約エンゲイジ』を結んだのでしょう」

「誓約？」

　訊き返すと、妹はすっと手を伸ばして遠くを指さした。その先には――

　鳴神かなみが偉そうに立って、登校してくる生徒たちと挨あい拶さつを交わしている。

　どういうわけか、今朝のかなみは……。

「かなみさん、輝きが違いますね」

「その表現がしっくりくるな……」

　目に見えないオーラのようなものが漂ただよっている。それは以前のように、高貴なだけでなく、どこか柔らかさを感じさせる。

　今の彼女には、目を向けずにはいられない。不思議なほど、引きつけられてしまう。登校する生徒たちも、息をするのも忘れてるみたいに、かなみに見とれている。

「あれが、かなみさんのヒメ神ガミとしての特性なんでしょうね。いわば、『カリスマ』でしょうか。一気に他のヒメ神を追い抜いて、女神に近づいたのかもしれませんね」

「誓約、のせいか？」

「ヒメ神ガミは愛情を必要とします。でも、ただ愛されるだけではダメなんですよ。きちんと儀式を行ってから、それで初めて愛情を受け取ることができるんです。それが『誓約エンゲイジ』です。貴き理りも儀式のやり方は知りませんでした。兄にい様さまたちは、知っていた――いいえ、王とヒメ神の魂たましいに、方法が刻まれていたってところでしょうか」

「そんな感じかな……」

　手にキスとか、思えば恥ずかしいことをしたもんだ。その後の台詞せりふはもっと恥ずかしかったけど。

「あら、貴理さん、おはよう」

　俺おれたちに気づいて、かなみが声を掛けてくる。うわ、近くで見るとますます迫力がある。それに、すぐにでも抱きしめたくなるくらい可愛かわいい。

　愛情なんて言い方は大げさだ。

　でも、たぶん俺は彼女に惹ひかれ始めている――

「ついでに祐ゆう貴き君もおはよう。今日も、登校してきちゃったのね」

「来ちゃいけないみたいに！」

「ケガはどうなの？」

「…………」

　真顔で訊きかれて、怯ひるんでしまう。普段キツイだけに、こうして気き遣づかわれると驚いちゃうよな。

　俺は袖そでをまくって、包帯が巻かれた腕を見せる。

「きちんと手当てしてもらったからもう大丈夫だよ。心配してくれてありがとうな」

「し、心配なんかしてないわ。パーティの後始末もしなくちゃいけないし、祐貴君にはどんどん働いてもらえそうね」

　かなみは、なぜか少し目を逸そらしながら言った。頬ほおがちょっとだけ赤いように見える。

「えっと、俺はまた、生徒会の手伝いをしないといけないの？」

「当たり前でしょう。あなたは、副会長なんだから。ちゃんとあたしの手足になってもらわないといけないわ」

「副会長!?　いったい、いつから!?」

「今日からよ。生徒会長には副会長を指名する権利があるの」

「きょ、拒否権は……？」

「あるけど、行使は認めないわ。実は、電撃って強力になっただけじゃなくてコントロールもできるようになったの。気絶しない程度の電撃を浴びせ続けることも可能ね」

「…………」

「あたしはまだ、あなたのものにはならないわ。でも、祐貴君は、あたしのものとして使ってあげる」

　お、恐ろしいことをさらりと言ってくれる……。

　貴理は面白そうに笑っているだけで、助けてくれそうな様子はない。俺の味方じゃなかったのか、こいつ。

　ところで、無意識だろうけど、「まだ」という言い方には意味があったのだろうか。

「そういうわけだから、さっそく生徒会室に行くわよ。今からやらないと、仕事が片付かないわ。いいかしら、貴き理りさん？」

「はい、兄をよろしくお願いします。でも、たまには……私とも遊んでくださいね」

「もちろんよ。また一緒にお風ふ呂ろに入りましょう」

　妹とかなみが互いに笑顔を向ける。

　どことなく、嫁と小こ姑じゆうと――みたいな感じに見えるのは、気のせいだと思いたい。

「じゃあ、祐ゆう貴き君。ついてきなさい」

「はいよ、鳴なる神かみ」

「返事は、『はい』よ。それと、副会長になったことだし、下の名前で呼び捨てにすることを許してあげる。というか、そうしなさい。それが桃もも女じよのルールなんだしね」

　今度ははっきりと、かなみの耳が真っ赤になっていた。俺おれが誓約エンゲイジを交わした女の子は、どうにも素直になれないらしい。

「はい、かなみ。それじゃあ行こう」

　かなみはこくりと頷うなずき、歩き出した。

　風が吹く中を、彼女の横顔を見つめながら校舎へと向かう。

　少しだけ、彼女の顔は笑っているようだ。

　その笑みは、優しく、あたたかく、そしてまぶしい。

　まるで――春の日差しのように。





おわり



    

  
    
      
あとがき



　どうもはじめまして、鏡かがみ遊ゆうと申します。

　普段は主にＰＣゲームなどでシナリオライターをやっています。今回、ご縁があって、小説を書かせていただくことになりました。

　以前にゲームのノベライズは書いたことがあるんですが、今回は初めてのオリジナルです。と言っても、普段シナリオで書いているお話とそれほど方向性は変わりませんが。ぶっちゃければ、女の子が可愛かわいくてナンボ！　というやつですね。

　あまり楽しいお話もできそうにないので、シナリオと小説の違いについてでも書こうかと思ったんですが、これまたあまり変わりなかったですね。せいぜい違いと言えば、シナリオの場合は台詞せりふの前にキャラ名を付けることくらい。

　あと、ゲームでは絵やボイスが付くので地の文での説明を省略することが多いのですが、コメントアウト（ゲーム中に表示されない文章）で、たくさん注釈をつけます。立ち絵の組み込み時や声優さんへの指示ですね。



//笑顔で

かなみ「ぶち殺すわよ」



　こんな感じです。小説だとこの辺はきちんと書いていかないとわかりにくいので、なかなか大変です。



　って、全然中身についての話をしてませんね。

　身もふたもない言い方をすれば、この作品は「主人公がたくさんの女の子とイチャイチャする」というお話です。そうなるはずでした。なのに、なぜか銃弾が飛び交ったり刃物沙汰になったりしてますね。不思議だなあ……。

　まあでも、それらもコミュニケーションの一つなんじゃないかと。主人公とヒロイン、もしくはヒロイン同士はそうやって仲良くなっていくのです。たぶん。

　というか、「ヒメ神ガミは全部で７人」とか書いちゃってどうしよう。打ち切られたら全員出せないよなあとか今さら悩みつつ、続きが出せることを心から願ってみたりしてます。



　では、最後に。担当様、挿絵の鶴つる崎さき貴たか大ひろ様、そして支えになってくださったすべての皆様に感謝いたします。ありがとうございました。

二〇一〇年四月　鏡遊



    

  
    
      　著者

　鏡遊（かがみ・ゆう）

　　フリーのシナリオライター。主にＰＣゲームのシナリオを執筆。今回、ライトノベル始めてみました。つーか、新たな仕事に挑戦したけど、やってることは普段と変わらず、ひたすらキーボードを叩き続ける日々。

　　自他ともに認める引きこもりなのに、なぜか趣味は自転車。



　イラスト

　鶴崎貴大（つるさき・たかひろ）

　　原画家・イラストレーター。たまにゲームの彩色をしたりしています。ダイエット兼趣味の自転車が乗ることからいつのまにかパーツ収集になってしまい置き場所に困る今日この頃。70～80年代のパーツがマイブーム。もちろん自転車は部屋に飾っています。

　　ＨＰ「Ｐｒｉｖａｔｅ Ｇａｒｄｅｎ」

　　http://privategarden.jp/



    

  
    
      神なる姫のイノセンス



著者名……鏡遊

発行者……三坂泰二

発行所……株式会社メディアファクトリー

　　　　　http://www.mediafactory.co.jp/
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